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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
世
紀
の
幕
開
け
と
な
る
平
成
一
三
年
の
年
頭
に
当
た
り
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
道
路
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
格
別
の
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

今
さ
ら
申
し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
道
路
は
、
豊

か
な
生
活
と
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

社
会
基
盤
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
な
お
、
質
･
量

と
も
に
十
分
な
道
路
サ
ー
ビ
ス
を
皆
様
に
提
供
で
き
て
い
る
と

は
言
え
な
い
状
況
に
あ
り
、
さ
ら
に
、
近
年
は
、
I
T

(情
報

道
路
局
長

大

石

久

和

通
信
技
術
)
の
飛
躍
的
な
進
展
や
高
齢
者
人
口
の
増
加
、
環
境

問
題
へ
の
意
識
の
高
ま
り
等
と
い
っ
た
状
況
も
あ
り
、
道
路
政

策
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
へ
の
対
応
も
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。以

上
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
平
成
一
三
年
度
に

お
き
ま
し
て
は
、
新
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
、
豊
か
で
活
力
あ
る

社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
道
路
政
策
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

ま
ず
、
I
T
社
会
を
支
え
る
基
盤
形
成
に
資
す
る
施
策
と
し

て
、
I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
サ
ー
ビ
ス
の
導

入

･
展
開
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。
特
に
、
E
T
C

(ノ
ン
ス
ト

ッ
プ
自
動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム
)
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

道行セ 20ol.



春
、
全
国
の
主
要
料
金
所
に
お
い
て
運
用
を
開
始
し
、
平
成
一

四
年
度
末
ま
で
に
、
全
国
の
ほ
ぼ
七
割
に
当
た
る
約
九
○
○
料

金
所
に
拡
大
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
盤
形
成
と
し
ま
し
て
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
収

容
空
間
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

次
に
、
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
電
線
類
の
地
中
化
、

事
故
多
発
地
点
の
解
消
な
ど
、
少
子
･
高
齢
社
会
に
対
応
し
た

住
み
良
い
生
活
空
間
の
形
成
に
資
す
る
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
沿
道
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
都
市
内
の
通
過
交

通
を
抑
制
す
る
環
状
道
路
の
整
備
、
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
の
試
行
的
実
施
、
低
騒
音
舗
装
の
敷
設
等
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
の
除
去

･
改
良
、
駅
前
広
場

な
ど
交
通
結
節
点
の
改
善
、
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
の

推
進
な
ど
に
よ
り
、
都
市
新
生
基
盤
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

地
域
活
性
化
の
方
策
と
し
ま
し
て
は
、
地
域
連
携
総
合
支
援

事
業
や
交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
整
備
事
業
に
よ
り
、

地
域
連
携
の
総
合
的
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
核
と

な
る
拠
点
の
整
備
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
高
規
格
幹
線
道
路
や
主
要
な
空
港
･
港
湾
と
の
連
絡
強

化
を
図
る
地
域
高
規
格
道
路
等
の
整
備
な
ど
に
よ
り
広
域
物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
促
進
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
更
新
時
代
に
お
け
る
道
路
管
理
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
い
て
生
命
線
と
な
る
道
路
の
整
備
や

防
災
対
策
、
震
災
対
策
等
に
よ
り
、
安
全
で
安
心
な
生
活
を
支

え
る
道
路
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
冬
期
に
お
け
る
円
滑

な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
雪
寒
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

最
後
に
有
料
道
路
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
を
取
り
巻

く
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
、
適
正
な
料
金
水
準
を
維
持
す
る
た

め
、
公
的
助
成
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
E
T
C
の
活
用
に

よ
り
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
や
渋
滞
の
緩
和
に
配
慮
し
た
弾
力
的
で

多
様
な
料
金
施
策
の
導
入
な
ど
を
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

以
上
の
施
策
の
展
開
に
当
た
っ
て
は
、
評
価
シ
ス
テ
ム
の
充

実
や
コ
ス
ト
縮
減
等
に
よ
り
、
効
果
･
効
率
性
の
向
上
を
図
る

ほ
か
、
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
試
行
、
社
会
実
験

･
P
I
な
ど
の
対

話
型
行
政
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
透
明
性

の
向
上
に
も
努
め
て
参
り
ま
す
。

皆
様
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
本
年
一
月
六
日
に
、
北
海
道
開

発
庁
、
国
土
庁
、
運
輸
省
、
建
設
省
の
四
省
庁
を
母
体
と
し
て

国
土
交
通
省
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
新
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
と

と
も
に
、
道
路
行
政
も
新
た
な
体
制
で
臨
む
こ
と
に
な
る
わ
け

で
す
が
、
私
共
と
し
ま
し
て
も
、
心
新
た
に
道
路
行
政
を
展
開

し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
御
理
解
と
御
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
皆
様
の
一
層
の
御
健
勝
、
御
活
躍
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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名
繭
塵
南
部
訴
訟
(卿
螂
次
)
第
範
轡
判
決
に
つ
い
で

(平
成
健
筆
納
月
節
目
名
古
屋
地
方
裁
判
所
)

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

は
じ
め
に

本
訴
訟
は
、
名
古
屋
市
及
び
東
海
市
に
居
住
若
し
く
は

勤
務
す
る
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律

(参

考
1
)
に
定
め
る
指
定
疾
病

(気
管
支
喘
息
等
)
の
認
定

を
受
け
た
患
者
及
び
そ
の
遺
族
ら
が
、
国
に
対
し
、
設

置
･
管
理
す
る
道
路
を
通
行
す
る
自
動
車
か
ら
の
一
定
値

レ
ベ
ル
を
超
え
た
二
酸
化
窒
素

(以
下
｢鱒
｣
と
い
う
。)、

浮
遊
粒
子
状
物
質

(以
下

｢S
P
M
｣
と
い
う
。)
(参
考

2
)
の
排
出
の
規
制

(差
止
請
求
)
及
び
現
地
で
操
業
し

て
い
る
企
業
一
○
社
に
対
し
、
二
酸
化
硫
黄
(以
下
｢め
｣

と
い
う
。)
の
排
出
の
規
制

(差
止
請
求
)
と
と
も
に
損

害
賠
償
を
請
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
訴
訟
に
お
い
て
国
は
、
自
動
車
排
出
ガ
ス

(M
及
び

S
P
M
)
と
健
康
被
害
と
の
因
果
関
係
は
な
い
こ
と
、
対

象
道
路
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
の
沿
道
環
境

対
策
を
実
施
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
道
路
の
設
置
及
び
管

理
に
瑕
疵
が
な
い
旨
主
張
し
て
き
た
も
の
で
あ
る

(参
考

3
)
0第

一
審
判
決
は
、
平
成
三
一年
一
一
月
二
七
日
午
前
一

○
時
、
名
古
屋
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
言
い
渡
さ
れ
た
。

本
判
決
の
主
な
内
容
は
、
過
去
の
道
路
環
境
訴
訟
で
認
容

さ
れ
て
い
た
雨
と
健
康
被
害
と
の
因
果
関
係

(西
淀
川
"

鮑
と
糠
の
相
加
、
川
崎
"
め
単
体
)
を
否
定
し
て
い
る
も

の
の
、
平
成
一
二
年
一
月
三
一
日
に
判
決
が
言
い
渡
さ
れ

た
尼
崎
訴
訟

(第
一
次
~
第
二
次
)
と
同
様
、

o

s
P
M
単
体
と
健
康
被
害
と
の
因
果
関
係
を
認
め
、

沿
道
二
0
m
以
内
に
居
住
す
る
原
告

(三
名
)
に
対
し

損
害
賠
償
を
認
容
。

②

沿
道
二
0
m
以
内
に
現
在
居
住
す
る
原
告

(
一
名
)

に
対
し
一
時
間
値
の
一
日
平
均
値
○
･
一
五
九
喀
/
讃

を
超
え
る
S
P
M
の
排
出
の
差
止
請
求
を
認
容
。

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
因
果
関
係
等
に
つ
い
て
問
題
点
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
被
告
国
は
、
一
二
月
五
日
に
名
古
屋
高

等
裁
判
所
に
控
訴
を
行
っ
た
。

(企
業
一
〇
社
及
び
原
告
も
一
二
月
三

日
に
控
訴
)。

本
稿
は
、
本
判
決
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
論
点
と
問
題
点
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

一

訴
訟
の
経
緯

①
事

件

名

名
古
屋
南
部
大
気
汚
染
公
害
差
止
等
請

求
事
件

②
提
訴
年
月
日

平
成
元
年
三
月
三
一
日
(第
一
次
訴
訟
)

(今
回
の
判
決
は
第
一
次
訴
訟
の
み
。

第
二
次
訴
訟
及
び
第
三
次
訴
訟
に
つ
い

て
は
、
今
後
審
理
を
行
う
予
定
。)

③
原

告

名
古
屋
市
、
東
海
市
に
居
住
若
し
く
は

勤
務
す
る
公
害
健
康
被
害
補
償
法
の
認

定
患
者
及
び
そ
の
遺
族
一
四
五
名

の
被

告

の
国
(建
設
省
及
び
環
境
庁
)

の
企
業
一
〇
社

(中
部
電
力
、
新
日
本



製
鐵
、
東
レ
、
愛
知
製
鋼
、
大
同
特
殊

鋼
、
三
井
化
学
、
東
邦
瓦
斯
、
東
亜
合

成
、
ニ
チ
ハ
、
中
部
鋼
鈑
)

⑯
請
求
の
趣
旨

の
差
止
請
求

被
告
ら
は
、
原
告
の
居
住
地
に
お
い
て
そ
定
の
濃

度
を
超
え
る
大
気
汚
染
物
質
の
排
出
を
し
て
は
な
ら

な
い
。

⑭
損
害
賠
償
請
求

被
告
ら
は
原
告
の
受
け
た
生
命
･
身
体
に
対
す
る

深
刻
な
被
害
に
対
し
連
帯
し
て
四

J億
九
、
四
〇
〇

万
円
支
払
え
。

◎
請
求
の
理
由

の
国a

.
建
設
省
↓
国
家
賠
償
法
第
二
条
第
一
項
に
基
づ

く
道
路
の
設
置
又
は
管
理
瑕
疵
責
任

(被
告
道
路

(国
道
一
号
、
二
三
号
、
一
五
四
号
、

二
四
七
号
)
を
自
動
車
走
行
の
用
に
供
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
発
生
す
る
自
動
車
排
気
ガ
ス

(M
、
S

P
M
)
が
原
告
住
民
の
健
康
被
害
を
生
じ
せ
し
め

て
い
る
の
で
、
公
の
営
造
物
た
る
道
路
の
設
置
又

は
管
理
の
瑕
疵
に
該
当
す
る
。)

b
,

環
境
庁
↓
国
家
賠
償
法
第
一
条
第
一
項
に
基
づ

く
排
出
規
制
解
脱
責
任

(被
告
企
業
ら
の
操
業
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
つ
づ

け
た
め
に
つ
い
て
、
被
告
国
が
遅
く
と
も
一
九
五

〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
排
出
規
制
の
権
限
を
有
し
て

い
な
が
ら
こ
れ
を
解
脱
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
大
気

汚
染
公
害
の
被
害
が
深
刻
化
し
た
。)

⑭
企
業
一
〇
社

(中
部
電
力
、
新
日
本
製
鐵
、
東
レ
、

愛
知
製
鋼
、
大
同
特
殊
鋼
、
三
井
化
学
、
東
邦
瓦
斯
、

東
亜
合
成
、
ニ
チ
ハ
、
中
部
鋼
鈑
)

↓
民
法
七
〇
九
条
に
基
づ
く
不
法
行
為

(故
意
又
は

過
失
あ
る
行
為
に
よ
り
損
害
が
加
え
ら
れ
る
)
責

任(被
告
企
業
ら
の
排
出
す
る
め
が
原
告
住
民
の
健
康

被
害
を
生
じ
せ
し
め
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
行
政

規
制
に
対
し
て
も
そ
の
規
制
緩
和
の
策
動
さ
え
行

っ
て
き
た
の
で
あ
る
た
め
、
侵
害
行
為
の
違
法
性

は
極
め
て
高
い
。)

二

第
一
審
判
決
の
要
旨

(平
成
一
二
年
一
一
月
二
七
日
判
決
、
名
古
屋

地
方
裁
判
所
)

①

差
止
請
求
↓
一
部
認
容

･
国
道
二
三
号
線
沿
道
二
0
m
以
内
に
現
在
居
住
し

て
い
る
一
名
に
つ
い
て
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
国

が
国
道
二
三
号
線
を
自
動
車
走
行
の
用
に
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、
一
時
間
値
の
レ
日
平
均
値
○
･
一

五
九
雌
/
霊
を
超
え
る
s
P
M
の
排
出
を
し
て
は

い
け
な
い
旨
の
不
作
為
請
求
権
を
認
容
。

(注
)
1
.

○
･
一
五
九
贈
/
証
は
、
千
葉
大
調
査

の
対
象
地
域

(千
葉
県
柏
市
、
船
橋
市
、

市
川
市
)
の
沿
道
平
均
濃
度
を
引
用
し
た

も
の
で
あ
り
、
尼
崎
訴
訟
神
戸
地
裁
判
決

に
お
け
る
差
止
請
求
に
係
る
濃
度
基
準

は
、
0

･
一
五

雌
/
話
と
さ
れ
て
い
た
。

2
,

こ
こ
で
い
う
不
作
為
請
求
と
は
、
｢道

路
管
理
者
が
一定
値
を
超
え
た
大
気
汚
染

状
態
を
作
出
し
な
い
義
務
｣
の
履
行
を
求

め
る
請
求
を
い
う
。

②

損
害
賠
償
請
求
↓
一
部
認
容

･
国
道
二
三
号
の
沿
道
二
0
m
以
内
に
居
住
す
る
公

健
法
認
定
患
者
三
名
に
つ
い
て
、
国
道
二
三
号
が

全
面
供
用
さ
れ
た
昭
和
四
七
年
一
〇
月
以
降
現
在

ま
で
、
現
在
進
行
形
の
形
で
s
P
M
と
気
管
支
喘

息
の
発
症
･
増
悪
と
の
因
果
関
係
を
認
め
、
道
路

の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
よ
る
損
害
賠
償
金

一
、

八
〇
九
万
円
を
認
容
。

(注
)
企
業

一
〇
社
に
対
し
て
も
、
硫
黄
酸
化
物

(助
)
単
体
と
健
康
被
害
と
の
因
果
関
係
を

認
め
、
昭
和
五
五
年
ま
で
の
本
件
三
疾
病

(気
管
支
ぜ
ん
息
、
慢
性
気
管
支
炎
、
肺
気

腫
)
の
発
症
又
は
増
悪
の
あ
っ
た
原
告
九
六

名
に
つ
い
て
二
億
八
、
九
六
二
万
円
の
支
払

い
を
命
じ
た
。

!0 道々 テセ 2001.1



三

本
判
決
の
問
題
点

○

因
果
関
係
に
つ
い
て

･
本
判
決
は
、
｢千
葉
大
調
査
｣
(参
考
4
)
を
S
P
M
と

気
管
支
喘
息
と
の
疫
学
的
因
果
関
係
の
立
証
根
拠
と

し
、
さ
ら
に
、
結
論
を
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
判
断
材
料
と

し
て
肯
定
し
て
お
り
、
客
観
的
根
拠
を
欠
い
て
い
る
。

し
か
も

｢千
葉
大
調
査
｣
は
、
即
を
対
象
に
デ
ザ
イ
ン

し
た
も
の
で
あ
り
、
S
P
M
と
健
康
被
害
の
因
果
関
係

を
立
証
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
。

･
D
E
P
を
含
む
S
P
M
と
健
康
被
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

つ
い
て
は
、
内
外
の
専
門
家
の
間
で
研
究
が
開
始
さ
れ

た
ば
か
り
の
段
階
で
あ
り
、
十
分
な
知
見
が
な
い
状
況

で
あ
る
。

(環
境
庁
が
平
成
三
一年
九
月
八
日
に
発
表
し
た

｢デ

ィ
ー
ゼ
ル
排
気
粒
子
の
リ
ス
ク
評
価
に
つ
い
て

(中
間

取
り
ま
と
め
)｣
に
お
い
て
も
、
｢こ
れ
ま
で
の
知
見
を

総
合
的
に
判
断
し
て
、
D
E
P
が
人
に
対
し
で
発
が
ん

性
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
と
考
え

る
が
、
定
量
的
に
健
康
リ
ス
ク
を
評
価
す
る
に
は
、
さ

ら
に
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
自
動
車
交

通
量
の
多
い
道
路
沿
道
住
民
の
呼
吸
器
疾
患
･
症
状
等

の
増
加
の
報
告
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
も
鑑
み
、
わ
が
国

に
お
け
る
D
E
P
に
関
す
る
暴
露
評
価
デ
ー
タ
ー
や
健

康
影
響
機
構
の
解
明
を
早
急
に
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。｣
と
さ
れ
る
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。)

を

s
p
M
の
差
止
請
求
に
つ
い
て

･
差
止
請
求
を
容
認
す
る
た
め
に
は
、
S
P
M
濃
度
が
判

決
の
認
定
す
る
基
準
値
を
現
実
に
上
回
っ
て
い
る
か
上

回
る
恐
れ
が
強
い
こ
と
が
条
件
と
な
る
が
、
現
実
に
国

道
二
三
号
線
の
s
P
M
実
測
値
は
存
在
せ
ず
、
近
年
名

古
屋
地
域
に
お
け
る
目
排
局
の
沿
道
濃
度
が
急
速
に
低

下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
数
値
を
基
準
に
差
止
請

求
を
求
め
る
根
拠
が
薄
弱
で
あ
る
。

･
S
P
M
は
自
動
車
排
気
微
小
粒
子
の
み
な
ら
ず
、
土
壌

や
海
塩
粒
子
の
よ
う
な
粗
大
粒
子
も
含
ま
れ
、
こ
れ
ら

の
構
成
割
合
が
分
か
ら
な
い
中
で
、
道
路
管
理
者
で
あ

る
国
に
、
S
P
M
の
濃
度
を
一
時
間
値
の
一
日
平
均
値

○
･
一
五
九
皰
/
鱸
以
下
に
抑
制
せ
よ
と
命
じ
る
の
は

不
可
能
を
強
い
る
も
の
で
あ
る
。

四

今
後
の
対
応

上
記
の
通
り
、
本
判
決
に
つ
い
て
、

①
医
学
的
に
十
分
な
知
見
が
な
い
中
で
、
自
動
車
か
ら

排
出
さ
れ
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
排
気
粒
子

(D
E
P
)
等

の
微
小
粒
子
と
健
康
被
害
と
の
因
果
関
係
が
一
部
認

容
さ
れ
た
こ
と

②
s
P
M
の
排
出
差
し
止
め
が
一
部
認
容
さ
れ
た
こ
と

な
ど
問
題
点
が
あ
り
被
告
国
は
平
成
三
一年
三
一月

五
日
に
控
訴
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(な
お
、
原
告
及
び
被
告
企
業
一
〇
社
も
平
成
三
一

年
三
一月
三

日
に
控
訴
し
た
。)

参
考
1

公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律

公
害
健
康
被
害
者
の
迅
速
か
つ
公
正
な
保
護
を
図

る
た
め
昭
和
四
四
年
か
ら
施
行
さ
れ
、
健
康
被
害
者

の
保
護
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

本
制
度
は
、民
事
上
の
損
害
賠
償
責
任
を
踏
ま
え
、

行
政
的
な
判
断
も
加
味
し
、
汚
染
物
質
の
排
出
原
因

の
費
用
負
担
に
よ
り
、
健
康
被
害
者
に
対
す
る
補
償

給
付
等
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

昭
和
六
三
年
三
月
以
降
は
、
大
気
汚
染
に
よ
る
新

た
な
健
康
へ
の
影
響
は
な
い
も
の
と
の
判
断
か
ら
以

後
新
規
の
患
者
認
定
を
行
っ
て
い
な
い
。

(平
成
三
一年
三
月
末
現
在
認
定
患
者
数

全
国
六

万
三
、
0
六
二
名
、
名
古
屋
市
及
び
東
海
市
三
、
九

〇
六
名
)

道イテセ 2001.1 "

参
考
2

浮
遊
粒
子
状
物
質

(S
P
M
)

大
気
中
に
浮
遊
す
る
粒
子
状
物
質
の
う
ち
、
粒
径

が
一
○
即
以
下
の
粒
子
を
い
う
。
こ
れ
ら
の
物
質
が

肺
や
気
管
支
に
沈
着
し
、
気
管
支
喘
息
な
ど
を
発

症

･
増
悪
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
な
お
、
近
年
こ
の
中
で
も
そ
の
粒
径
が
二
･
五

皿
以
下
の
微
小
な
も
の
の
健
康
影
響
が
特
に
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
排
気
微
粒
子
な
ど

人
為
的
発
生
源
由
来
粒
子
の
寄
与
が
大
き
い
こ
と
か

ら
国
内
外
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。



原告の主張 被告 (建設省) の主張

【因果関係について】

･ N o2及びSP M と呼吸器疾患との因果関係

は、 疫学的に証明されている。
･これら汚染物質は、 道路を走行する自動

車によってもたらされている。

･ N o2及びSP M と健康影響の疫学的因果

関係は、 立証されていない。 (中央公

害対策審議会 61年報告)

･疫学調査は具体の損害賠償訴訟におけ

る個別因果関係を立証するものではな

V＼。

･因果関係は、 原告が個々の症状特に即

して個別臨床により立証されるべき。

【損害賠償責任について】

･道路管理者による十分な沿道環境対策等

が講じられなかった結果、 呼吸器疾患が

発したものであり、 道路の設置、 管理に

瑕疵があった。

･道路管理者は、 これまで可能な限りの

沿道環境対策等を実施してきた。
･ N o2及びSP M と本件疾病との因果関係

は明確でなく、 損害の予見可能性及び

回避可能性はなかった。

【公健法の患者認定と民事上被害者との関

係について】

･公健法の認定患者であることは、 道路を

走行する自動車から排出されたN o2及び

SP M によって罹患したことを証明するこ

ととなり、 法的因果関係を認定する上で

極めて重要な事実である。

･公健法による認定は、 制度的割り切り

によって指定疾病の発症を認める行政

的措置であり、 民事訴訟における個別

の因果関係を明らかにするものではな

し＼。

【差止請求について】

･原告等の健康の回復、 維持のため環境基

準を超える排出の差止を求める。

･尼崎判決において八の健康影響の蓋然

性が高いと認容されたSP M の 1時間値

の 1日平均値0.15m g/kを、 名古屋地域

においては概ね超えていない。

参
考
3

争
点

(建
設
省
分
)

参
考
4

千
葉
県
幹
線
道
路
沿
道
学
童
調
査

(千
葉
大

。 b “ 調 霧
調 対 期 査 4

　 　 　　　
的 域 間 ) 葉間

…
平
成
四
年
度
~
平
成
六
年
度

(三
ヶ

b
対
象
地
域
“
千
葉
県
全
域

(沿
道
部
、
非
沿
道
部
、

田
園
部
の
三
つ
の
領
域
に
分
類
)

c
調
査
目
的
"
自
動
車
交
通
量
の
増
加
に
伴
･

道
路
沿
道
地
区
の
大
気
汚
染
が
学
童

の
呼
吸
器
症
状

(特
に
気
管
支
喘
息
)

に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
る
か
を
調

査

(質
問
票
に
よ
る
呼
吸
器
症
状
の

調
査
と
そ
れ
ら
の
追
跡
調
査
)



名古屋南部大気汚染公害差止等 請求事件
第一次原告 ･被告等 の位置状況図

縮尺 1 / 5 0 , 0 0 0

1号

名
ノ

‘ゞ /
/

　
kミノ

　　　　

被告企業 1 0社の内訳 凡

東レ㈱、愛知製鋼鱒、

中部勘7㈱、漸日本製蝋燭、 ト 朧げ鰯 実拗. 離職液底獺,, ,イハ.., ニ窒畿 ※ U 9 ▲…-- , .
“鱈鯖滋夢も縦鰭 . 鰹藤棚泌熟達。せい , 總 輔帆= 被告企業所在地

　　　　　　 　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　
　　　 　

　 　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　

　　　　
鰕 嵐獺㈱･ 弱蝋曾賊桝家 搬瘢恥浮ぶ語れ群謎鐙鰹陵話隊鼬熟れ‘ 癈畿淋瀦端鰕灘 * * ･ 本件開運遠路4路線

籍盪講 ぜ爾麗護り襲爵嶽総巌芝生滋濃くゞ ↓-偽靜概靴競
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　

ニチハ㈱、 中部鍋飯岡 (R 1 ･R 2 3 ･R 1 6 4 ･R 2 4 7)



郡
繭
繭
遷
遭
略
◎
料
金
体
系
◎
あ
り
方
等
に
つ
い
て

道
路
局
有
料
道
路
課

建
設
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
道
路
審
議
会

(会
長
…
藤
井
弥
太
郎

帝
京
大
学
経
済
学
部
教

授
)
は
、
三

月
三
〇
日
、
｢都
市
高
速
道
路
の
料

金
体
系
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
｣
の
答
申
を
行
い

ま
し
た
。

主
な
内
容
と
し
て
は
、
概
ね
五
年
後
を
目
途
に

都
市
高
速
道
路
に
お
い
て
E
T
C
に
限
定
し
た
利

用
と
す
る
こ
と
を
目
指
す
な
ど
の
目
標
が
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
首
都
高
速
道
路
･
阪
神
高
速
道
路

の
均

一
料
金
制
を
見
直
し
、
利
用
距
離
の
要
素
を

勘
案
し
た
料
金
体
系
へ
の
移
行
の
検
討
な
ど
が
提

言
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
下
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し

ま
す
。

は
じ
め
に

･
有
料
道
路
の
供
用
延
長

高
速
自
動
車
国
道

六
、
六
一
五
如

都
市
高
速
道
路

六
〇
五
皿

本
州
四
国
連
絡
道
路

一
七
三
皿

一
般
有
料
道
路

二
、
三

四
皿

合

計

九
、
五
〇
七
蹴

(都
道
府
県
道
以
上
の
約
五
%

(走
行
台
キ
ロ
ベ
ー
ス

で
約
一
七
%
))

※
そ
の
他
に
、
無
料
開
放
さ
れ
た
一
般
有
料
道
路
が

一
、
四
二
二
如

有
料
道
路
制
度
は
受
益
者
負
担
や
世
代
間
の
負
担
の

公
平
の
観
点
か
ら
も
優
れ
た
側
面

…
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
今
後
と
も
国
土
･
地
域

-

-整
備
上
重
要
な
幹
線
道
路
の
整
備

･
管
理
に
お
い
…

…
て
、
有
料
道
路
制
度
を
有
効
活
用
し
て
い
く
意
義
は
…

…依
然
と
し
て
大
き
い

二

有
料
道
路
料
金
を
め
ぐ
る
課
題

H

有
料
道
路
の
料
金
の
考
え
方

都
市
高
速
道
路
の
料
金
体
系
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
の
答
申

(概
要
)

道
路
審
議
会



･
料
金
決
定
原
則

償
還
主
義
!
;
･!
!
全
て
の
有
料
道
路
に
適
用

公
正
妥
当
主
義
!
･･!
高
速
自
動
車
国
道
･
都
市
高
速

道
路
に
適
用

便
益
主
義
!
･ー
･!
!
本
州
四
国
連
絡
道
路
･
一
般
有

料
道
路
に
適
用

具
体
の
料
金
設
定
は
、以
上
の
考
え
方
に
基
づ
き
、

各
有
料
道
路
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
の
機

能
･
役
割
や
利
用
者
間
の
負
担
の
公
平
、
交
通
処
理

上
の
制
約
要
因
等
を
踏
ま
え
た
上
で
各
有
料
道
路
ご

と
に
異
な
っ
た
料
金
体
系
が
採
用

r
-
-
l
l
-
-
l
-
-
-
-
l
l
l
-
-
-
-
-
-
-
l
-
-
-
-
-
-
l
3
l
-
-
I
l
-
l
L

O

料
金
体
系
の
あ
り
方
の
検
討
の
必
要
性

一- - - - - - - - - - - - - - J

･
物
価
水
準
の
安
定
化
等
の
中
で
料
金
に
対
す
る
国

民
･
利
用
者
の
関
心
の
高
ま
り

↓
国
民
･
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
料
金
体
系
の
適

切
な
見
直
し

･
E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ

ム
)
導
入
に
よ
る
現
行
料
金
制
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

↓
E
T
C
普
及
促
進
の
必
要
性

･
料
金
に
よ
る
交
通
需
要
の
調
整

↓
有
料
道
路
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用

一
E
T
C
の
導
入
を
契
機
と
し
て
、

÷

特
に
E
T
C
に
よ
る
新
た
な
料
金
施
策
の
実
施
可

…

　

　

能
性
が
大
き
く
、
渋
滞
解
消
や
沿
道
環
境
改
善
等
-

が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
都
市
高
速
道
路

｣

…
(首
都
高
速
道
路

･
阪
神
高
速
道
路
)
の
目
指
す

一

…
べ
き
料
金
体
系
を
中
心
に
検
討

-･
E
T
C
普
及
促
進
策
の
検
討

三

E
T
C
の
普
及
促
進
策
に
つ
い
て

H

E
T
C
の
意
義
･
効
果

･
I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
重
要
な
構

成
要
素
の
一
つ
で
あ
り
、
I
T
革
命
を
先
導
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

･
今
後
の
有
料
道
路
の
整
備
･
管
理
上
不
可
欠
と
な
る

基
本
的
イ
ン
フ
ラ

･
E
T
C
の
整
備
計
画

現
在
千
葉
地
域
を
中
心
に
試
行
運
用
中
。
ま
も
な

く
一
般
の
利
用
者
も
含
め
た
本
格
運
用
が
開
始
さ

れ
る
予
定

平
成
一
三
年
巻
に
は
全
国
の
主
要
な
料
金
所
に
お

い
て
運
用
開
始

平
成
一
四
年
度
末
ま
で
に
全
国
の
ほ
ぼ
七
割
に
当

た
る
約
九
○
○
料
金
所
に
拡
大
し
、
約
九
割
の
交

通
量
が
利
用
可
能

･
E
T
C
は
従
来
の
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム
に
大
き
な

変
革
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
以
下
の
よ
う
な
効

果
が
期
待

大
利
用
者
の
視
点
)

一

料
金
所
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
通
行
等
に
よ
り
利
用
者
の
…

…
利
便
性
･
快
適
性
が
大
幅
に
向
上

…
(交
通
流
の
視
点
)

-

遼

自
動
車
国
道
の
渋
滞
の
約
三
割
を
占
め
る
料
言

一

金
所
渋
滞
が
解
消
へ

大
コ
ス
ト
縮
減
の
視
点
)

-
鯲

…
料
金
収
受
経
費
等
の
管
理
費
の
削
減
が
可
能
に
…
溌

六
新
た
な
料
金
に
関
す
る
施
策
の
視
点
)

…

有
料
道
路
本
線
や
均
一
料
金
制
を
採
用
し
て
い
る
一

有
料
道
路
の
オ
フ
ラ
ン
プ
等
で
の
路
側
機
器
に
よ
｣

る
課
金
等
の
技
術
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
利
用
の
形

…

態
、
路
線
･
区
間
毎
の
特
性
等
に
き
め
細
か
く
対

一

応
し
た
料
金
設
定
が
可
能

↓
利
用
者
ニ
ー
ズ
や
環
境
対
策
等
様
々
な
政
策
目
…

的
に
対
応
し
た
多
様
な
料
金
施
策
の
実
施
が
可
能
一

　　

　

‐
(E
T
C
に
限
定
し
た
利
用
と
す
る
こ
と
に
よ
る
効

【

-
果
の
増
大
)

大
幅
な
コ
ス
ト
の
削
減
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
E

…

T
C
を
活
用
し
た
料
金
施
策
の
効
果
的
な
実
施
が

…
可
能
に

r
-
l
l
l
1
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I
-
-
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-
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-
-
-
-
-
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-
-
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-
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O

普
及
促
進
策
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
考
え

方･
利
用
率
五
○
%
の
早
期
達
成
が
必
要

,
都
市
高
速
道
路
(首
都
高
速
道
路
･
阪
神
高
速
道
路
)

に
つ
い
て
は
、
概
ね
五
年
後
を
目
途
に
E
T
C
に
限



定
し
た
利
用
と
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
が
重
要

↓
E
T
C
限
定
化
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
普
及
促

進
策
の
展
開
に
よ
る
普
及
率
の
向
上
、
E
T
C
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
等
に
よ
り
、
国
民
や
利
用
者
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
条
件
整
備
に
努

め
る
こ
と
が
重
要

具
体
的
な
限
定
手
法
と
そ
の
実
効
性
の
確
保
方
策

等
の
技
術
的
課
題
や
E
T
C
非
対
応
車
の
通
行
を
制

限
す
る
こ
と
の
制
度
的
課
題
に
つ
い
て
も
検
討
が
必

要

@

普
及
促
進
策
の
展
開
方
策

･
E
T
C
の
全
国
展
開
が
ほ
ぼ
完
了
す
る
ま
で
の
導
入

段
階
、
そ
の
後
の
普
及
段
階
に
お
い
て
、
各
施
策
に

つ
い
て
早
急
に
具
体
化
を
図
り
、
効
果
的
に
展
開

･
E
T
C
普
及
促
進
の
緊
急
性
に
鑑
み
、
可
能
な
も
の

は
で
き
る
限
り
前
倒
し
て
実
施

○

導
入
段
階
に
お
け
る
施
策

- - - - - - - - - - - - - - - - - - -■-【- ｢÷

期
間
限
定
の
特
例
割
引

…
･
E
T
C
に
お
け
る
前
納
シ
ス
テ
ム
の
導
入
及
び
前

…

…
納
型
割
弓
の
実
施

一
.
E
T
C
を
活
用
し
た
料
金
施
策
の
実
施

…
,
E
T
C
専
用
レ
ー
ン
の
拡
大

…
･
E
T
C
の
愛
称
を
設
け
る
等
、
国
民
･
利
用
者
に

-

…
対
す
る
E
T
C
の
周
知

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -‐J

÷
民
間
に
お
け
る
E
T
C
の
認
知
度
を
高
め
る
よ
う

“

-
な
取
組
み
や
、
自
動
車
へ
の
車
載
器
の
ビ
ル
ト
イ
ー

-

ン
化

等

⑭

普
及
段
階
に
お
け
る
施
策

÷
現
行
割
り
制
度
の
見
直
し

…
･
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
積
極
的
展
開

…

-

-

÷

民
間
に
お
け
る
E
T
C
技
術
の
多
目
的
利
用

等
…
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四

都
市
高
速
道
路
の
料
金
体
系
の
あ
り
薦
に
つ

い
て

⑩

基
本
的
考
え
方

①

背
景

近
年
、
都
市
高
速
道
路
の
料
金
に
関
し
て
以
下
の
よ
う

な
課
題
が
生
じ
て
い
る

大
走
行
距
離
の
ば
ら
つ
き
の
拡
大
)

-

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
等
に
伴
い
、
走
行
距
離
の
一

…

ば
ら
つ
き
が
拡
大
傾
向

…
(依
然
と
し
て
残
る
慢
性
的
な
渋
滞
)

…

ピ
ー
ク
時
に
比
べ
減
少
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し
…

}

て
慢
性
的
な
渋
滞
が
発
生

…
(沿
道
環
境
問
題
の
深
刻
化
)

一

従
来
か
ら
各
般
の
沿
道
環
境
対
策
を
実
施
し
て
き
一

“
た
も
の
の
、
一
般
道
路
の
交
通
も
相
ま
っ
て
、
依

“

…
然
と
し
て
沿
道
環
境
が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
地
域

…

一

が
存
在

巽
事
業
費
の
増
大
)

…
現
在
建
設
中
の
路
線
は
既
存
路
線
の
利
用
者
か
ら
…

…

の
転
換
が
多
い
こ
と
か
ら
、
大
幅
な
収
入
増
に
は
一

一
結
び
つ
き
に
く
い
一
方
で
、用
地
補
償
費
の
増
大
、
“

…

地
下
構
造
の
採
用
等
に
よ
る
事
業
費
の
増
大

‐

↓
引
き
続
き
所
要
の
公
的
助
成
の
確
保
に
努
め
る
…

一
と
と
も
に
、
一
定
の
利
用
者
負
担
の
増
加
が
必
要

…

一

な
状
況

一
(料
金
改
定
に
向
け
て
の
国
民
.
利
用
者
の
理
解
を
-

…
求
め
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
)

“
物
価
水
準
の
安
定
化
等
の
中
、
料
金
改
定
に
向
け

“

-

て
国
民
･
利
用
者
の
理
解
を
求
め
て
い
く
こ
と
の
一

“

重
要
性
の
高
ま
り

⑭

目
指
す
べ
き
料
金
体
系

･
新
た
な
料
金
体
系
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
E
T
C

に
よ
り
実
施

･
利
用
の
程
度
に
応
じ
た
負
担
と
い
う
公
平
負
担
の
考

え
方
に
一
層
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
全
体
と
し
て
の

利
用
者
便
益
を
高
め
て
い
く

･
料
金
の
需
要
調
整
機
能
を
活
用
し
、
渋
滞
緩
和
、
沿

道
環
境
改
善
等
都
市
高
速
道
路
に
対
す
る
社
会
的
要

請
や
多
様
な
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

･
今
後
、
現
在
の
有
料
道
路
制
度
の
考
え
方
に
と
ど
ま

ら
ず
、
幅
広
い
議
論
･
検
討
も
必
要

76 首行セ 2001.



□

新
た
な
料
金
体
系
の
検
討
の
方
向
性

･
今
後
の
都
市
高
速
道
路
の
料
金
体
系
に
つ
い
て
、
採

算
に
与
え
る
影
響
や
E
T
C
の
普
及
状
況
を
見
極
め

つ
つ
、
以
下
に
示
す
方
向
で
検
討

○

料
金
圏
別
均
一
料
金
制
の
見
直
し

･
現
行
の
均
一
料
金
制
を
見
直
し
、
利
用
距
離
の
要
素

を
勘
案
し
た
料
金
体
系
へ
の
移
行
を
検
討

･
今
後
の
都
市
高
速
道
路
の
役
割
を
踏
ま
え
、
都
市
高

速
道
路
が
他
の
有
料
道
路
、
一
般
道
路
と
相
ま
っ
て

大
都
市
圏
の
交
通
を
効
率
的
に
分
担
で
き
る
よ
う
料

金
設
定
の
工
夫
が
必
要

②

車
種
区
分
･
車
種
間
料
金
比
率
の
細
分
化

･
負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら
、占
用
者
負
担
の
考
え
方
、

原
因
者
負
担
の
考
え
方
、
受
益
者
負
担
の
考
え
方
を

総
合
的
に
勘
案
し
、
細
分
化
す
る
方
向
で
検
討

③

多
様
な
料
金
施
策
の
実
施

①
乗
継
ぎ
制
の
拡
充

･
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
補
完
の
た
め
乗
継
ぎ
制
の
一
層
積

極
的
な
活
用

･
渋
滞
箇
所
を
迂
回
す
る
よ
う
な
乗
継
ぎ
制
の
実
施

道行セ 2001.1 ノ7

嶬

利用距離の要素を勘案した料金のイメージ

　
　　　

議A【ささAさん:｢高速を使って時間を節約したいけど走る距離の割に少し高いな。下の道路

□ 利用距離の嫌を際した料金‘凝 と

く将来>

Aさんの料金 < Bさんの料金
Aさん寸長い距離を走るよりは安いから“暮したな。J
Bさん汀少し高いけどいっぱい走ったからしょうがないが。｣

乗継ぎ制のイメージ

これまでの乗継ぎ制 (未完成のネットワークを補完するため乗雛ぎ制を実施)

廟
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ば

た

れ

あ

い

に
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特
な
の
も

を
ら
問
響

券
取
区
影

継
は
継
の

乗
金

へ
@ 乗継区間の設定にあたり、一般道路

への影響も考慮。

これからの乗継ぎ (ボトルネック箇所を迂回する乗継ぎも設定)

で
整

用
を

利
器

を
機
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C
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･
交
通
量
を
抑
制
す
べ
き
路
線
は
割
増
、
交
通
量
の

転
換
を
促
進
す
べ
き
路
線
は
割
引
を
基
本

･
実
施
に
係
る
コ
ス
ト
は
利
用
者
全
体
に
よ
る
負
担

を
基
本
と
す
る
が
、
国
･
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

支
援
も
検
討

③
沿
道
環
境
対
策
を
目
的
と
し
た
料
金
制
の
導
入

･
総
合
的
な
沿
道
環
境
改
善
対
策
の
一
環
と
し
て
、

料
金
設
定
を
工
夫
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
の
交
通

量
を
よ
り
望
ま
し
い
方
向
と
な
る
よ
う
調
整

②
渋
滞
対
策
を
目
的
と
し
た
料
金
制
の
導
入

･
渋
滞
時
間
帯
は
割
増
、
閑
散
時
間
帯
は
割
引
と
す

る
等
の
ピ
ー
ク
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導
入

･
E
T
C
を
活
用
し
て
料
金
を
段
階
的
に
引
き
上
げ

又
は
引
き
下
げ
て
い
く
工
夫
が
必
要

を

速
が
ト
ス

満

〈
帯

ツ
ビ

渋

し
間
･ネ

ー

度の低下する時間帯が

都
路
く

が
が

心
向
し

度
滞

都
方
激

速
渋

、
射
が

行

、

め
放
向

走
し

、

箸
時

、
サ

o

で

、
る
め
の
昇

と

て
す
た
体
上
-

こ

し
下
る
全
が

る

o
と
低
す
ク
ル

せ
和
果
の
少

一
べ

さ
緩
結
度
減
ワ
レ

渋滞対策を目的とした料金制のイメージ

上り方向に交通が向
め
方
向

し

た
と
方

、
下
脇

り
る
線
り

果
低
悪

上
す
状
上

o
結
く
に

、
中
環
の
滞
の
し
ら

朝
集
の
線
渋
こ
著
さ

構
酊
繊
麗
藁
認

　
　

　

　

　
　
　

ず
礎

◎

@　
　

　
　
　

　

-

~
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t

　

沿道環境対策を目的とした料金制のイメージ

□ ぢ縛盗聴勘考羸愁いオをク時
$ 朝、 上り方向に集中す

る交通を時間軸に分散

@ A路線とB路線に料金格差を設けることでA路線からB路線への交通転

換を促進し、 A路線の沿道環境を改善。



④
特
定
区
間
料
金
の
拡
充

曰

段
階
的
導
入
の
検
討

･
E
T
C
対
応
車

･
非
対
応
車
の
混
在
期
に
お
い
て

.
E
T
C
を
活
用
し
て
現
在
特
定
区
間
料
金
が
設
定

･
新
た
な
料
金
体
系
の
本
格
的
導
入
は
、
概
ね
五
年
後

9

も
、
新
た
な
料
金
体
系
メ
ニ
ュ
ー
の
う
ち
可
能
な
も

z

さ
れ
て
い
な
い
区
間
に
つ
い
て
積
極
的
に
設
定

を
目
途
と
し
た
E
T
C
限
定
利
用
時
に
実
施

の
は
前
倒
し
で
導
入

2001.1

⑬

都
市
高
速
道
路
に
関
す
る
手
続
き
の
改
善

セ

･
透
明
性
を
一
層
高
め
て
い
く
た
め
、
わ
か
り
や
す
い

道

情
報
公
開
が
必
要

･
公
団
等
の
弾
力
的
な
取
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
料

金
の
許
認
可
に
関
す
る
制
度
･
運
用
の
改
善

五

お
わ
り
に

我
が
国
経
済
社
会
が
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
る
中

で
、
今
後
、
料
金
収
入
の
大
幅
な
増
加
は
見
込
め
ず
、
現

行
の
制
度
･
運
用
の
下
で
は
実
施
可
能
な
有
料
道
路
事
業

に
は
限
界
が
生
じ
て
い
る

↓
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
も
含
め
、
我
が
国
経
済
社
会

の
長
期
的
展
望
も
視
野
に
入
れ
た
今
後
の
有
料
道
路
制
度

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
幅
広
い
議
論
を
期
待

ゾ
ー
I
l
//

↓
◎ a方向は既存の料金所で特定区間料金を設定できるが、 b方向は本線料

金所通過後最初の出ロで降りる交通が分離できないため、設定できない。

に斗 出□用E T C機器が整備されると …
田口用ETC機器

他の有料道路 く<胛- - - -◇> 都市高速道路

特定区間料金の拡充のイメージ

◎ 特定区間料金の例示

他の有料道路 くぐ[ - - - -◇> 都市高速道路

特定区間料金設定検討区間

出口に出口用 E T C 機器が整備されると、 E T C 対応車については、出
口でマイナス課金 (返金) を行うことで特定区間料金を設定できる。



晒

は
じ
め
に

我
が
国
の
幹
線
道
路
の
沿
道
環
境
は
、
大
気
質
、
騒
音

に
関
し
て
環
境
基
準
を
超
え
る
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
特

に
大
気
質
に
つ
い
て
は
、
環
境
基
準
達
成
率
が
浮
遊
粒
子

状
物
質

(S
P
M
)
に
つ
い
て
約
四
割
、
二
酸
化
窒
素

(齢
)
に
つ
い
て
約
七
割
と
な
っ
て
お
り
、
都
市
圏
に
お図 1 名古屋市内の目排局におけるS P M 濃度の経年変化

二酸化窒素 (N 0 2 :98%値)
い
て
は
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
沿
道
の
大
気
環
境
の
改
善
を
目

的
と
し
て
名
古
屋
地
域
で
実
施
し
て
い
る
取
組
み
に
つ
い

て
報
告
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

二

名
古
屋
地
域
に
お
け
る
冶
道
環
境
の
現
状

名
古
屋
市
内
の
自
動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局

(以
下
、
目

、~

中部地方整備局道路部計画調整課

M :筏畭外値)

0,060

0,O40

0,020

　　　
　 　　 　　　

図 2 名古屋市内の目排局におけるN0 2濃度の経年変化



排
局
と
い
う
。)
に
お
け
る
S
P
M
濃
度
、
鰻
濃
度
の
経

年
変
化
は
図
1
、
図
2
の
と
お
り
で
あ
る
。
近
年
低
下
傾

向
に
は
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

こ
れ
ら
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
自
動
車
交
通
に
つ

い
て
は
、
図
3
の
と
お
り
東
西
交
通
を
担
う
東
名
･
名
神

高
速
道
路
や
東
名
阪
自
動
車
道
、
さ
ら
に
は
一
般
国
道
の

国
道
二
三
号
な
ど
の
交
通
量
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

表 1 道路環境改善施策の例

施策の分類 道路管理者の施策 他機関の施策 ･ 連携施策

自動車単体対策

鮒の置裝

澳
化
化

転
強
浄

の

の

ス

へ
制

ガ

車
規
排

害
ス

の

公
ガ

ヘ

低
排
車

0
0

O

自動車交通量の

削減 瑳鰯鴬 制睨癈診
化

機

率

麺
進
禰

共
促
流

公

用

物

0

O

都心部乗り入れ

交通量の削減

備

シ
雛
身

路

プ

滅

道

ド

削

状

一

数

環
口

線

ス
胸

痺

パ

道

内

イ

線

グ

市

バ
幹
ン

都

0
0

O

金料柵入
法り疎詠心双

都
徴

O

沿道対策 備整の帯設蹴媒 臟利鍋髄O

三

道
路
環
境
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方

沿
道
の
大
気
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
の
施
策
と
し
て

は
、
一
般
的
に
、
①
大
気
汚
染
物
質
の
直
接
の
発
生
源
で

あ
る
自
動
車
単
体
の
改
善
策
を
は
じ
め
と
し
て
、
②
自
動

車
の
交
通
量
を
削
減
し
て
汚
染
物
質
発
生
総
量
を
削
減
す

る
対
策
、
③
都
心
部
へ
の
乗
り
入
れ
交
通
量
を
削
減
し
て

都
市
内
で
の
影
響
を
少
な
く
す
る
対
策
、
④
発
生
し
た
汚

染
物
質
に
よ
る
影
響
を
沿
道
で
低
減
す
る
対
策
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る

(表
1
)。
沿
道
の
大
気
環
境
を
改
善
す
る

た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
そ
れ
ぞ
れ
の
効
果
を
勘
案
し
、

総
合
的
な
取
組
み
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
中
に
は
、
関
係
す
る
自
治

体
･
関
係
機
関
と
連
携
し
な
け
れ
ば
実
現
が
不
可
能
な
も

の
も
多
く
、
道
路
管
理
者
の
施
策
の
み
で
は
不
十
分
な
場

合
も
多
い
。
こ
の
た
め
、
総
合
的
取
組
み
を
実
現
す
る
た

め
に
は
他
機
関
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。

四

こ
れ
ま
で
の
道
路
管
理
者
の
環
境
対
策

良
好
な
沿
道
環
境
の
確
保
に
は
他
機
関
と
の
連
携
が
重

要
で
あ
る
こ
と
は
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
道
路
管
理

者
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
対
策
を
実
施
し
て
き

て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

道行セ 2001.

1

交
通
流
対
策

環
状
道
路
･
バ
イ
パ
ス
道
路
の
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
及
び
交
差
点
改
良
な
ど
は
、
自
動
車
交
通
を
分
散
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
渋
滞
の
緩
和
･
解
消
が
図
れ
る
の
み

で
は
な
く
、
交
通
流
の
円
滑
化
に
伴
う
旅
行
速
度
の
向
上

に
よ
り
、
s
p
M
、
踰
な
ど
の
排
出
ガ
ス
を
削
減
さ
せ
る

効
果
が
あ
る

(図
4
)。

名
古
屋
地
域
に
お
い
て
も
、
名
古
屋
市
中
心
部
へ
の
通

過
交
通
の
流
入
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
伊
勢
湾
岸
自
動
車

道
の
整
備
を
は
じ
め
と
し
、
東
名
阪
自
動
車
道
、
一
般
国

、
.･

遠
　

　
　
　

　

　　

　

な
呉

　

　
　

　
　　

　
　

.ゞ
.〆

･･

名

◆･.
.

図 3 名古屋周辺の幹線道路網図

※線の太さは交通量の多さを
示します。
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道
三
〇
二
号
、
名
古
屋
高
速
道
路
な
ど
の
環
状
道
路
･
バ

イ
パ
ス
の
整
備
を
進
め
て
き
て
い
る

(図
5
)。

ま
た
、
一
般
国
道
二
三
号
名
古
屋
市
港
区
竜
宮
町
等
に

お
い
て
、
交
差
点
改
良
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、南
区
要
町

~
港
区
十
一
屋
に
お
い
て
車
線
の
削
減
を
行
っ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
対
策
に
よ
り
、
一
般
国
道
二
三
号
の
交
通
量

が
四
万
台
強

(う
ち
二
万
台
弱
が
大
型
車
)
減
少
し
、
伊

勢
湾
岸
自
動
車
道
等
に
転
換
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
都

市
内
の
環
境
は
改
善
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

(表
2
)。

　
　

　　　

　　

　　　

　
　

　　　

　　

　　

　　

排
出
量
(g
7
補
)

iE 郭窒素酸化物 園粒子状物質 l . 賞。

4 走行速度向上による大気汚染物質発生量の変化

粒子状物質

知　
岐 阜

三 踵

図 5 これまでの環境対策実施個所

うつ



表 2 伊勢湾岸自動車道の供用及び国道23号の車線数削減後における交通量の変化

H 6
.
10 H 11

･
10 増減 (H1十一H6)

国道23号
名古屋市港区港栄3 綸雙

台
台
o
ゆ
る

0
0
移

6
笈
4

ムロ
ムロ

国道 1 号
名古屋市熱肝区六番町 纖勒 纖鬱

- 約2
,
00O台

0台

東名阪自動車道
勝川IC ~ 楠IC

台
台

の
め
6

P
D
“

6
鮭
2

約
約

台
台
o
刃
6

P
P
多

9
“
2

約
約 纖纖伊勢湾岸自動車道

名港潮見IC ~名港中央IC 用
-
供侏 纖琥 纖纖合

纖雙纖雙
台
台

伊勢湾岸自動車道 (名古屋~飛鳥) の全通 :H 10.3

　
)
台

　　　　
　　

　　

/
量
%

台
通
(

(
交
卒

量
車
入

通
型
混

交
大
軍

車
ち
型

全
う
火

段
段
段

上
中
下

2

道
路
構
造
対
策

環
境
施
設
帯
の
設
置
や
低
騒
音
舗
装
の
敷
設
、
遮
音
壁

な
ど
の
道
路
構
造
対
策
は
、
排
ガ
ス
･
騒
音
に
よ
る
沿
道

環
境
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
も
の
で
あ
る
。

名
古
屋
地
域
に
お
い
て
も
、
名
古
屋
市
南
区
要
町
や
同

北
頭
町

(写
真
1
)
な
ど
に
お
い
て
、
環
境
施
設
帯
を
設

置
し
て
き
た
。
ま
た
騒
音
対
策
と
し
て
、
名
古
屋
市
港
区

竜
宮
町
、
同
南
区
北
頭
町
な
ど
に
お
い
て
遮
音
壁
の
設
置

や
低
騒
音
舗
装
の
敷
設
な
ど
複
合
的
な
対
策
を
実
施
し
て

き
た
。

五

今
後
の
道
路
管
理
者
の
取
組
み

(図
6
)

1

大
気
観
測
局
の
設
置

大
気
汚
染
の
現
状
の
把
握
は
、
大
気
汚
染
防
止
法
第
二

十
条
、
第
二
十
二
条
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
ま
た
は

政
令
指
定
市
長
が
目
排
局
を
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
環
境
の
厳
し
い
沿
道
に
つ
い
て
は

そ
の
必
要
に
応
じ
て
道
路
管
理
者
自
ら
が
大
気
観
測
局
を

設
置
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
特
に
交
通

?

量
の
多
い
国
道
二
三
号
に
お
い
て
五
箇
所
に
、
ま
た
国
道

1

一
号
に
一
箇
所
、大
気
観
測
局
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

燕

こ
れ
に
よ
り
、
沿
道
の
大
気
汚
染
を
的
確
に
把
握
す
る

箒

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
大
気
汚

噴

染
対
策
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

写真 1 環境施設帯 (名古屋市南区北頭町)

2

道
路
･ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
は
、
第
二
束
名

･
名
神
高

速
道
路

(豊
田
~
四
日
市
間
)
に
つ
い
て
平
成
一
四
年
度

供
用
を
目
標
に
整
備
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
が
完
成
す
れ

ば
高
速
道
路
に
よ
っ
て
都
心
部
か
ら
湾
岸
部
へ
の
迂
回
が

可
能
と
な
り
、
国
道
二
三
号
の
交
通
量
の
低
減
が
期
待
で

き
-る
。

ま
た
、
市
街
地
部
へ
の
流
入
を
分
散
さ
せ
る
環
状
道
路

と
し
て
、
東
名
阪
自
動
車
道
、
国
道
三
〇
二
号

(東
南
部

区
間
)
の
整
備
を
次
期
五
計
内
供
用
目
標
で
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
市
街
地
部
の
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
名
古
屋

高
速
道
路
一
号
、
二
号
に
つ
い
て
も
平
成
一
四
年
度
供
用

を
目
標
に
整
備
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
三
号
に
つ
い
て
も

次
期
五
計
内
供
用
目
標
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
完
成
に

よ
っ
て
都
市
内
の
走
行
速
度
の
向
上
に
よ
る
大
気
質
改
善

が
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
交
通
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対

策
と
し
て
交
差
点
改
良
や
踏
切
立
体
化
な
ど
の
対
策
を
順

次
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
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3

環
境
施
設
帯
の
整
備

国
道
二
三
号
名
古
屋
市
緑
区
ー
海
部
郡
飛
島
村
の
区
間

に
お
い
て
は
、
車
道
端
か
ら
二
0
m
以
内
の
住
居
の
多
い

地
域
に
つ
い
て
、
将
来
的
な
都
市
計
画
決
定
も
視
野
に
入

れ
、
自
治
体
と
も
調
整
し
て
環
境
施
設
帯
の
必
要
な
区
域

を
定
め
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
平
成
一
三
年
度
よ
り
買
い
取

り
請
求
に
対
す
る
用
地
買
収
を
逐
次
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
築
地
地
区
に
お
い
て
は
、
環
境
施

設
帯
の
モ
デ
ル
的
な
整
備
を
図
る
べ
く
地
元
調
整
を
開
始

す
る
予
定
で
あ
る
。

六

他
機
関
と
の
連
携

以
上
、
道
路
管
理
者
の
取
組
み
を
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
先
述
の
と
お
り
、
道
路
管
理
者
の
み
の
対
策
に
は

限
界
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
国
道
二
三
号
等
の
沿
道
に
お

け
る
大
気
汚
染
の
改
善
に
向
け
て
関
係
省
庁
が
連
携
し
て

対
策
の
強
化
の
検
討
を
行
う

｢道
路
交
通
環
境
対
策
に
係

る
関
係
省
庁
局
長
会
議
｣
が
平
成
一
二
年
一
二
月
八
日
に

開
催
さ
れ
た

(表
3
)。

こ
の
会
議
に
お
い
て
、
名
古
屋
南
部
地
域
を
対
象
と
し

た
道
路
交
通
環
境
対
策
の
検
討
を
地
域
協
議
会
で
実
施

し
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
五
省
庁
会
議
と
し
て
必
要
な
検

討
を
行
っ
た
上
で
年
度
末
を
目
途
に
と
り
ま
と
め
、
公
表

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
平
成
三
一年
三
一月
一
九
日
に

｢愛
知

道
路
環
境
対
策
連
絡
会
議
｣
が
開
催
さ
れ

(表
4
)
、
関

24 酒才〒セ 20011
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図 6 今後の環境対策実施個所



表 5 名古屋都市圏の道路環境に関するビジョン検討
会構成委員

委員長 名古屋大学大学院 教授 奥野 信宏

委 員 名古屋大学大学院 教授 河上 省吾

名古屋女子文化短期大学 助教授 狸梶
有識者 繃賂

穣翻
醐鍔

表 3 道路交通環境対策に係る関係省庁
局長会議 (平成12年12月 8日)

所 属 役 職

謙

果
果

指

舟
航

競
課

踪
擶

課

課

洋

果

境
境

策

策

海
課

理

環
環

対

政

･
画

管
課

課
車
車

通

局

境

境
企

通
境

画
動
動

交
地
環

環
局

交
環

企
自
目

市

立

局

局

局

通

路
路
局
局
局
局

部
境
地
策
策
交

通
道
全
全
全
全

局
局
環
立
政
政
車
局
局
局
保
保
保
保

通
通
省
境
輪
輸
動
路
路
路
気
気
気
気

交

交

業

環

遅

達

目

道

道

道

大

大

大

大

庁

産

省

省

庁

察

商

輸

設

境

警

通

運

建

環

長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長

局
課
局
室
局
課
課
局
課
課
局
課
課
課

係
機
関
が
連
携
し
て
年
度
末
ま
で
に
総
合
的
な
対
策
を
検

討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

七

地
域
に
即
し
た
対
策
の
実
現
に
向
け
て

大
気
環
境
改
善
施
策
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地

域
の
住
民
や
道
路
利
用
者
の
方
々
の
理
解
と
協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
。
例
え
ば
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
促
進
に
よ

り
自
動
車
利
用
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
、
環
境
保
全
の

重
要
性
の
方
が
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
の
利
便
性
よ
り
大
き
い

と
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

中
部
地
方
整
備
局
で
は
、
そ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、

道
路
環
境
改
善
施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
の
段
階
か

ら
地
域
の
方
々
の
ご
意
見
を
頂
く
べ
く
、
｢名
古
屋
都
市

圏
の
道
路
環
境
に
関
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会

(座
長

奥

野
信
宏
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授
)｣
を
平
成
一
二
年
五

月
に
設
置
し
た

(表
5
)。

当
検
討
会
で
は
、
道
路
環
境
改
善
策
に
関
す
る
P
I

(パ
ブ
リ
ッ
ク
イ
ン
ポ
ル
ブ
メ
ン
ト
)
を
実
施
し
、
八
月

か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
、
当

該
地
域
の
方
々
か
ら
広
く
ご
意
見
を
募
集
し
た
。
こ
の
結

果
、
三
、
三
〇
〇
通
を
越
え
る
応
募
を
頂
き
、
一
一
月
に

は
、
意
見
を
と
り
ま
と
め
た

｢道
路
環
境
オ
ピ
ニ
オ
ン
レ

ポ
ー
ト
｣
を
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

(図
7
)。
そ
の

一
例
を
紹
介
す
る
と
、
道
路
環
境
を
改
善
す
る
た
め
に
は

自
動
車
単
体
か
ら
の
排
ガ
ス
発
生
量
を
低
減
さ
せ
る

｢発

生
源
対
策
｣
が
最
も
重
要
と
考
え
て
い
る
人
が
五
七
%
と

最
も
多
く
な
っ
て
い
る

(図
8
)
。

今
後
、
当
検
討
会
で
は
P
I
結
果
を
も
と
に
、
施
策
実

施
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
や
効
果
等
の
検
討
を

行
い
、
｢道
路
環
境
改
善
施
策
の
基
本
的
な
考
え
方
｣
を

と
り
ま
と
め
て
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

八

お
わ
り
に

中
部
地
方
整
備
局
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
取
組
み
も
含

め
、
今
後
と
も
沿
道
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な

が
ら
、
一
層
の
沿
道
環
境
の
改
善
に
向
け
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
予
定
で
あ
る
。
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表 4 愛知道路環境対策連絡会議
(平成f2年12月19日)

(委 員)

所 属 役 職

期離

鯛

繃
鰄

建

ー

方

-

中

運

地

瀦

省
部

部

察

業
中

中

警
市

産
省

省
県

県
屋

商
輸

設
知

知
古

通
運

建
愛

愛
名

長

長

長
長

部

長

部

局
局

画
長
部
長
長
興
長
長
長
長
市
木

企
部
車
部
部
振
郡
部
部
局
郷
土

業
面
動
備
路
画
境
設
通
境
宅
政

産
企
目
整
道
企
環
建
交
環
住
緑

O

(特別委員)
○座長

東 海 市 助 役



名古屋都市圏の道路環境に関する

ビジョン検討会

図 7 検討会の検討フロー

字% 2弱下ル
滲繊麗.　

　　　 　

　　　
豊 三 ◎ -製

最も重要な道路環境改善施策メニュー

排ガス規制などによる発生源対策

公共交通機関への転換などによる交通量の低減策

環状道路への迂回などによる都市内の交通量低減策

幹線道路沿道の土地利用規制などによる沿道対策

最も重要と回答された方の割合 環状道路等へのルート変更

交通量の低減
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′う′＼き !

低減 ′<≦、
′

　　　　 　

　　　　　　　　　

図 8 P I結果の例

26 道行セ 2001.1



通行セ 2001ユ 2 7

蓬
衡
支
援
シ
ズ
テ
室
鰺
実
卿
寵
に
嗣
鼾
て

ー
建
設
省
、
邇
輪
省
異
同
に
よ
る
糜
霊
実
験
ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
蟹

道
路
局
I
T
S
推
進
室

れ
た
共
同
実
証
実
験

｢ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
21
｣
を
紹
介

す
る
。

三

走
行
支
援
シ
ス
テ
ム

交
通
事
故
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
危
険
な
事
象

の
発
生
に
際
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
と
る
基
本
的
な
行
動

は
、
危
険
な
事
象
を
認
知
し
、
回
避
に
関
す
る
判
断
を
行

い
、
回
避
操
作
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。

走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
れ
ら
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
と

る
行
動
を
支
援
し
走
行
時
の
安
全
性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ

せ
る
た
め
、
①
情
報
提
供
機
能
、
②
警
報
機
能
、
③
操
作

支
援
機
能
と
い
う
三
つ
の
機
能
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

と
の
協
調
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
る
。

こ
の
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
走
行
支
援
道
路
シ
ス
テ

◎

は
じ
め
に

今
世
紀
、
道
路
の
整
備
と
自
動
車
普
及
に
よ
っ
て
、
豊

か
な
く
ら
し
と
産
業
･
経
済
の
繁
栄
を
享
受
し
て
き
た
。

し
か
し
、
一
方
で
は
、
交
通
需
要
の
増
加
や
国
民
ニ
ー
ズ

の
変
化
に
道
路
が
質
的
･
量
的
に
も
十
分
な
対
応
が
で
き

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
交
通
事
故
の
多
発
、

交
通
渋
滞
の
激
化
、
環
境
負
荷
の
増
大
な
ど

｢二
〇
世
紀

の
負
の
遺
産
｣
が
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

早
急
に
こ
れ
ら
問
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
二
一
世
紀

に
相
応
し
い
新
し
い
価
値
を
創
出
す
る
た
め
、
I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
早
期
実
現
が
望
ま
れ
て

い
る
。

I
T
S
と
は
、
最
先
端
の
情
報
通
信
技
術
等
を
活
用
し

て
人
と
道
路
と
車
両
と
を
一
体
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
構
築

す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
渋
滞
、
交
通
事
故
、
環
境
の
悪

化
等
の
道
路
交
通
問
題
の
解
決
を
図
る
、
新
し
い
道
路
交

通
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

既
に
、
I
T
S
の
個
別
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
、
V
I
C
S

(道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
ユ
ニ
ッ
ト
の
出
荷
台

数
が
二
0
○
○
年
一
二
月
末
で
約
二
二
八
万
台
、
二
〇
〇

〇
年
四
月
に
は
E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
支
払

い
シ
ス
テ
ム
)
が
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
試
行
運
用
を
開
始
す

る
な
ど
、
I
T
S
が
着
実
に
私
た
ち
の
生
活
に
入
っ
て
き

て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
よ
り
一
層
安
全
で
円
滑
な
道
路
交
通
、

良
好
な
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
現
在
、
実
用
化
に
向
け

て
研
究
開
発
を
進
め
て
い
る
の
が
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
本
稿
で
は
、
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の
概
要
と
、
そ

の
実
用
化
を
目
指
し
て
建
設
省
と
運
輸
省
の
共
同
で
行
わ



ム

(A
H
S
)
の
研
究
開
発
を
推
進
し
て
き
た
建
設
省
と

2

先
進
安
全
自
動
車

(A
S
V
)

先
進
安
全
自
動
車

(A
S
V
)
の
研
究
開
発
を
推
進
し
て

先
進
安
全
自
動
車

(A
S
V
)

き
た
運
輸
省
が
共
同
し
て
早
期
実
用
化
を
目
指
し
て
い
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

以
下
に
建
設
省
と
運
輸
省
が
推
進
し
て
き
た
、
A
H
S

と
A
S
V
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

1

走
行
支
援
道
路
シ
ス
テ
ム

(A
H
S
)

走
行
支
援
道
路
シ
ス
テ
ム

(A
H
S
)
と
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
負
担
軽
減
や
安
全
性
の
確
保
を
目
的
に
、
道
路
上

に
設
置
し
た
セ
ン
サ
ー
等
か
ら
収
集
し
た
他
の
車
や
歩
行

者
･
障
害
物
等
の
情
報
を
通
信
で
即
座
に
ド
ラ
イ
バ
ー
に

提
供
し
て
走
行
を
支
援
す
る
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。

一
九
八
九
年

建
設
省
土
木
研
究
所
が
A
H
S
の

基
礎
研
究
に
着
手
。

一
九
九
一
年
六
月

官
民
共
同
研
究
に
着
手
。

一
九
九
五
年
一
一
月

土
木
研
究
所
に
お
い
て
、
基
礎
的

な
機
能
に
つ
い
て
の
公
開
実
験
を

実
施
。

一
九
九
六
年
九
月

供
用
開
始
前
の
上
信
越
自
動
車
道

に
お
い
て
、
基
礎
的
な
機
能
の
公

開
実
験
を
実
施
。

同

民
間
二
一
社
に
よ
る
技
術
研
究
組

合
が
設
立
さ
れ
、
実
用
化
に
向
け

た
研
究
開
発
に
着
手
。

先
進
安
全
自
動
車

(A
S
V
)
と
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
技
術
等
の
新
技
術
に
よ
り
自
動
車
を
高
知
能
化
し
て

安
全
性
を
格
段
に
高
め
る
と
と
も
に
、
I
T
S
技
術
の
自

動
車
と
し
て
の
受
け
皿

(プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
)
と
な
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
A
S
V
は
運
輸
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
研
究
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
九
九
一
年

運
輸
省
が
乗
用
車
メ
ー
カ
ー
全
九
社

等
で
構
成
す
る
A
S
V
推
進
検
討
会

を
組
織
し
、
乗
用
車
に
つ
い
て
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
等
の
新
技
術
に

よ
り
自
動
車
を
高
知
能
化
し
、
事
故

の
未
然
防
止
と
被
害
軽
減
を
図
る
A

S
V
車
の
研
究
開
発
に
着
手
。

一
九
九
六
年
三
月

A
S
V
試
作
車
一
六
合
に
よ
る
公
開

実
験
を
実
施
。

一
九
九
六
年
九
月

自
動
車
･
二
輪
車
メ
ー
カ
ー
全
一
三

社
等
で
構
成
す
る
第
二
期
A
S
V
推

進
検
討
会
を
組
織
し
、
第
一
期
試
作

車
の
評
価
を
踏
ま
え
た
大
型
車
、
乗

用
車
及
び
二
輪
車
の
研
究
開
発
に
着

手
。

三

共
同
実
証
実
験
｢ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
者
｣

建
設
省
と
運
輸
省
は
、
先
に
紹
介
し
た
A
H
S
と
A
S

V
協
調
に
よ
る
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
二
〇
〇

〇
年
一
〇
月
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
お
い
て
共
同
実
証
実

験

｢ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
21
｣
に
着
手
し
、
現
在
研
究
開

発
を
進
め
て
い
る
。

本
実
証
実
験
の
成
果
は
、
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の
実
現

に
向
け
た
研
究
開
発
に
反
映
さ
れ
て
い
く
。

こ
の
実
証
実
験
で
は
、
実
際
の
道
路
を
模
し
た
試
験
コ

ー
ス
と
試
験
車
両
を
用
い
て
、
二
〇
〇
三
年
以
降
順
次
実

用
化
を
目
指
す
七
つ
の
サ
ー
ビ
ス

(前
方
障
害
物
衝
突
防

止
支
援

(写
真
1
)、
カ
ー
ブ
進
入
危
険
防
止
支
援
、
車

線
逸
脱
防
止
支
援
、
出
合
い
頭
衝
突
防
止
支
援
、
右
折
衝前方障害物衝突防止支援

道イテセ 2001.



突
防
止
支
援

(写
真
2
)、
横
断
歩
道
歩
行
者
防
止
支
援
、

路
面
情
報
活
用
車
間
保
持
等
支
援

(写
真
3
こ

に
つ
い

て
、
事
故
回
避
性
能
や
ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
親
和
性
等
に
つ

い
て
評
価
･
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
実
証
実
験
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
国
内
･
国

際
的
な
連
携
･
協
調
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

以
下
に
、
本
実
証
実
験
に
お
け
る
国
際
協
調
体
制
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。
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f
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まず

バ
サ
ナ
驫
鰓艀
さ
ん
趨
き
#
磁
気

　　
　

四

ア
ジ
ア
･
ヨ
ー
□
ツ
パ
･
ア
メ
リ
カ
と
の

連
携
に
よ
る
A
H
S
の
推
進

建
設
省
で
は
、
運
輸
省
と
共
同
で
こ
の

｢ス
マ
ー
ト
ク

ル
ー
ズ
21
｣
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
路
車
協
調
に

よ
る
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
や
国
際
標
準
化
を
産
官
学
の

連
携
、
国
際
的
な
協
調
の
も
と
で
推
進
す
る
た
め
、
公
募

に
よ
る
走
行
支
援
道
路
シ
ス
テ
ム

(A
H
S
)
の
実
証
実

験
を
併
せ
て
行
う
こ
と
と
し
、
昨
年
一
一
月
か
ら
国
内
外

に
対
し
て
広
く
参
加
者
を
募
集
し
て
き
た
。

こ
の
結
果
、
海
外
か
ら
、
現
代
自
動
車

(韓
国
)、
ダ

イ
ム
ラ
ー

･
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー

(ド
イ
ツ
)
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校

(ア
メ
リ
カ
)
が
参
加
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
実
証
実
験
開
催
期
間
中
、
公
開
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン

(ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
汎
ー
D
e
m
o
2
0
0

0
)
の
開
催
に
併
せ
て
、
米
国
連
邦
道
路
庁
と
の

｢第
九

回
目
米
道
路
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
｣
、
英
国
道
路
庁
と
の

｢第
三
国
日
英
道
路
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
｣
を
開
催
す
る
な

ど
、
I
T
S
分
野
に
お
け
る
国
際
連
携
･
協
調
の
体
制
づ

く
り
や
円
滑
な
国
際
標
準
化
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

五

公
開
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

｢ス
マ
ー

ト
ク
ル
ー
ズ
劉
-
-D
e
m
o
2
0
0
0
｣

共
同
実
証
実
験

｢
ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
21
｣
で
実
験
を

行
う
シ
ス
テ
ム
等
に
つ
い
て
、
広
く
一
般
の
方
々
に
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
あ
る

建
設
省
土
木
研
究
所
及
び

(財
)
日
本
自
動
車
研
究
所
の

テ
ス
ト
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
二
〇
〇
〇
年

三

月
二
八
日

か
ら

三

一月

一
日
の
四
日
間
、
公
開
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン

｢
ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
劉
ー
D

e
m
o
2
0
0
0
｣

を
開
催
し
た
。

三

月
二
人
日
の
開
会
式
で
は
、
森
田
運
輸
大
臣
、
田

村
建
設
政
務
次
官
を
は
じ
め
駐
日
欧
州
委
員
会

(E
U
)

代
表
…
オ
ブ
･
ユ
ー
ル
ヨ
ー
ゲ
ン
セ
ン
大
使
、
米
国
連
邦
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道
路
庁
タ
ー
ナ
･
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
道
路
研
究
所
…
デ
ニ

ス
･
ジ
ョ
デ
ィ
ッ
キ
ー
所
長
、
現
代
自
動
車
…
チ

ョ
ン

･

グ
ー
･
リ
ー
社
長
等
、
国
内
外
か
ら
多
数
の
来
賓
が
参
加

し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
体
験
乗
車
等
を
行
っ
た
(写
真
4
)。

翌
二
九
日
か
ら
は
、
一
般
の
方
々
に
向
け
て
、
こ
れ
ま

で
共
同
実
証
実
験
で
検
証
を
行
っ
て
き
た
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
体
験
乗
車
を
実
施
し
、
最
先
端
の
走
行
支
援
シ
ス
テ

ム
技
術
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
た

(写
真
5
)。

ま
た
、
つ
く
ば
国
際
会
議
場
で
併
せ
て
行
わ
れ
て
い
た
、

講
演
会

･
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
走
行
支
援
シ
ス

テ
ム
の
概
要
や
要
素
技
術
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
、
多

く
の
研
究
者
が
参
加
し
た

(写
真
6
)。

こ
の
四
日
間
で

｢
ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
21
ー
D
e

m
o

2
0
0
0
｣
に
は
、
の
べ
約
二
、
四
〇
〇
人

(内
海
外
一

人
力
国
･
二
〇
〇
人
)
が
参
加
、
来
場
者
を
対
象
に
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
九
割
以
上
の
方
が
走
行
支
援
シ
ス
テ

ム
を
実
際
に
利
用
し
た
い
と
回
答
す
る
な
ど
高
い
関
心
が

う
か
が
わ
れ
た
。

/℃
＼

%′

ゾ
,解

な

　
　

　

　
　
　
　

　　　　

　
　　

　

　

　
　　
　

鰹
寡写

六

お
わ
り
に

こ
の
実
証
実
験
に
よ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
事
故
防
止
に
対

す
る
有
効
性
や
ユ
ー
ザ
ー
の
受
容
性
に
つ
い
て
評
価
を
行

1

い
、
二
〇
0
三
年
の
実
用
化
を
目
指
し
、
今
後
と
も
I
T

200

S
関
係
省
庁
並
び
に
産
学
、
さ
ら
に
は
諸
外
国
と
の
連
携

牝

の
も
と
、
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み

道

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

0
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兼
圓
に
蘂
艀
番
線
魔
臓
讓
轤
驚
に
鬮
す
る

藁
懸
詞
薹
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室
長

平
井

賢
治

は
じ
め
に

｢線
路
敷
設
権
｣
(四
m
耳
負
尋
Pで
)
は
、
｢基
本
的
に

は
、
電
気
通
信
事
業
者
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
者
が
線

路

(電
線
及
び
そ
の
支
持
物

(電
柱
等
こ
、
空
中
線

(ア

ン
テ
ナ
)
や
こ
れ
ら
の
附
属
設
備

(マ
ン
ホ
ー
ル
、
水
底

線
標
示
柱
等
)
を
敷
設
、
保
守
す
る
た
め
に
、
自
ら
所
有

し
て
い
な
い
土
地
、
施
設
、
水
底
等
を
使
用
す
る
権
利
を

指
す
。｣
と
定
義
さ
れ
る
概
念
で
あ
る
。
こ
の
線
路
敷
設

権
は
、
平
成
三
一年
三

月
六
日
に
政
府
の
I
T
戦
略
会

議
･
I
T
戦
略
本
部
合
同
会
議
に
報
告
さ
れ
た

｢線
路
敷

設
の
円
滑
化
に
つ
い
て
｣
に
お
い
て
、
｢日
本
型
I
T
社

会
｣
の
最
も
基
本
的
な
社
会
的
基
盤
で
あ
る
超
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
整
備
に
不
可
欠
な
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整

備
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
方
針
と
し
て
、
電
柱
･
管
路

等
の
開
放
と
と
も
に

｢道
路
等
の
公
的
空
間
へ
の
線
路
敷

設
の
円
滑
化
｣
が
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
今
後
、
我

が
国
が
I
T
社
会
を
構
築
し
て
い
く
上
で
道
路
行
政
と
し

て
も
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で
あ
り
、
こ
こ
数
年
来
の
日

米
規
制
緩
和
対
話
等
に
お
い
て
も
電
気
通
信
分
野
の
主
要

項
目
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
た
び
、
道
路
局

路
政
課
に
お
い
て
は
、
今
後
の
施
策
展
開
等
に
資
す
る
た

め
、
米
国
に
お
け
る
線
路
敷
設
権
等
に
関
す
る
実
態
調
査

を
行
っ
た
。
こ
の
調
査
は
、

ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
…
D
C
政
府
公
共
事
業
部

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
"
州
交
通
省
･
予
算
管
理
省
、
ボ
ル

テ
ィ
モ
ア
市
公
共
事
業
部
、
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
郡
法

務
室

ミ
ネ
ソ
タ
州
"
州
交
通
省
、
ミ
ネ
ソ
タ
市
庁
連
盟
、
ミ

ネ
ア
ポ
リ
ス
市
公
共
事
業
部

K
D
D
I

,
ア
メ
リ
カ
社
、
テ
レ
ハ
ウ
ス

･
ア
メ

リ
カ
社
、
テ
レ
コ
メ
ッ
ト
社

に
対
し
て
平
成
一
二
年
一
一
月
に
行
っ
た
訪
問
調
査
と
、

連
邦
政
府
…
道
路
庁

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

…
州
交
通
省
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
交

　

　
　

,を
　
　
　

'な

通

　

　

　

　　

テ

ン

　

　　一

　　

　　

　

　



通
省

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

"
州
交
通
省
、
ロ
ス
･
ア
ン
ジ
ェ

ル
ス
市
公
共
事
業
局

に
対
し
て
平
成
三

年
一
〇
月
に
行
っ
た
外
務
省
経
由
の

調
査
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
米
国
に
赴
い
て
み

て
実
感
し
た
の
は
、
米
国
の
道
路
及
び
そ
の
周
辺
を
含
む

空
間
の
広
さ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
道
路
の
占
用
に
関
す

る
基
本
的
な
考
え
方
は
日
米
で
そ
れ
ほ
ど
相
違
は
な
い

が
、
路
上
工
事
の
抑
制
等
の
在
り
方
は
両
国
で
異
な
っ
て

当
然
、
少
な
く
と
も
や
む
を
得
な
い
と
の
印
象
を
得
た
。

そ
の
ほ
か
、
今
回
の
調
査
で
は
先
進
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

等
に
つ
い
て
の
情
報
も
い
く
つ
か
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

以
下
、
調
査
結
果
の
概
要
を
報
告
し
た
い
。

一

道
路
の
管
轄

米
国
の
道
路
の
管
轄
は
、
連
邦
政
府
、
州
政
府
及
び
地

方
政
府
に
よ
る
も
の
に
区
分
さ
れ
る
が
、
連
邦
政
府
が
管

轄
す
る
道
路
は
、
国
立
公
園
等
の
国
有
地
内
又
は
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
居
留
地
内
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

お
お
む
ね
の
理
解
と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ス
テ
イ
ト
道
路

(州
際
高
速
道
路
)
以
下
の
主
要
幹
線
道
路
は
州
政
府
、

そ
の
他
の
道
路
は
地
方
政
府

(郡
、
市
等
)
の
管
轄
と
い

う
二
層
構
造
で
あ
る
。

二

占
用
制
度

米
国
に
お
い
て
も
、
我
が
国
の
占
用
制
度
に
相
当
す
る

制
度
は
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
米
国
に
お
い
て
は
、
単
な

る
許
可
制
で
は
な
く
、
特
に
公
益
物
件
に
つ
い
て
は
、
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

(才
ゅ
口
目
潴
①
"
敷
設
権
)
制
を
探
り
、

公
益
事
業
者
と
地
方
政
府
と
の
間
で
協
定

翁
鳴
$
日
目
[)

を
締
結
し
て
、
当
該
事
業
者
は
当
該
地
方
政
府
が
管
轄
す

る
ど
の
道
路
に
も
物
件
を
敷
設
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
例
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。

三

占
用
料

占
用
料
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
、
①
我
が
国
の
よ
う

な
土
地
の
質
料
的
な
性
格
の
も
の

(こ
の①易
慰
①)
と
し
て

い
る
例
と
、
②
行
政
経
費
を
償
う
性
格
の
も
の

(Pn言
赳

8
誓
)
と
し
て
い
る
例
が
存
在
す
る
。
今
回
調
査
し
た
ボ

ル
テ
ィ
モ
ア
市
や
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
市
は
、②
の
例
で
あ
る
。

ロ
ス
･
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
市
に
お
い
て
は
、
②
の
占
用
料

の
ほ
か
、
六
で
述
べ
る
s
D
R
F
及
び
工
事
で
車
線
閉
鎖

を
し
た
場
合
の
交
通
影
響
に
対
す
る
補
償
費
用
を
徴
収
し

て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
市
に
お
い
て
は
、
例
え
ば

既
存
の
電
柱
に
別
の
電
気
通
信
会
社
が
通
信
線
を
添
架
す

る
よ
う
な
場
合
は
新
た
に
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
る

が
、
特
別
料
金
制
度
が
あ
り
、
添
架
に
係
る
占
用
料
は
、

既
存
の
電
柱
の
所
有
者
に
課
せ
ら
れ
る

(添
架
す
る
電
気

通
信
会
社
は
、
市
で
は
な
く
、
既
存
の
電
柱
の
所
有
者
に

対
し
て
料
金
を
支
払
う
。)。

な
お
、
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
に
お
い
て
は
、
当
面
の
需
要

見
合
い
で
は
な
い
投
機
的
な
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
敷

設
工
事
を
抑
制
す
る
た
め
、
最
近
、
占
用
料
の
額
の
大
幅

な
引
上
げ
を
行
っ
て
い
る
。

四

工
事
の
増
加
、
工
事
調
整

米
国
に
お
い
て
は
、
最
近
の
広
帯
域
通
信
に
対
す
る
需

要
の
増
加
に
伴
い
、
我
が
国
よ
り
先
行
し
て
光
フ
ァ
イ
バ

ー
ケ
ー
ブ
ル
の
整
備
が
加
速
度
的
に
進
展
し
て
い
る
。

米
国
に
お
い
て
も
、
掘
削
工
事
と
交
通
渋
滞
の
関
係
は

道
路
管
理
当
局
の
重
大
関
心
事
項
で
あ
る
が
、
例
え
ば
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
に
よ
る
事
業
者
の
権
利
の
自
由
度
が
特
に

高
い
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
は
調
整
努

力
が
全
く
な
さ
れ
な
い
ま
ま
ケ
ー
ブ
ル
が
ク
モ
の
巣
の
よ
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飴ゞ
三
箱
こ
輌
鱗騨
き貸し
淺
｣

　
　
　
　　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　　
　 一ヨーク市で行われていたガス工事

う
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
工
事
を
行
う

事
業
者
及
び
工
事
の
件
数
が
急
増
し
、
工
事
の
期
間
も
長

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
住
民
、
通
勤
者
等
の
不
満
が
高
ま

り
、
事
業
者
の
投
資
計
画
の
総
合
調
整
等
を
行
わ
な
い
と

対
処
し
て
い
け
な
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。現
在
は
、

ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
に
お
い
て
は
、
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
を
行

う
事
業
者
に
三
年
間
の
計
画
を
D
C
政
府
に
提
出
さ
せ
、

D
C
政
府
が
立
案
す
る
道
路
工
事
に
つ
い
て
の
二
年
間
の

計
画
と
重
ね
合
わ
せ
て
総
合
調
整
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
同
じ
道
路
で
工
事
を
し
た
い
事
業
者
が
二
社
あ

る
場
合
、
当
該
二
社
が
協
力
し
て
一
つ
の
工
事

(共
同
施

工
)
と
す
る
よ
う
勧
告
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
は
、
ビ

ル
の
引
込
み
部
分
の
工
事
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
す
る
た
め
に
盛
ん
に
道
路
を
掘

り
返
す
と
い
う
よ
う
な
状
況
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
都
市
に
よ
っ
て
異
な
る
状
況
が
生
じ
て
い
る
の

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
場
合
は
、
高
層
ビ
ル
街
に
公
益

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
必
要
か
ら
、
古
く
か
ら
地
下
に
多

く
の
収
容
空
間
が
整
備
さ
れ
て
い
た
た
め
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
よ
う
に
最
近
情
報
関
連
企

業
が
多
数
進
出
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
は
、
ワ
シ
ン
ト

ン
D
C
の
よ
う
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
す
る

た
め
に
盛
ん
に
道
路
を
掘
り
返
す
と
い
う
状
況
が
生
じ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
市
に
お
い
て
は
、
路
上
工
事
に
つ
い
て

は
、
向
こ
う
五
年
間
の
建
設
計
画
と
、
予
算
が
充
当
さ
れ
、

具
体
化
し
て
い
る
向
こ
う
三
年
間
の
計
画
に
基
づ
い
て
調

整
が
行
わ
れ
て
お
り
、
共
同
施
工
も
行
わ
せ
て
い
る
。

五

路
上
工
事
の
抑
制

路
上
工
事
の
季
節
･
時
期
的
な
抑
制
に
つ
い
て
は
、
ボ

ル
テ
ィ
モ
ア
市
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
ク
リ
ス
マ
ス
の
期

間
は
工
事
を
行
わ
せ
な
い
と
か
、
週
日
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
は

工
事
を
行
わ
せ
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
作
業
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
中
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ス
･
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
市
に
お
い
て
も
、
ク
リ
ス
マ
ス
前

後
(
三

月
一
五
日
~
一
月
二
日
)
は
主
要
な
商
店
街
に
お

け
る
道
路
工
事
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
交
通
や
沿
道
の
状

況
に
応
じ
て
工
事
時
間
を
指
定
す
る
こ
と
(夜
間
の
み
、
0

時
~
○
時
、平
日
の
み
等
)
も
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

六

舗
装
後
の
掘
削
規
制

33

米
国
に
お
い
て
も
、
多
く
の
市
に
お
い
て
舗
装
後
の
掘

削
規
制

(B
O
N
P
[O
H
白
日
)
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、

ロ
ス
･
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
市
に
お
い
て
は
、
最
近
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
工
事
の
申
請
の
急
増
に
か
ん
が

み
、
規
制
期
間
を
従
来
の
五
年
か
ら
一
年
に
短
縮
し
て
い

る

(ガ
ス
会
社
は
、
な
お
五
年
)
。
も

っ
と
も
、
そ
の

一

方
、
同
市
は
、
掘
削
で
生
じ
る
舗
装
の
ダ
メ
ー
ジ
に
対
し

て
舗
装
の
年
齢
に
応
じ
た
料
金

(S
D
R
F
…
の
町
$
[

□
“
口
]"
㈹
①

刃
沸
け
門ロ
o口
切
①④)
を
徴
収
す
る
制
度
を
導
入

し
て
い
る
。

ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
市
に
お
い
て
も
、
規
制
期
間
は
一
年
で

あ
る
。
水
道
の
破
裂
の
よ
う
な
事
態
の
場
合
は
、
規
制
の

対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
。

道イテセ 200L

ス近くで

~に転
覆
麟
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議
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ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
市
に
お
い
て
は
、
舗
装
後
の
掘
削
規
制

を
行
っ
て
い
た
が
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
銀
行
、
保
険
等
の

企
業
の
本
社
が
多
く
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
工
事
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
要
求
す
る
こ
と
か
ら
、
路
面
を
完
全
に
復
旧

す
る
こ
と
を
条
件
に
工
事
を
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

四
i
六
を
通
じ
て
述
べ
て
き
た
諸
大
都
市
の
状
況
に
対

し
、
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
郡
に
お
い
て
は
、
掘
削
工
事
に
よ
る

交
通
渋
滞
の
よ
う
な
問
題
は
発
生
し
て
い
な
い
と
の
こ
と

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
工
事
規
制
等
も
行
わ
れ
て
い
な

い
。
な
お
、
同
郡
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
住
宅
地
域
で

幅
二
五
フ
ィ
ー
ト
の
道
路
を
造
る
場
合
、
両
側
二
フ
ィ
ー

ト
ず
つ
を
歩
道
と
し
、
真
ん
中
の
一
九
フ
ィ
ー
ト
を
舗
装

す
る
が
、
歩
道
と
の
間
の
両
側
一
フ
ィ
ー
ト
ず
つ
は
将
来

の
物
件
の
敷
設
の
た
め
に
天
然
の
ま
ま
に
し
て
残
さ
れ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
舗
装
さ
れ
た
ば
か
り
な
の
に
公
益
事

業
の
物
件
を
敷
設
す
る
た
め
と
は
い
え
道
路
を
す
ぐ
に
掘

り
返
す
と
い
う
よ
う
な
事
態
は
回
避
さ
れ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

七

検
査
官

･

我
が
国
に
お
け
る
道
路
監
理
員
に
類
似
し
た
制
度
と
考

え
ら
れ
る
が
、
米
国
に
お
い
て
は
、
占
用
許
可
に
沿
っ
た

形
で
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
査
さ
せ
る

た
め
、
検
査
官

(日
g
の自
白
)
の
ス
タ
ッ
フ
を
置
い
て

い
る
例
が
多
い
よ
う
で
あ
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
や
メ
リ

ー
ラ
ン
ド
州
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
説
明
を
聞
く
こ
と
が

で
き
た
。

八

道
路
工
事
の
情
報
公
開

米
国
に
お
い
て
も
、
主
要
な
道
路
工
事
の
予
定
に
つ
い

て
は
、
マ
ス
コ
ミ
発
表
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
り
、

基
本
的
に
事
前
に
公
表
さ
れ
て
い
る
。

ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
市
に
お
い
て
は
、
市
が
行
う
主
な
道
路

工
事
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
起
案
段
階
、
最
終
前
の
計
画

の
段
階
、
最
終
的
に
決
定
さ
れ
た
計
画
の
段
階
、
で
市
の

計
画
を
文
書
化
し
て
民
間
に
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
月

に
一
回
、
市
が
行
う
道
路
工
事
が
影
響
を
及
ぼ
す
業
者
と

の
協
議
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

九

高
速
道
路
の
縦
断
占
用

高
速
道
路
の
縦
断
占
用
に
つ
い
て
は
、
米
国
に
お
い
て

も
従
来
か
ら
抑
制
的
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
、
取
扱
い
を
柔
軟
に
す
べ
き
と

の
議
論
が
一
部
の
州
か
ら
出
始
め
、
一
九
八
八
年
二
月
施

行
の
連
邦
規
則
で
、
各
州
が
そ
の
諸
条
件
･
必
要
性
に
応

じ
て
独
自
の
収
容
方
針

(き
8
日
B
OA
巴
5
□
□
封
ロ
)
を

策
定
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
現
時
点
で
の
連
邦
道
路

庁
の
姿
勢
は
、州
の
判
断
に
任
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

各
州
は
、
制
度
上
は
、
高
速
道
路
に
お
け
る
縦
断
占
用
を

全
面
的
に
禁
止
す
る
こ
と
も
、
施
設

(物
件
)
ご
と
に
取

扱
い
を
異
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
に
お
い
て
は
、

一
0
⑭
で
も
述
べ
る

が
、
か
つ
て
は
高
速
道
路
の
縦
断
占
用
は
認
め
て
い
な
か

っ
た
の
に
対
し
、
現
在
で
は
電
気
通
信
関
係
に
は
縦
断
占

用
を
認
め
る
よ
う
に
政
策
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

横
断
や
斜
断
の
占
用
は
他
の
公
益
事
業
に
対
し
て
も
認
め

ら
れ
て
い
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
は
、
現
在
で
も
高
速
道

路
の
縦
断
占
用
は
原
則
的
に
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
設
計

上
高
速
道
路
し
か
利
用
可
能
で
な
い
場
合
に
短
区
間
の
占

用
が
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
高
速
道
路

の
直
角
の
横
断
占
用
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。

一
〇

先
進
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

①

ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
市
の
コ
ン
デ
ュ
イ
･
シ
ス
テ
ム

ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
市
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
お
い
て
は
、
コ

ン
デ
ュ
イ

(管
路
)
･
シ
ス
テ
ム
が
で
き
あ
が
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
利
用
し
な
い
新
規
の
敷
設
工
事
は
で
き
る
だ
け
抑

制
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
利
用
し
た
場
合
、

敷
設
工
事
完
了
後
一
年
間
は
市
に
対
す
る
占
用
料
は
無
料

で
あ
り
、
そ
の
後
は
年
･
一
フ
ィ
ー
ト
当
た
り
四
四
セ
ン

ト
を
支
払
う
必
要
が
あ
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
管
路
は
、
元
は
電
力
会
社
等
が
敷
設

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
八
二
年
に
市
に
譲
渡
さ
れ
、

所
有
権
は
市
が
有
し
て
い
る
。
譲
渡
に
当
た
っ
て
は
、
電

力
会
社
等
の
賃
料
を
低
く
設
定
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
が

譲
渡
の
対
価
と
さ
れ
た
。

コ
ン
デ
ュ
イ
の
延
長
は
、
延
べ
約
五
、
0
0
0
マ
イ
ル



で
あ
り
、
そ
の
う
ち
八
三
%
が
電
力
会
社
、
七
%
が
電
気

通
信
会
社
の
利
用
で
あ
る
。
量
と
し
て
は
少
な
い
が
、
信

号
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
利
用
が
延
べ
約
一
〇
〇
マ
イ
ル
あ

る
。
残
り
は
空
=
未
利
用
で
あ
り
、
五
%
く
ら
い
は
政

府
･
自
治
体
関
係
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
目
的
と
し
た
も
の

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ガ
ス
会
社
は
、

線
路
敷
設
権
は
他
と
同
じ
も
の
を
持
っ
て
い
る
が
、
コ
ン

デ
ュ
イ

･
シ
ス
テ
ム
に
は
乗
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
電
力

会
社
や
大
手
の
電
気
通
信
会
社
は
、
独
自
の
ダ
ク
ト
･
シ

ス
テ
ム
も
持
っ
て
い
る
。

コ
ン
デ
ュ
イ
に
は
、

一
般
的
に
、
直
径
五
イ
ン
チ
の
ダ

ク
ト
が
い
く
つ
か
ま
と
ま
っ
て
入
っ
て
お
り

(な
お
、
四

イ
ン
チ
、
三
イ
ン
チ
の
ダ
ク
ト
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。)
、
そ

の
直
径
五
イ
ン
チ
の
ダ
ク
ト
の
中
に
直
径
一
･
二
五
イ
ン

チ
の
イ
ン
ナ
ー
ダ
ク
ト
が
三
本
入
る
。
各
ケ
ー
ブ
ル
は
イ

ン
ナ
ー
ダ
ク
ト
に
収
容
さ
れ
る
。先
に
述
べ
た
占
用
料
は
、

一
･
二
五
イ
ン
チ
の
イ
ン
ナ
ー
ダ
ク
ト
ご
と
に
課
さ
れ

る
。
ま
た
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
コ
ン
デ
ュ
イ

･
シ
ス

テ
ム
は
市
の
所
有
で
あ
る
が
、
ケ
ー
ブ
ル
と
そ
れ
が
入
っ

て
い
る
イ
ン
ナ
ー
ダ
ク
ト
は
事
業
者
の
所
有
で
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
の
維
持
管
理
の
費
用
は
、
占
用
料
に
よ
っ
て

賄
わ
れ
る
が
、
現
在
の
収
入
は
シ
ス
テ
ム
を
維
持
･
拡
張

す
る
の
に
必
要
な
コ
ス
ト
を
下
回
っ
て
い
る
た
め
、
占
用

料
の
額
は
、
二
〇
〇
一
年
に
一
ド
ル
二
〇
セ
ン
ト
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
を
利
用
で
き
る
業
態
に
つ
い
て
の
差
別
は
な

い
が
、
太
い
ダ
ク
ト
に
細
い
ケ
ー
ブ
ル
だ
け
を
収
容
す
る

こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
よ
う
な
運
用
は
あ
り
得

る
。⑭

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
リ
ソ
ー
ス
･
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

･

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
に
お
い
て
は
、
州
際
高
速
道
路
で
あ

っ
て
進
入
路
が
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の

(8
口
町
0
二
の
A

8
o
の
粉

け
掻
け
"
"
て
。
信
号
や
交
差
点
も
な
い
。)
に
つ
い

て
電
気
通
信
関
係
に
つ
い
て
だ
け
認
め

(な
お
、
そ
れ
以

外
の
第
二
分
類
の
州
道
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
公
益
事

業
等
に
線
路
敷
設
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。)、
一
九
九
五

年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

｢
リ
ソ
ー
ス
･
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

(資
源
分
担
)
･
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣
(以
下

｢R
S
P
｣
と

い
う
。)
と
い
う
制
度
が
存
在
す
る
。

こ
の
R
S
P
は
、
地
下
管
路
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ

ル
や
地
上
の
無
線
ア
ン
テ
ナ
の
よ
う
な
施
設
を
対
象
と
し

て
お
り
、
能
力
を
備
え
た
民
間
事
業
者
が
、
州
の
金
銭
的

な
分
担
を
期
待
し
な
い
で
州
に
施
設
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
自
ら
の
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
関
す
る
提
案
に
基

づ
い
て
実
施
さ
れ
る
。

州
が
提
供
を
受
け
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
線
路
敷
設
権

に
係
る
料
金
を
現
物
納
付
さ
れ
た
と
い
う
性
格
の
も
の
で

あ
る
。

現
在
ま
で
に
、
州
は
、
三
人
0
マ
イ
ル
の
光
フ
ァ
イ
バ

ー
ケ
ー
ブ
ル
と
そ
れ
を
収
容
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
管
路

の
提
供
の
提
案
を
受
け
て
お
り
、
州
と
し
て
は
、
そ
れ
ら

を
利
用
し
て
、
州
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
光
フ
ァ
ィ
バ
ー
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い

る
。
多
数
の
管
路

(
マ
ル
チ

･
コ
ン
デ
ュ
イ

･
シ
ス
テ
ム
。

現
在
の
考
え
方
で
は
、
一
度
の
敷
設
工
事
で
一
イ
ン
チ
の

管
路
三
一~
一
六
本
)
が
整
備
さ
れ
、
事
業
者
が
自
己
の

た
め
に
使
用
す
る
と
と
も
に
、
朴
に
提
供
す
る
。
提
供
さ

れ
た
施
設
は
、
例
え
ば
、
道
路
管
理
の
た
め
の
セ
ン
サ
ー

と
の
接
続
や
そ
の
情
報
の
伝
送
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

レ
ッ
ド
フ
ァ
イ
バ
ー
(実
際
に
伝
送
に
利
用
さ
れ
て
い
る
)

だ
け
で
な
く
、
ダ
ー
ク
フ
ァ
イ
バ
ー

(物
理
的
な
フ
ァ
イ

バ
ー
は
敷
設
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
機
器
等
と
接
続
さ
れ

て
お
ら
ず
、
利
用
さ
れ
て
い
な
い
)
も
あ
れ
ば
、
空
の
管

路
も
あ
る
。

R
S
P
の
導
入
は
、
新
規
に
建
設
さ
れ
る
道
路
だ
け
で

な
く
、
既
存
の
道
路
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
る
。

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
に
お
い
て
は
、
8
口
町
O□
の
亀
き
り
の
のの

町
野
"
筵て
に
つ
い
て
は
、
線
路
敷
設
権
は
縦
断
方
向
に
は

利
用
で
き
な
い
と
い
う
の
が
歴
史
的
立
場
で
あ
っ
た
が
、

R
S
P
の
や
り
方
を
始
め
た
段
階
で
、
電
気
通
信
関
係
に

は
縦
断
方
向
の
利
用
も
認
め
る
よ
う
に
変
更
し
た
。
た
だ

し
、
交
通
の
円
滑
性
や
安
全
は
、
州
と
し
て
も
第
一
の
関

心
事
で
あ
り
、
大
が
か
り
な
施
設
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
れ
ら
が
損
な
わ
れ
る
懸
念
が
あ
る
と
き
は
、
R

s
p
も
行
わ
な
い
。

な
お
、
他
州
で
は
、
一
社
と
だ
け
協
定
を
締
結
し
て
マ

ル
チ

･
コ
ン
デ
ュ
イ

･
シ
ス
テ
ム
を
造
ら
せ
、
マ
ス
タ
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ー
･
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
そ
の
社
が
他
の
事
業
者
に
施
設
を

利
用
さ
せ
て
、
州
と
そ
の
一
社
と
で
後
発
事
業
者
か
ら
の

収
入
を
分
け
合
う
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
形
態
と
し
た
場
合
は
施
設
の
利
用

方
法
が
当
該
社
が
考
え
る
も
の
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
の

に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
形
態
と
し
な
い
方
が
多
様
な
展
開

が
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
で
は

そ
の
よ
う
な
形
態
は
と
ら
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

@

ミ
ネ
ソ
タ
州
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

･
ス
ー
パ

ー
･
ハ
イ
ウ
ェ
イ
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(シ
ェ
ア
ド
･

リ
ソ
ー
シ
ー
ズ
)

ミ
ネ
ソ
タ
州
に
お
い
て
は
、
電
気
通
信
分
野
の
規
制
緩

和
の
結
果
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
の
よ
う
な
大
都
市
で
は
提
供

さ
れ
る
が
、
小
さ
い
町
で
は
提
供
さ
れ
な
い
と
い
う
よ
う

に
、
州
内
で
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
が
不
均
一
と
な

る
状
態
が
発
生
し
た
。
今
後
の
社
会
に
お
い
て
は
電
気
通

信
の
優
れ
た
サ
ー
ビ
ス
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同

州
で
は
、
公
共
部
門
と
私
企
業
が
協
力
し
て
州
全
域
に
わ

た
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
と

し
、
一
億
二
、
五
〇
〇
万
ド
ル
と
引
替
え
に
州
際
高
速
道

路
の
線
路
敷
設
権
を
与
え
る
こ
と
と
し
た
。

目
的
と
さ
れ
た
の
は
、
①
州
内
に
で
き
る
だ
け
多
く
の

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
そ
れ
を
維
持

す
る
こ
と
、
②
州
交
通
省
に
も
通
信
容
量
を
提
供
し
て
も

ら
う
こ
と
、
③
学
校
区
、
市
、
郡
の
よ
う
な
公
共
体
に
も

接
続
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。

工
事
は
、
最
初
の
一
〇
年
の
間
に
一
回
だ
け
認
め
、
施

設
は
、
三
〇
年
間
運
営
･
維
持
さ
せ
る
。
施
設
は
、
三
〇

年
後
に
は
州
に
帰
属
さ
せ
る
。

施
設
は
、
道
路
わ
き
の
地
下
に
埋
設
さ
れ
る
基
本
的
に

三
本
の
管
路
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
二
五
〇
本
の
光
フ
ァ
イ
バ

ー
ケ
ー
ブ
ル
が
収
容
さ
れ
る
。大
都
市
地
域
に
お
い
て
は
、

管
路
は
二
八
本
で
あ
る
。

官
民
の
契
約
は
容
易
で
は
な
く
、
州
議
会
も
反
対
で
、

F
C
C

(連
邦
通
信
委
員
会
)
に
提
訴
さ
れ
る
よ
う
な
事

態
に
も
な
っ
た
が
、
実
現
さ
れ
た
。
料
金
が
適
正
で
あ
る

か
と
い
う
疑
問
も
出
さ
れ
た
が
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
適
正
価
格
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
落
札
し
た
の
は
、
コ
ロ
ラ
ド
州
の
U

C
N
と
い
う
会
社
で
あ
り
、
現
在
、
工
事
が
始
ま
っ
て
い

る
。一

一

ス
カ
イ

･
ウ
エ
イ

線
路
敷
設
権
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
が
、
今
回
訪
ね

た
都
市
で
見
聞
で
き
た
道
路
占
用
に
関
連
す
る
特
徴
的
な

事
例
と
し
て
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
の
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
市
や
セ
ン

ト

･
ポ
ー
ル
市
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
お
け
る

｢
ス
カ
イ

･

ウ
ェ
イ
｣
(穿
て
彗
Pで
)
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

(写

真
参
照
)。
こ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
都
市
が
寒
冷
地

(ワ
シ

ン
ト
ン
D
C
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
が
東
京
と
同
程
度
の
気

候
で
あ
っ
た
調
査
時
点
の
一
一
月
下
旬
で
最
高
気
温
が
零

ミネアポリス市のスカイ ･ウェイ

度
以
下
と
ア
ラ
ス
カ
中
部
と
同
程
度
で
あ
っ
た
。)
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
い
く
つ
も
の
道
路
を
は
さ
ん
だ
ビ
ル
の
二

階
と
二
階
と
を
渡
り
廊
下
で
結
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ル
内

の
公
開
部
分
を
含
め
て
自
由
に
一
般
の
通
行
を
許
し
、
建

物
外
に
出
る
こ
と
な
く
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
端
か
ら
端
ま
で

行
き
来
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

利
用
可
能
時
間
は
ス
カ
イ
･
ウ
ェ
イ
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
長
い
も
の
は
二
四
時
間
通
行
可
能
で
あ
る
。
建
築
費

は
、
ビ
ル
の
所
有
者
が
負
担
し
て
い
る
。
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交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
施
行
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

い
わ
ゆ
る
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

(正
式
名
称

｢高
齢

者
、
身
体
障
害
者
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動

の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
｣
(平
成
十
二
年
五
月

十
七
日
法
律
第
六
十
八
号
))
が
、
昨
年
十
一
月
十
五
日

に
関
係
政
省
令
等
と
と
も
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
つ
い
て
は
、
本
誌
昨
年
五
月

号
に
お
い
て
も
特
集

(｢道
路
交
通
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
目
指
し
て
｣)
の
中
の
一
項
目
と
し
て
、
取
り
上
げ
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
月
号
で
は
、
昨
年
十
月
以
降
に
相
次

い
で
公
布
さ
れ
た
関
係
政
省
令
等
の
内
容
も
含
め
て
、
改

め
て
そ
の
全
体
像
を
紹
介
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

一

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
概
要

冒
頭
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の

概
要
に
つ
い
て
は
、
昨
年
五
月
号
に
お
い
て
も
取
り
上
げ

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
こ
で
改
め
て
簡
単
に
｢お
さ
ら
い
｣

を
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
(詳
し
く
は
、
昨
年
五
月

号
p
5
~

｢交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
つ
い
て
｣
(道
路

局
路
政
課
)
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。)

1

法
律
の
趣
旨

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
は
、
高
齢
者
の
方
、
身
体
障
害

者
の
方
、
そ
の
ほ
か
妊
産
婦
の
方
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
た
移
動
の
利
便
性
及
び
安
全
性
の
向
上
を
促
進

す
る
た
め
、

①

駅
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

航
空
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
あ
る
い
は
鉄
道
車
両
、
バ

ス
、
旅
客
船
、
航
空
機
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

推
進
す
る

②

駅
な
ど
の
旅
客
施
設
を
中
心
と
し
た
一
定
の
地
区

に
お
い
て
、
市
町
村
が
作
成
す
る
基
本
構
想
に
基
づ

い
て
、
旅
客
施
設
、
周
辺
の
道
路
、
駅
前
広
場
、
信

号
機
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
重
点
的
か
つ
一
体
的

に
推
進
す
る

こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。

2

法
律
の
基
本
的
な
仕
組
み

①

基
本
方
針
の
作
成

運
輸
大
臣
、
建
設
大
臣
、
国
家
公
安
委
員
会
及
び

自
治
大
臣
が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の

｢基
本
方
針
｣
を
作
成

し
ま
す
。
(｢四

基
本
方
針
の
概
要
｣
参
照
)

②

交
通
事
業
者
に
対
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
準
適
合

義
務交

通
事
業
者
に
対
し
、
駅
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
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旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
航
空
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
新

し
く
建
設
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
鉄
道
車
両
、
バ
ス
、

旅
客
船
、
航
空
機
な
ど
を
新
し
く
導
入
す
る
場
合
に

｢バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
準

(移
動
円
滑
化
基
準
)｣
へ
の

適
合
を
義
務
づ
け
ま
す
。

③

市
町
村
の
主
導
に
よ
る
地
域
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施

策
の
推
進

ア

市
町
村
に
よ
る
基
本
構
想
の
作
成

市
町
村
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
一
定
規
模

の
駅
な
ど
の
旅
客
施
設

(特
定
旅
客
施
設

(｢二

政
令
の
概
要
｣
を
参
照
。))
を
中
心
と
し
た
地
区

(｢重
点
整
備
地
区
｣)
に
つ
い
て
、
駅
な
ど
の
旅

客
施
設
、
周
辺
の
道
路
、
駅
前
広
場
、
信
号
機
等

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
重
点
的
か
つ
一
体
的
に
推

進
す
る
た
め
、
当
該
重
点
整
備
地
区
に
お
け
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
の
方
針
、
実
施
す
る
事
業

等
を
内
容
と
す
る

｢基
本
構
想
｣
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

イ

基
本
構
想
に
基
づ
く
事
業
の
実
施

交
通
事
業
者
、
道
路
管
理
者
及
び
都
道
府
県
公

安
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
事
業
計
画
を

作
成
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
の
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

･
公
共
交
通
特
定
事
業
I
公
共
交
通
事
業
者
が
行

う
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
設
置
、
低
床
バ
ス
の
導

入
等

･

･
道
路
特
定
事
業
I
道
路
管
理
者
が
行
う
歩
道
の

拡
幅
、
路
面
の
改
善
、
案
内
標
識
の
設
置
等

･
交
通
安
全
特
定
事
業
1
都
道
府
県
公
安
委
員
会

が
行
う
視
覚
障
害
者
用
信
号
機
の
設
置
等

ウ

地
方
公
共
団
体
等
は
、
駅
前
広
場
、
通
路
、
駐

車
場
、
公
園
等
に
つ
い
て
、
基
本
構
想
に
従
っ
て

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
実
施
し
ま
す
。

エ

土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
、
旅
客
施
設
等

の
用
地
を
保
留
地
と
し
て
確
保
す
る
た
め
の
特
例

制
度
を
創
設
し
ま
す
。

④

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
関
す
る
情
報
の
提
供

安
心
し
て
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
駅
施
設
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
状
況

に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

二

政
令
の
概
要

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
と
し

て
、
｢高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
た
移
動
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
｣

(平
成
十
二
年
十
月
四
日
政
令
四
百
四
十
三
号
)
が
、
法

の
施
行
の
日

(十
一
月
十
五
日
)
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

1

趣
旨

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
施
行
に
伴
い
、
特
定
旅
客
施

設
の
要
件
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
け
る
保
留
地
の
設

定
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

2

概
要

①

特
定
旅
客
施
設
の
要
件

基
本
構
想
の
作
成
対
象
と
な
る
特
定
旅
客
施
設

は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
旅
客
施
設
と
し
ま

す
。

ア

一
日
当
た
り
の
利
用
者
数
が
五
千
人
以
上
で
あ

る
旅
客
施
設

イ

当
該
旅
客
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
の
高
齢
者

割
合
等
か
ら
み
て
、
高
齢
者
又
は
身
体
障
害
者
の

利
用
者
数
が
ア
の
旅
客
施
設
と
同
程
度
以
上
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
旅
客
施
設

ウ

当
該
旅
客
施
設
の
利
用
の
状
況
か
ら
み
て
、
移

動
円
滑
化
の
た
め
の
事
業
を
優
先
的
に
実
施
す
る

必
要
性
が
特
に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
旅
客
施
設

②

他
の
法
令
の
規
定

主
務
大
臣
が
新
設
旅
客
施
設
等
に
つ
い
て
移
動
円

滑
化
基
準
へ
の
適
合
性
の
審
査
を
併
せ
て
行
う
と
と

も
に
、
公
共
交
通
事
業
者
に
対
し
当
該
基
準
へ
の
適

合
措
置
命
令
を
行
う
こ
と
と
な
る
、
他
の
処
分
を
規

定
す
る
法
令
の
規
定
等
と
し
て
、
鉄
道
事
業
法
、
軌

道
法
、
自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
法
、
道
路
運
送
法
、
航

空
法
等
の
該
当
条
項
を
定
め
て
い
ま
す
。

③

土
地
区
画
整
理
事
業
等
に
お
け
る
保
留
地
の
設
定

保
留
地
に
お
い
て
特
定
旅
客
施
設
等
を
設
置
す
る



こ
と
が
で
き
る
者
と
し
て
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体

が
資
本
金
、
基
本
金
等
の
二
分
の
一
以
上
を
出
資
し

て
い
る
法
人
を
定
め
ま
す
。

ま
た
、
保
留
地
が
処
分
さ
れ
た
と
き
の
交
付
金
額

新設の旅客施設、車両についての公共交通事業者の義務

(車両を導入する際の基準適合義務)
･鉄道車両の車椅子スペースの確保
･鉄道車両の視覚案内情報の設置
･低床バスの導入
･航空機座席の可動式肘掛けの装着 等

しを設置する場合の身体障害者用 ･低床バスの導入
しの設置 等 ･航空機座席の可動式肘掛けの装

{ 既設の旅客施設、 車両“こついての公共交通事業者の努力義務』

等

務
置

用

義
設

者

合
の

害

･

適

一

障

準
タ

体

基

一

身

(旅客施設を新設する際の基準適合義務)基

一

の
し
設

際
力
敷

る
ス
の

す
エ
ク

、
ツ

一
ロ
置
置

ブ
設
殻

一
生ロ
を
の

べ
警
レ
レ

し
導
イ
イ

エ
誘
ト
ト

は
、
処
分
さ
れ
た
保
留
地
の
対
価
相
当
額
に
そ
の
者

の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
前
の
宅
地
の
持
ち
分

割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
ま
す
。

三

省
令
の
概
要

公
共
交
通
事
業
者
や
道
路
管
理
者
が
事
業
を
実
施
す
る

際
に
適
合
を
義
務
づ
け
る
具
体
的
な
基
準
等
に
つ
い
て

は
、
関
係
省
令
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
、
主
要
な
省
令
の
概
要
に
つ
い

て
、
紹
介
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

通行セ 2001,1 3 9

定
る

等

描謝
し
に

と
業

区
事

地
の

き
め

べ
た

す
の

備
化

整
滑

に
円

的
動

点
移

挫
く

区
い側

わ
辺
等

周
上湯
"

の
広

そ
前

び
駅

及

、

設
路

施
道

客

、
項

旅
設
事

の
施
的

等
客
本

駅
旅
基

轢
ふ
筋のそ業赫

↓
鍋安通交

1-

、撫特路道鰍特
1↓

通賊公 交通安全特定事業

が
事
事

者
て
人

:
わ
蝋

‐
洋
扣

-
乾
留

ぢ
難
橇
施

2
欄
値
莵

本
計
を

公
基
業
業

本
計
を

基
業
業

が
事
事

.
て
人

･
あ
れ

‐
沿
緘

希宣
に
作
5

想
を
施

造
機
面
実

員
淌
作

委
に
を
施

安
想
画
薄

公
機
計
を

県
本
業
業

･
苺
融
事

F
法
葺
き

か
て
し

都
会

っ
成

等
供
て

の

路
に
い

等

通
用
つ

園

壕
珍
烹
韻
公

広
交
施
幇
場
等

前
般
る
要
車
僻

駅

一
す
必
駐
整

榔
錫

よ

行

例

隊
琺
鷁

尋叫廳
嬬鰊

谷讓
鱗

f
t

運
助
地
合
園

榔
錫

よ

行

例

隊
琺
鷁

廳
嬬鰊

鰹酬鯛旗羸

聯餓於
鑓籏

運
助
地
合
園

1

移
動
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
旅
客
施
設
及
び
車
両

等
の
構
造
及
び
設
備
に
関
す
る
基
準

(通
称
｢移
動
円

滑
化
基
準
｣
平
成
十
二
年
十
一
月
一
日
運
輸
省
･
建
設

省
令
第
十
号
)

本
基
準
は
、
公
共
交
通
事
業
者
が
駅
な
ど
の
旅
客
施
設

を
新
設
･
大
改
良
す
る
際
や
車
両
を
新
た
に
導
入
す
る
際

に
適
合
を
義
務
付
け
る
基
準
で
す
。
ま
た
、
既
設
の
旅
客

施
設
や
車
両
等
に
つ
い
て
も
移
動
円
滑
化
基
準
へ
の
適

合
に
つ
い
て
努
力
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①

鉄
軌
道
駅

ア

駅
の
出
入
口
か
ら
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
へ
通
ず
る

経
路
に
つ
い
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び
ス
ロ
ー
プ

に
よ
り
高
低
差
を
解
消
す
る
こ
と

(移
動
円
滑
化

経
路
)。

イ

車
い
す
が
通
る
た
め
の
幅
を
確
保
す
る
こ
と
。

･
一
以
上
の
出
入
口
の
幅
は
、
車
い
す
が
一
点
通

過
で
き
る
八
十
セ
ン
チ
以
上
と
す
る
こ
と
。
た

高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の
促進に関する法律の基本的枠組み

移動円滑化の意義及び目標
･移動円滑化のために公共交通事業者が議すべき措置に関する基本事項
･市町村が作成する基本構想の指針 等

公共交通事業者が講ずべき措置



だ
し
、
円
滑
な
旅
客
流
動
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
。
公
共
通
路
へ
直
接
通
ず
る
出
入
口
の
幅

は
、
車
い
す
が
通
行
で
き
る
九
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

･
一
以
上
の
通
路
の
幅
は
、
車
い
す
が
転
回
で
き

る
百
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ

"と
0

ウ

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
鉄
軌
道
車
両
の
床
面
と

は
、
で
き
る
限
り
平
ら
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
鉄
軌
道
車
両
の
床
面
と
の
隙
間

は
、
で
き
る
限
り
小
さ
く
す
る
こ
と
。

隙
間
や
段
差
に
よ
り
車
い
す
使
用
者
の
円
滑
な

乗
降
に
支
障
が
あ
る
と
き
は
、
車
い
す
使
用
者
の

乗
降
を
円
滑
に
す
る
乗
降
設
備
を
一
以
上
備
え
る

こ
、と
0

エ

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
ホ
ー
ム
ド
ア
、
可
動
式
ホ

ー
ム
さ
く
、
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
そ
の
他
視
覚
障
害
者

の
転
落
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
を
設
け

る
こ
と
。

オ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
、
ト
イ
レ
、

券
売
機
等
に
つ
い
て
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等

の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
と
す
る
こ
と
。

･
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
車
い
す
が
中
で
転
回
で
き

る
百
四
十
×
百
三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
大
き
さ
と
す
る
こ
と
。

･
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
昇
降
方
向
、
到
着
階
及
び
出

(参考) バリアフリー設備の例

入
口
の
閉
鎖
に
つ
い
て
音
声
で
案
内
す
る
こ

"と
0

力

そ
の
他
、
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
、
視

覚
情
報
及
び
聴
覚
情
報
を
提
供
す
る
設
備
を
備
え

る
こ
と
。

･
出
入
口
か
ら
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ま
で
視
覚
障
害

者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
設
す
る
こ
と
。

･
階
段
、
ス
ロ
ー
プ
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
上
下

に
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
設
す
る
こ
と
。

･
ト
イ
レ
の
男
女
の
別
と
内
部
の
構
造
を
点
字
で

示
す
こ
と
o

キ

階
段
の
両
側
に
手
す
り
を
設
置
す
る
こ
と
。

②

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
航
空

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
つ
い
て
も
鉄
軌
道
駅
に
準
じ
た

基
準
と
す
る
。

③

鉄
軌
道
車
両

ア

視
覚
情
報
及
び
聴
覚
情
報
を
提
供
す
る
設
備
を

備
え
る
こ
と
o

イ

車
い
す
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
こ
と
。

ウ

ト
イ
レ
に
つ
い
て
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
の

円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
と
す
る
こ
と
。

エ

列
車
の
連
結
部
へ
の
転
落
を
防
止
す
る
た
め
の

エレベーター

娑ノ
鷄酵乾きき ら

スカ レーター



措
置
を
講
じ
る
こ
と
o

④

乗
合
バ
ス
、
船
舶
、
航
空
機
に
つ
い
て
も
鉄
軌
道

車
両
に
準
じ
た
基
準
と
す
る
。

消‐"〒セ 2001.1 4′

段差 ･隙間解消装置

2

重
点
整
備
地
区
に
お
け
る
移
動
円
滑
化
の
た
め
に
必

要
な
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基
準

(平
成
十
二
年
十
一

月
十
五
日
建
設
省
令
第
四
十
号
)

本
基
準
は
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
い
て
道
路

特
定
事
業
を
実
施
す
る
際
に
適
合
す
べ
き
基
準
と
し
て
、

高
齢
者
、身
体
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
す
る
歩
道
、

立
体
横
断
施
設
、
乗
合
自
動
車
停
留
所
、
路
面
電
車
停
留

場
及
び
自
動
車
駐
車
場
の
構
造
並
び
に
案
内
標
識
や
視
覚

障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
等
に
つ
い
て
規
定
し
た

も
の
で
す
。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①

歩
道

･
特
定
経
路

(特
定
旅
客
施
設
と
官
公
庁
施
設
、
福

祉
施
設
等
と
の
間
の
経
路
)
を
構
成
す
る
道
路

(自
転
車
歩
行
者
道
を
設
け
る
道
路
を
除
く
。)
に

は
、
歩
道
を
設
け
る
こ
と
o

･
幅
員
は
、
歩
行
者
が
実
際
に
通
行
で
き
る
幅
員

(有
効
幅
員
)
を
二
メ
ー
ト
ル
以
上

(自
転
車
歩

行
者
道
に
あ
っ
て
は
、
三
メ
ー
ト
ル
以
上
)
確
保

す
る
こ
と
o

･
舗
装
は
、
原
則
と
し
て
、
透
水
性
舗
装
と
す
る
こ

　　
　

)/テ
ムホ

き
鬘

さ
て

身体障害者トイレ



さ1 5センチメートル

こ
う
配
は
、
原
則
と
し
て
、
縦
断
方
向
に
五
パ
ー

セ
ン
ト
以
下
、
横
断
方
向
に
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

と
す
る
こ
と
o

･
車
道
や
路
肩
に
接
続
し
て
緑
石
線
を
設
け
る
こ

　
　
　

･
緑
石
の
高
さ
は
、
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と

し
、
必
要
に
応
じ
て
歩
車
道
境
界
に
植
樹
帯
、
並

木
又
は
さ
く
を
設
置
す
る
こ
と
。

･
歩
道
面
の
高
さ
は
、
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
標
準

と
し
、
車
両
乗
入
れ
部
の
設
置
の
状
況
等
を
考
慮

し
て
設
定
す
る
こ
と
o

･
歩
道
が
横
断
歩
道
に
接
続
す
る
歩
車
道
境
界
部
の

道

要

歩

必
　
　

は

硼

　

　

醸

す

有

事

段
差
は
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
標
準
と
す
る
こ

シ
ー0

②

立
体
横
断
施
設

･
移
動
の
円
滑
化
に
必
要
な
立
体
横
断
施
設
に
は
、

原
則
と
し
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
。

③

そ
の
他

･
乗
合
自
動
車
停
留
所
、
路
面
電
車
停
留
場
、
自

動
車
駐
車
場
等
に
つ
い
て
も
、
移
動
円
滑
化
の
観

点
か
ら
必
要
な
構
造
を
規
定
し
ま
し
た
。

･
主
要
な
交
差
点
等
に
お
い
て
は
、
病
院
等
の
主
要

施
設
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
移
動
支
援
施
設
等
を

標
識
や
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
で
案
内
す

エレベ【ター付横断歩道橋

　
　

ル

も

る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
点
字
又
は
音
声
等

に
よ
り
案
内
す
る
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
。

積
雪
寒
冷
地
に
お
い
て
は
、
必
要
な
箇
所
に
融
雪

施
設
等
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
冬
季
に
お
け

る
移
動
円
滑
化
を
確
保
す
る
こ
と
。

　　 　　　
1 5メートル以上

3

道
路
標
識
、
区
画
線
及
び
道
路
標
示
に
関
す
る
命
令

の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

(平
成
十
二
年
十
一
月
十
五

日
総
理
府
･
建
設
省
令
第
四
号
)

道
路
の
構
造
に
関
す
る
基
準
と
あ
わ
せ
て
、
高
齢
者
、

身
体
障
害
者
等
を
含
む
歩
行
者
の
安
全
か
つ
円
滑
な
移
動

の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
案
内
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に

対
す
る
社
会
的
要
請
を
踏
ま
え
、
｢道
路
標
識
、
区
画
線

及
び
道
路
標
示
に
関
す
る
命
令
｣
を
改
正
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

今
回
の
改
正
で
は
、
新
た
に

｢
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
｣、
｢乗

合
自
動
車
停
留
所
｣、
｢便
所
｣
等
の
歩
行
者
用
の
案
内
標

識
を
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
案
内

の
方
法
を
追
加
し
ま
し
た
。

改
正
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①

｢
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
｣
、
｢
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
｣
、
｢傾

斜
路
｣、
｢乗
合
自
動
車
停
留
所
｣、
｢路
面
電
車
停
留

場
｣
及
び

｢便
所
｣
を
案
内
す
る
道
路
標
識
を
追
加

す
る
。



②

｢著
名
地
点
｣
の
案
内
標
識
に
身
体
障
害
者
等
の

円
滑
な
通
行
に
適
す
る
道
路
を
経
由
す
る
旨
を
表
示

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

③

｢著
名
地
点
｣
の
案
内
標
識
に
著
名
地
点
や
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
等
の
位
置
等
を
表
示
す
る
地
図

(そ
の
略

図
を
含
む
。)
を
附
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

す
る
。

④

｢駐
車
場
｣、
｢
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
｣、
｢傾
斜
路
｣
及

び

｢便
所
｣
の
案
内
標
識
に
、
身
体
障
害
者
の
利
用

に
適
す
る
施
設
で
あ
る
旨
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
す
る
。

4

そ
の
他

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
関
係
省
令
と
し
て
は
そ
の

他
、
市
町
村
が
作
成
す
る
基
本
構
想
に
即
し
て
、
都
道
府

県
公
安
委
員
会
が
移
動
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
信
号

機
、
道
路
標
識
等
の
交
通
安
全
特
定
事
業
を
実
施
す
る
際

に
適
合
す
べ
き
基
準
で
あ
る

｢高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等

の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動
の
円
滑
化
の
促
進
に

係
る
信
号
機
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
規
則
｣
(平
成

十
二
年
十
月
二
十
五
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
七

号
)、
旅
客
施
設
の
基
準
適
合
義
務
の
対
象
と
な
る
大
規

模
な
改
良
の
範
囲
や
主
務
大
臣
の
権
限
の
委
任
等
、
法
の

施
行
に
必
要
な
事
項
を
定
め
た

｢高
齢
者
、
身
体
障
害
者

等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動
の
円
滑
化
の
促
進

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
｣
(平
成
十
二
年
十
一
月
一
日

運
輸
省
･
建
設
省
令
第
九
号
)
な
ど
が
定
め
ら
れ
、
い
ず

れ
も
法
の
施
行
の
日

(十
一
月
十
五
日
)
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

四

基
本
方
針
の
概
要

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
く
基
本
方
針
は
、
公
共

交
通
機
関
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
た
め
、
国
に
お
い
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
目
的

等
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
｢移
動
円
滑
化
の
促
進
に
関

す
る
基
本
方
針
｣
(国
家
公
安
委
員
会
･
運
輸
省
･
建
設

省

･
自
治
省
告
示
第

一
号
)
と
し
て
、
法
の
施
行
の
日

(十
一
月
十
五
日
)
に
官
報
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
意
義
及
び
目
標
に
関
す
る
事
項

①

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
意
義

･
高
齢
者
、身
体
障
害
者
等
が
自
立
し
た
日
常
生
活
、

社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
す

る
こ
と
。

･
す
べ
て
の
利
用
者
に
利
用
し
や
す
い
施
設
･
設
備

の
整
備
の
推
進
。



･
移
動
円
滑
化
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、高
齢
者
、

べ
て
の
乗
降
場
に
至
る
ま
で
移
動
円
滑
化
さ
れ
た

身
体
障
害
者
等
の
意
見
の
反
映
が
重
要
。

経
路
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
)。

②

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
目
標

･
旅
客
施
設

二
〇
一
〇
年
ま
で
に
、
一
日
当
た
り
の
平
均
的

な
利
用
者
数
の
数
が
五
千
人
以
上
の
鉄
軌
道
駅
、

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
及
び
航

空
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
つ
い
て
、

ア

段
差
の
解
消

イ

視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
整
備

ウ

身
体
障
害
者
用
の
ト
イ
レ
の
設
置
等

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
実
施
す
る
。

･
車
両
等

二
〇
一
〇
年
ま
で
に
、
鉄
軌
道
車
両
に
つ
い
て

は
、
車
両
等
総
数
の
約
三
0
%
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
す
る
こ
と
な
ど
、
各
車
両
等
の
種
類
毎
に
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
目
標
を
設
定
。

･
一
般
交
通
用
施
設

重
点
整
備
地
区
の
主
要
な
特
定
経
路
を
構
成
す

る
道
路
、
駅
前
広
場
、
通
路
等
に
つ
い
て
、
原
則

と
し
て
二
〇

一
〇
年
ま
で
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
実
施
す
る
。

交
通
事
業
者
等
が
講
ず
べ
き
措
置

ハ
ー
ド
面

･
旅
客
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

(出
入
口
か
ら
す

　　　
①

経
路
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
)。

･
車
両
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

(高
齢
者
、
身
体
障

害
者
等
の
乗
降
、
車
内
移
動
が
容
易
な
設
備
と
す

る
こ
と
が
重
要
)。

②

ソ
フ
ト
面

･
案
内
情
報
の
適
切
な
提
供

(視
覚
情
報
、
聴
覚
情

報
に
よ
り
情
報
を
分
か
り
や
す
く
適
切
に
提
供
す

る
こ
と
が
重
要
)。

･
職
員
に
対
す
る
教
育
訓
練

(研
修
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
整
備
等
に
よ
る
職
員
教
育
の
一
層
の
充
実
が
重

要
)。

3

基
本
構
想
の
指
針

･
重
点
整
備
地
区
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業

の
重
点
的
･
一
体
的
な
推
進
の
重
要
性
及
び
地
区

の
設
定
要
件
。

･
市
町
村
が
主
体
の
基
本
構
想
作
成
に
関
係
者
が
積

極
的
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
る
事
業
の
効
果
的
推

進
。

･
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
参
画
に
よ
る
意
見
の

反
映
。

･
目
標
の
明
確
化
、
事
業
の
連
携
と
集
中
実
施
、
既

存
計
画
等
と
の
調
和
の
必
要
性
。

･
基
本
構
想
に
記
載
す
る
特
定
事
業
に
関
す
る
事

項
。

4

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
に
国
及
び
地
方
公
共
団
体

が
講
ず
べ
き
措
置
、
国
民
の
協
力

①

国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
べ
き
措
置

･
設
備
投
資
等
に
対
す
る
支
援
、
調
査
及
び
研
究
開

発
の
促
進
。

･
移
動
の
円
滑
化
の
状
況
に
関
す
る
情
報
を
利
用
し

や
す
い
形
で
提
供
。

･
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
重
要
性
か
ら
、
国
民
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
、
教
育
活
動
。

②

国
民
の
協
力

･
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
手
助
け
等
積
極
的
な
協
力
。

五

指
定
法
人

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
第
十
五
条
で
は
、
公
共
交
通
事

業
者
に
よ
る
移
動
円
滑
化
の
た
め
の
事
業
の
実
施
に
関
す

る
情
報
の
収
集
、
提
供
等
を
行
う
法
人
を
主
務
大
臣

(運

輸
大
臣
･
建
設
大
臣
)
が
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
が
、
当
該
指
定
法
人
と
し
て
、
交
通
エ
コ

ロ
ジ
ー
･
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
を
指
定
(十
一
月
二
十
四
日
)

し
、
そ
の
旨
官
報
告
示

(十
二
月
六
日
)
し
ま
し
た
。
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は
じ
め
に

建
設
省
に
お
い
て
は
、
情
報
公
開
や
住
民
参
加
に
よ
る

行
政
･
事
業
の
透
明
性
の
向
上
や
職
員
と
国
民
と
の
対
話

を
重
視
し
、
平
成
三

年
一
月
に

｢
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
型
国
土
行
政
の
創
造
に
向
け
て
｣
、
翌
二
月
に
は

｢公

共
事
業
の
説
明
責
任
･
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
行
動

指
針
｣
を
発
表
す
る
な
ど
国
民
の
満
足
度
の
向
上
に
向
け

た
対
話
型
の
行
政
の
実
現
を
目
指
し
て
き
た
。

こ
の
度
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
国
民
と
行
政
と
の
真
摯

な
対
話
の
下
、
各
地
で
実
践
さ
れ
て
い
る
優
秀
な
先
進
的

事
例
を
顕
彰
す
る
こ
と
で
、
行
政
に
携
わ
る
も
の
全
体
の

資
質
の
向
上
や
意
識
改
革
の
一
助
と
な
る
と
と
も
に
対
話

型
行
政
の
さ
ら
な
る
浸
透
･
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た

｢対
話
型
行
政
推
進
賞
｣
の
募
集
を
行
っ
た
。
ま
た

一
二
月
一
九
日
に
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
優
れ
た
対
話
型

行
政
の
事
例
を
発
表
し
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

｢住
民
｣
｢行
政
｣
双
方
の
立
場
か
ら
行
政
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

｢対
話
型
行
政
推
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〈協
賛

…
(社
)
建
設
広
報
協
議
会
〉｣

を
開
催
し
た
。

本
稿
で
は
、
対
話
型
行
政
推
進
賃
及
び
対
話
型
行
政
推

進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
概
要
を
紹
介
す
る
。

対
話
型
行
政
推
進
費

対
話
型
行
政
推
進
大
賞
の
募
集
に
あ
た
っ
て
は
、
建
設

省
の
各
地
方
建
設
局
を
通
じ
、
社
会
資
本
整
備
や
ま
ち
づ

く
り
に
携
わ
る
全
国
の
行
政
機
関
に
募
集
を
行
っ
た
。
募

集
に
あ
た
っ
て
は
、
今
回
の
よ
う
な
住
民
と
の
対
話
を
テ

ー
マ
に
道
路
、
河
川
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
多
分
野
に
わ
た

る
全
国
レ
ベ
ル
の
表
彰
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
た

め
、
過
去
取
り
組
ん
だ
事
例
は
す
べ
て
対
象
と
し
た
。

募
集
に
際
し
て
は
、
応
募
単
位
を
実
際
の
活
動
に
お
い

て
現
場
レ
ベ
ル
で
最
も
努
力
し
た
職
員
が
表
彰
対
象
と
な

る
よ
う
に
任
意
の
グ
ル
ー
プ
と
し
、
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

活
動
概
要
、
ア
ピ
ー
ル
点
な
ど
を
応
募
票
に
記
入
の
上
、

適
宜
参
考
資
料
と
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
写
真
な
ど
を
添

付
す
る
形
で
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
建
設
省
、
建
設
省
関

係
公
団
等
及
び
地
方
公
共
団
体
か
ら
合
計
一
七
四
件
も
の

応
募
が
あ
っ
た
。

選
考
に
つ
い
て
は
一
一
月
二
二
日
に
建
設
省
事
務
次

官
、
技
監
、
官
房
長
に
加
え
、
住
民
参
加
に
取
り
組
ん
で

い
る
学
識
経
験
者
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
か
ら
な
る
選

考
委
員
会
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

応
募
事
例
は
、
い
ず
れ
も
優
劣
つ
け
が
た
い
も
の
で
あ

対
話
型
行
暎
の
推
進
に
つ
い
て

総
合
政
策
局
政
策
課
政
策
調
査
第
一係
長

松
本

啓
希
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っ
た
が
、
敢
え
て
対
話
型
行
政
と
し
て
国
民
と
の
協
働
、

小
澤
紀
美
子
対
話
型
行
政
推
進
賞
選
考
委
員
長
の
コ
メ
ン
ト

共
創
作
業
に
積
極
的
、
か
つ
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

小
澤

紀
美
子

(選
考
委
員
会
委
員
長
)

事
例
や
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
二
五
件
を

｢対
話
型
行
政

推
進
賃
｣
と
し
、
特
に
優
れ
た
事
例
五
件
を

｢対
話
型
行

政
推
進
大
賞
｣
と
し
た
。
ま
た
賞
に
も
れ
た
事
例
に
つ
い

て
も
各
委
員
の
多
大
な
評
価
を
い
た
だ
い
た
。

対
話
型
行
政
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

対
話
型
行
政
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
一
二
月
一
九
日
に

虎
ノ
門
の
発
明
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
社
団
法
人
建
設

広
報
協
議
会
の
協
賛
の
も
と
開
催
さ
れ
約
二
〇
〇
名
が
熱

心
に
参
加
し
た
。

当
日
は
、
ホ
ー
ル
の
ロ
ビ
ー
に
推
進
賞
受
賞
事
例
の
な

か
か
ら
一
○
事
例
を
選
び
、
各
受
賞
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
手

作
り
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
っ
た
。
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
は
来

場
者
が
パ
ネ
ル
を
熱
心
に
見
学
し
、
担
当
者
に
質
問
す
る

　務　纒

東
京
学
芸
大
学
附
属
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
長

対
話
型
行
政
を
目
指
し
て
多
様
化
す
る
国
民
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
、
か
つ
公
共
事
業
の
説
明
責
任
向
上

行
動
指
針
に
も
と
づ
い
て
、
各
地
で
建
設
行
政
が
努

力
し
て
い
る
姿
勢
と
す
ば
ら
し
い
実
績
を
知
り
、
ま

ず
驚
き
、
そ
し
て
日
本
も
確
実
に
成
熟
社
会
に
向
け

て
動
き
出
し
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

二
一
世
紀
の
社
会
は
内
外
を
問
わ
ず
、
多
様
な
文

化
や
価
値
観
を
も
つ
人
々
の
共
生
す
る
社
会
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
表
現
力
を
持
つ
こ
と
が

重
要
な
課
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。
従
来
の

｢知
識
伝

達
型
｣
の
学
習
だ
け
で
は
育
成
さ
れ
な
い
ス
キ
ル
で

す
。
教
育
界
に
お
い
て
も
、
二
一
世
紀
に
む
け
て

｢探
求
創
出
表
現
型
｣
の
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
話
が
成
り
立
つ
た
め
に
は
、
ま
ず
、
対
等
な
関

係
に
お
い
て
相
互
理
解
し
、
課
題
に
対
す
る
認
識
を

深
め
る
た
め
に
学
び
合
う
こ
と
、
見
方

･
感
じ
方

･

考
え
方
が
多
様
で
あ
る
こ
と
を
認
め
合
い
、
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ブ
の
発
想
を
持
つ
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

選
考
過
程
は
と
て
も
刺
激
的
な
経
験
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
対
話
か
ら
連
携
へ
、
連
携
か
ら
協
働
へ
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
参
画

･
実
践

で
き
る
資
質
を
も
つ
地
球
市
民
の
育
成
に
力
を
注
い

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

対話型行政推進賞選考委員

氏 名 役 職

㈱能…蹴虹
鰄稲
豪気鷲燐蕎撮酷篇谷
熟稍
@絲

嚇煎冨
山序◎翳
諭樺
勃飜
緘離
州師
“潮
燃鰯
鬱衞

礬
役

長

齋

員

一

授

嚴
汐
濠
杙
損
授

縣
叡
榊
汐
聯
繖

鰔
轢
洵
叱
鰡
聯

教
授
瀰
臓
ヴ
奔
概
潴
t

釜

箋
縦
該
鬱
鬱
勃
麟
繊
端
鰯

檜
潔
鰺
嬬
拶
フ
湖
嬬
瀰
緘

学
学

り
芸

の
ヲ

3
燃
翔
締

大

大

テ

学

鰡
跡
"
棘
㈱
㈱
㈱
僕
㈱
躰



場
面
も
見
ら
れ
、
非
常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
小
野
建
設
省
事
務
次
官
に
よ
る
主
催

者
挨
拶
の
あ
と
、
早
稲
田
大
学
教
授
の
卯
月
盛
夫
先
生
に

よ
る

｢住
民
参
加
の
日
独
比
較
｣
を
テ
ー
マ
と
し
た
基
調

講
演
が
行
わ
れ
た
。
基
調
講
演
で
は
、
住
民
参
加
に
お
い

て
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
異
な
っ
た
解
決
策
が

複
数
示
さ
れ
た
計
画
案
が
行
政
側
か
ら
住
民
に
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
や
、
住
民
参
加

の
手
法
と
し
て
も
、
個
々
の
住
民
が
個
人
と
し
て
参
加
す

る
仕
組
み
だ
け
で
は
な
く
、
N
P
O
等
の
団
体
を
通
じ
て

参
加
す
る
仕
組
み
も
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
ド
イ
ツ
･
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
の
都
市
計
画
に
関
す
る
住

民
参
加
の
仕
組
み
を
例
に
と
り
な
が
ら
、
ご
説
明
を
い
た

だ
い
た
。

そ
の
あ
と
、
対
話
型
行
政
推
進
大
賞
･
推
進
賞
の
表
彰

が
行
わ
れ
、
建
設
省
青
山
技
監
よ
り
受
賞
者
に
表
彰
状
の

授
与
が
行
わ
れ
、
つ
づ
い
て
大
賞
受
賞
五
事
例
の
担
当
者

に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
各
グ
ル
ー

プ
一
〇
分
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
使
用
し
簡
潔
に
発
表
さ
れ
た
。

最
後
に
選
考
委
員
、
受
賞
グ
ル
ー
プ
担
当
者
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
選
考
委
員
の
先
生
方
に
加
え
、
実

際
現
場
に
お
い
て
対
話
型
行
政
に
取
り
組
ん
で
い
る
職
員

と
住
民
の
立
場
か
ら
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
学
校
の
先
生

が
意
見
交
換
を
行
う
と
い
う
点
で
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ

た
。
議
論
の
集
約
と
し
て
、
今
後
の
対
話
型
行
政
の
推
進

徴髭舌型行敵撥進シンポジウム｣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ション

に
お
い
て
は
、
従
来
の
常
識
の
枠
を
取
り
払
い
、
行
政
、

企
業
、
N
P
O
な
ど
が
相
互
に
信
頼
し
あ
い
、
対
話
型
行

政
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

い
う
こ
と
有
意
義
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
参
加
者

･
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー

佐
藤

修
氏
(㈱
コ
ン
セ
プ
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
代
表
)

(対
話
型
行
政
推
進
賞
選
考
委
員
)

･
パ
ネ
ラ
ー

政
所

利
子
氏

(㈱
玄
代
表
取
締
役
)

(対
話
型
行
政
推
進
賞
選
考
委
員
)

石
田

東
生
氏

(筑
波
大
学
社
会
工
学
系
教
授
)

(対
話
型
行
政
推
進
賞
選
考
委
員
)

吉
澤

正
宏
氏

(建
設
省
福
島
工
事
事
務
所
調
査
第

一
課
長
)

(大
賞
受
賞
者
)

岸
田

比
呂
志
氏

(横
浜
市
都
市
計
画
局
都
市
計
画
部

長
)

(大
賞
受
賞
者
)

石
井

信
子
氏

(千
葉
市
立
扇
田
小
学
校
教
諭
)

(大
賞
受
賞
者
)

ま
た
会
場
に
お
い
て
は
参
加
者
に
｢対
話
型
行
政
推
進

賞
受
賞
事
例
集
2
0
0
0
｣
と
し
て
今
回
の
受
賞
事
例
の

事
例
集
を
配
布
し
た
。
参
加
者
の
方
が
事
例
集
を
活
用
し

さ
ら
に
情
報
の
共
有
化
が
促
進
さ
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い

る
。今

後
の
課
題

今
回
の
活
動
を
通
じ
て
、
建
設
省
内
外
か
ら
い
ろ
い
ろ



ま
た
選
考
に
際
し
て
基
準
が
明
確
で
な
い
と
の
意

も

あ
っ
た
。
選
考
委
員
の
コ
メ
ン
ト
に
も
あ
っ
た
が
、
現
段

階
に
お
い
て
は
事
例
も
少
な
く

｢対
話
型
行
政
｣
の
性
質

上
、
委
員
の
主
観
的
な
判
断
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
要
素

は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
今
後
、
継
続
的
に
対
話
型
行

政
を
推
進
し
て
い
く
中
で
、
考
え
方
や
手
法
の
共
通
化
が

促
進
さ
れ
何
ら
か
の
基
準
が
示
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

な
ご
意
見
を
頂
い
た
。

最
も
多
い
意
見
と
し
て
は
運
営
上
の
問
題
点
と
し
て
募

集
期
間
が
短
す
ぎ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
今
回
は
募

集
期
間
が
実
質
二
週
間
程
度
し
か
な
か
っ
た
た
め
、
応
募

に
際
し
十
分
な
資
料
作
成
の
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た
ケ
ー

ス
が
多
か
っ
た
。
次
回
開
催
の
折
は
日
程
に
十
分
な
余
裕

幸 を え 層 る う 促 政 は 上 階 あ を ス に
い 進 る 高 国 省 終 か 進 を 否 ふ に つ ま 見 が 際
で ぬ P 法 王症 お 導 き暖 簾 奮お 鳰 箋姦多レ

　　　　　 　 　 　　 　　 　 　 　　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　　　　 　　　　

　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　　　　 　 　　　
　 　 　 　　 　 　　 　　 　

終
わ
り
に

省
庁
再
編
後
、
所
管
社
会
資
本
が
よ
り
一
層
広
範
と
な

る
国
土
交
通
省
に
対
す
る
国
民
の
期
待
,
注
目
が
よ
り
一

層
高
ま
る
中
、
対
話
型
行
政
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
い

え
る
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
通
じ
さ
ら
に
情
報
の
共
有
化

を
進
め
、
今
後
の
対
話
型
行
政
の
推
進
の
一
助
に
な
れ
ば

る の く 。 的 例 員 し 逡

て 丙 で
程 れ っ決 型 あ な

又 か

定 行 っ い に な た
さ 政 た と 十 か た
れ ｣ が の 分 つ め
　 　 　　 　 　

最
後
に
今
回
の
対
話
型
行
政
推
進
賞
及
び
対
話
型
行
政

推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
運
営
に
際
し
多
大
な
る
ご
協
力
い

た
だ
い
た
関
係
各
位
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

げ な び 一 情 欠 注
た る 対 助 報 な 目
い ご 話 に の も が
o 協 型 な 共 の よ
力 行 れ 有 と り

が 広 な 共 艾す れ ｣ が の 窓だぬよ 範 い 通 話 た の 、 意
余 ケ 応り と だ 化 型 要 性 現 見
格 i 募一 た ろ が 行 素 質 段 も

対話型行政推進大賞受賞一覧 (5件)

応募者 プロジェクト名 活動概要

福祉の川 ･道 ･まちづく

り研究会 (福祉クラブ)
[東北地方建設局福島工
事事務所]

福祉クラブの結成及び福祉憲

章の策定

事務所全職員が参加して ｢福祉クラブ｣ を結成し、 福祉やノーマライ

ゼーションを念頭においた川 ･道 ･まちづくりを進めている。 特に、

①具体的に活動内容を定めた ｢福祉憲章｣ の策定
②障害者等で構成される外部評価委員会による事後評価の実施

③意見懇談会で地域の意見を把握し施設の改善 ･整備を実施

都市基盤整備公団千葉地
域支社千葉 ･市原開発事
務所、千葉市

小学生のアイデアを取り入れ

た公園づくり

千葉東南部土地区画整理事業 (おゆみ野地区) に造成する4000頭の公

園を近隣の扇田小学校と平成11年から構想段階から造成まで協働で以下

の活動を実施した。
①全校生徒、 保護者に公園のアイデアをアンケートで募集

②小学生によるグループディスカッション、 模型や寸劇によるアイデア

発表会
③小学生との協働作業による落ち葉プールやトーテムポールの作成

④地元ボランティアと小学校が維持管理の一部を実施

東京都江戸川区土木部区

面整理第二課

良好な住環境をつくる住民参

加による住まいづくりワーク

ショップ

地権者の敷地面積が小さい地区における区画整理事業で、 住宅再建に

不安を持つ住民が建物の共同化により広い居住環境を確保できるように

平成 9年から ｢住まいづくりワークショップ｣ を通じ、

①建築基準法の勉強
②新しく隣近所となる住民同士で間取り計画や模型作成を通じて話し合

し、

③移転者の仮入居住宅でワークショップの成果を体験

など、 良好なコミュニティ、 まち並みを形成するため住民 ･専門家 (建

築士) ･行政が一体となった活動を実施している。

横浜市都市計画局 住民参加の道路づくり (仮称) 恩田元石川線 (約 7 k m ) の道路計画を巡り、 平成 4 年から

8年間にわたり、 住民参加方式による新しい手法で取り組んできた。

全国的にも画期的な試みの特徴として、
①構想段階からの住民参加

② ｢整備しない案｣ も含めた複数案の提案

③情報提供の内容や方法についても住民参加で行った

などがあげられる。

徳島県土木部、 企画調整

部
新町川河畔ひかりプロムナー

ド整備事業

徳島市中心市街地を流れる新町川河畔 (2,2km) において、 住民と行

政の協働による光景観を意識した河畔のひかりプロムナードづくりに取

り組んでいる。 ワークショップの開催や照明実験、 シンポジウム等を通

じて平成12年 1月に計画がとりまとめられた。 またこの計画づくりを契

機として河畔の公園での花壇整備やイベント実施など様々な取組が住民

主体によりが行われている。
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対話型行政推進大賞受賞一覧 (25件)

応募者 プロジェクト名 活動概要

東北地方建設局岩手工事
事務所

北上川における ｢N P 0 との

共同活動｣
N P O 法人 ｢北上川流域連携交流会｣ と、 北上川流域市町村で組織され
る ｢北上川流域市町村協議会｣ 及び岩手工事事務所など流域 5事務所が
｢連携｣ と ｢交流｣ をテーマに様々な活動を実施し、 地域活性化に寄与
している。

仙台市都市整備局計画部
都市景観室

市民参加による景観ワークシ

ョップ

市民ボランティアである景観推進員や小学生などを中心に, ワークショ
ップを開催し, 市民の景観に対する知識, 意識を涵養し, 市の施策に市
民の声を積極的に取り入れている。

東北地方建設局 東北地方建設局と地域をつな

ぐ地域づくりのパイプ役 ｢地

域づくり担当官｣ の創設と各
担当官の各地域に根差した諸

活動

地域づくりを専門に担当することを目的として、 全国に先駆けて設置さ
れた画期的な制度で、 従来の呼び込み型から ｢飛び込み型｣ の地域づく
り活動を展開しており、 様々な形で地域づくり活動の支援を実施中。

東北地方建設局企画部 広報誌T‐C O M を通じた東北

地建と地域の双方向コミュニ

ケーション

広報誌T -C O M を通じた地域との双方向コミュニケーションとして、 往
復はがきを綴じ込みそれを使った読者からの質問、 意見に対して担当者
が直筆で返事。

東北地方建設局 ちびっこ監督官安全パトロー

ル

子供が入っても十分に安全な現場環境を目標に小学生による現場安全パ

トロールを実施し、 官庁施設、 建設省の業務について理解を深めた。

日本道路公団東北支社山

形工事事務所
高速道路沿線の小学生と一体

となった高速道路整備

高速道路建設現場沿線の小学生を対象に、 埋蔵文化財の発掘現場見学や
ビオトープ整備への参加を呼びかけ、 地域住民と一体となり、 親しみの
ある高速道路事業のP R に努力。

茨城県美野里町役場企画

財政課
住民と行政の共創による文化

センター創設事業

住民主役の理念のもと、 構想策定の段階から住民と行政の連携による活
動を展開 (4年 7月を経過した今、 工事を発注中) し、 単なるハコづく

りでなく、 これを契機に新たなまちづくりシステムの確立を目指す。

関東地方建設局渡良瀬川
工事事務所足尾砂防出張
所

｢足尾に緑を育てる会｣ との

連携による緑化活動について

荒廃裸地となったまま未だに緑化が進まない足尾町の大部分の山地に木
を植えようをキャッチフレーズにボランティア団体と連携をとりつつ体
験植樹を実施し、 自然環境保全を啓蒙。

東京都世田谷区都市整備
部都市計画課

復興計画提案セミナーの開催 大震災後の復興街づくりについてまとめた復興プログラムを住民の視点

から見直すために、 G I S を用い延焼の広がりをシュミレーションしバ

ーチャルの復興計画を住民参加で策定。

関東地方建設局東京国道
工事事務所道の相談室

道の相談室 (東京国道) 住民からの道路に関する意見 ･質問を電話で受付、迅速かつ親切に対応。
管轄外についても一旦受付て該当機関へ早急に対応依頼できるようネッ
トワークを確立。 担当職員も係長などがローテーションで対応し職員間

の意識の共有化を図る。

関東地方建設局京浜工事
事務所流域調整課

鶴見川流域水マスタープラン

策定に向けての取り組み

流域の健全な水循環を目標に、 多方面からの有識者、 市民代表、 行政部
局で ｢鶴見川流域水委員会準備会｣ を立ち上げ、 ｢鶴見川流域水マスタ
ープラン｣ 策定に向け検討。

北陸地方建設局湯沢砂防

工事事務所
湯沢砂防公開講座 ｢魚沼自然
塾｣

魚沼地方の自然の素晴らしさ、 自然災害の恐ろしさについて地域住民と

共に学び考える公開講座を年4回実施。

近畿地方建設局足羽川ダ

ム工事事務所調査設計課
未来を豊かに (足羽川ダム工

事事務所ホームページ)

国民の立場になり、 ダム計画の目的、 データ、 代替案、 効果を細かく情
報公開。

岐阜県建設管理局 ｢住民参画の指針｣ による住

民主体の事業の推進
平成12年9月に ｢住民参画の指針｣ を策定し、 一定規模以上の全ての公

共事業について、 事業の計画段階から実施段階、 完成後の評価等に至る

各段階でワ-クシヨッブ等による住民参画を実施。

中部地方建設局浜松工事
事務所浜松国道維持出張
所

浜松国道維持出張所イメージ
アップ作戦

出張所のイメ｣ヅフッフoのため、 地域と協働で花を植えたり、 総合学習のお

手伝い、 現場見学会の実施、 P Rコ-ナ-の設置や環境整備を実施。

中部地方建設局名四国道
工事事務所

｢名四国道工事事務所の考え
方｣ 公表

事務所の使命、 使命遂行の心構えなどを ｢考え方｣ として明文化し、 H

P、 事業概要などで積極的に公表。 使命の実現に向け所内研修等人材育
成を行い、 職員の自己実現ややりがい (E S) を啓発。

近畿地方建設局大阪国道
工事事務所総務課

国道 1号 ･鉄橋の拡張工事に

ついてあなたのご意見広く募

集します

事業の実施に当たり色々なイベント実施しながら広く住民からの意見を

聞き、 事業に反映。
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応募者 プロジェクト名 活動概要

神戸市建設局公園砂防部
施設課、建設局中部建設
事務所、都市計画局区画
整理部清算課

上沢通ネットパーク計画 上沢地区 8 公園において、 住民と行政のパートナーシップ方式により、

計画 ･設計 ･整備 ･から維持管理にいたるまで、 住民主体の ｢防災｣ と

｢ふれあい｣ の公園整備とまちづくりを推進。

兵庫県県土整備部企画調

整局技術企画課
コミュニケーション型県土づ

くりモデル事業

計画段階から住民が積極的に参加すると共に、 地域プランナーの導入等

特徴的な取り組みを全県的に展開。

中国地方建設局倉吉工事
事務所道路管理課 ･調査
設計第二課

米子バス路線フレッシュアッ

プ事業

バス利用促進のため、 バリアフリー社会実験、 バス停デザインコンテス

トなどを通じて延べ約1500人の住民参加により道づくりを推進中。

中国地方建設局岡山河川

工事事務所
旭川流域ネットワークとの連

携 ･交流学習等の共同実施
源流の碑をリヤカーで運搬し上下流の交流促進。 週一で情報の交換。 職

員自ら勤務時間外での市民情報窓口での対応。 市民団体との情報交換 ･

交流学習など、 各種活動での市民団体との連携。

中国地方建設局広島国道
工事事務所調査税面訴 ･
広島県 ･広島市

ひろしま道づくりフォーラム

~ みんなでつくる 2 1世紀の

ひろしま ~

広島の道づくりについて、 ①ひろしま自転車天国、 ②旧山陽道復興、 ③

楽々やさしさの 3 プロジェクトを平成 9年度より実施。

四国地方建設局徳島工事

事務所
｢よしのがわりバーキーパー

ズパスポート｣ 等

一般市民を対象に、 吉野川の河川パスポートの発行による吉野川ファン

クラブを形成し、 河川に関する様々なイベント活動などを通じて、 河川

意識の高揚、 啓蒙などを図るなど独自の取組活動を実施。

九州地方建設局遠賀川工

事事務所
遠賀川直方地区における住民

参加の川づくり

H 8より月一回行政と住民との交流会を開催。 その一環として現在一体

となって河川事業計画から追跡調査、 河川敷の清掃を実施。

熊本県、湯前町、小国町、
砥用町、 南小国町、 苓北

町、 蘇陽町

私たちのまちづくり事業 住民 ･建築家 ･行政が協働してワークショップを開催し計画段階から住

民が参加し公共施設の基本計画を作成。 住民の参加意識が高まり住民主

体の施設づくりのモデル事業となっている。



一

岐
阜
県
の
進
め
る
情
報
戦
略

岐
阜
県
で
は
、
｢日
本
一
住
み
良
い
ふ
る
さ
と
岐
阜
県
｣

の
実
現
に
向
け
て
、
少
子
高
齢
化
、
国
際
化
、
情
報
化
な

ど
世
界
の
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
に
マ
ッ
チ
し
た
地
域
経
営
戦
略

を
通
し
て
、
文
字
通
り
の

｢二
一
世
紀
型
地
方
自
治
｣
を

進
め
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
情
報
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ

く
り
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
か
つ
、
避
け
て
通
る

こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
認
識

の
も
と
、
地
域
情
報
化
･
情
報
産
業
育
成
と
い
っ
た
施
策

を
重
点
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

岐
阜
県
は
、
美
し
い
自
然

(の
"
①①[
印
のの巳
、
き
れ

い
な
空
気

(の
"
①
の
[
>
瀦
)
、
き
れ
い
な
水

(の
"
①
の
[

者
ゅ宿
↓
、
長
良
川
の
清
流
に
す
む
鮎

(の
鶏
$
[
切
窃
巴

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
イ
ー
ト
な
も
の
に
恵
ま
れ
、
そ
の
豊

か
な
自
然
、
地
理
、
歴
史
、
文
化
、
都
市
の
資
源
な
ど
か

ら
首
都
機
能
移
転
の
候
補
地
に
も
選
ば
れ
た
、
日
本
の
ス

イ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

特
に
、県
南
部
に
広
が
る
濃
尾
平
野
を
流
れ
る
木
曽
川
、

長
良
川
、
揖
斐
川
の
木
曽
三
川
流
域

(く
豊
のも

を
中
心

と
し
た
地
域
を

｢
ス
イ
ー
ト
バ
レ
ー
｣
と
位
置
づ
け
、

｢
ソ
フ
ト
ビ
ア
ジ
ャ
パ
ン
｣
、
｢
V
R
テ
ク
ノ
ジ
ャ
パ
ン
｢

｢国
際
情
報
科
学
技
術
ア
カ
デ
ミ
ー
｣
な
ど
の
情
報
通

信
･
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
分
野
の
研
究
開
発
拠
点
、
教
育
機

関
や
商
業
複
合
施
設
な
ど
の
地
域
資
源
を
結
集
し
て
、
I

T
関
連
企
業
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
一
大
集
積
地
を

形
成
し
、
世
界
に
誇
る
情
報
価
値
生
産
の
場

｢情
場
｣
づ

く
り
を
目
指
す

｢ス
イ
ー
ト
バ
レ
ー
構
想
｣
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
に
よ
っ
て
世
界
へ
の
情
報
発
信
、
新

産
業
の
創
出
、
既
存
産
業
の
高
度
化

･
活
性
化
に
よ
り
、

新
世
紀
を
担
う
若
い
人
た
ち
の
働
く
場
を
提
供
し
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三

岐
阜
県
地
域
-
T
戦
略

国
に
お
い
て
も
、
今
年
一
月
六
日
に
は

｢高
度
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
形
成
基
本
法
｣
(通
称

…
I
T
基
本
法
)

が
施
行
さ
れ
、
ま
た
、
I
T
戦
略
会
議
で
策
定
さ
れ
た

｢I
T
基
本
戦
略
｣
に
お
い
て

｢五
年
以
内
に
世
界
最
先

端
の
I
T
国
家
を
目
指
す
。｣
と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ

ま
し
た
。

現
在
、
岐
阜
県
で
は
、
｢日
本
一
住
み
良
い
ふ
る
さ
と

岐
阜
県
｣
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
I
T
を
い
か

に
活
用
す
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
、
独
自
の

｢岐
阜
県
地

域
I
T
戦
略
｣
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
岐
阜
県
に
お

け
る

｢I
T
戦
略
会
議
｣
は
、
企
業
の
代
表
者
や
大
学
教

授
と
い
っ
た
専
門
の
方
々
の
ほ
か
、
生
活
の
現
場
か
ら
の

積
み
上
げ
を
重
視
す
る
た
め
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
主
婦
、

学
生
、
N
P
O
な
ど
生
活
者
、
実
務
者
の
方
々
に
参
加
を

い
た
だ
き
、県
民
が
I
T
戦
略
に
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
、

ど
の
よ
う
な
恩
恵
を
享
受
で
き
る
の
か
、
と
い
う
観
点
か
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ら
の
検
討
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

｢岐
阜
県
地
域
I
T
戦
略
｣
で
は
、
こ
の
戦
略
会
議
に

お
け
る
議
論
を
基
に
し
て
、
す
べ
て
の
県
民
が
I
T
に
よ

り
豊
か
な
生
活
を
実
感
で
き
る
社
会
像
を
描
き
、
こ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
重
点
施
策
分
野
と
し
て
、

①

｢高
速
･
常
時
接
続
･
低
廉
｣
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
の
整
備

②

県
民
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
と
こ
れ
に
必
要
な

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
人
材
育
成

③

五
つ
の
県
民
I
T
ネ
ッ
ト

(安
全

･
安
心

･
便

利
･
快
適
･
活
力
ネ
ッ
ト
)
の
構
築

を
三
つ
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。

三

ヨ
リ
ヨ
<
℃
に
!『
門
0
刃
三
辱
の
事
と

都
市
づ
く
り
･
地
域
づ
く
り
の
分
野
に
お
い
て
も
I
T

の
活
用
は
き
わ
め
て
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
従
来
の

｢筋
肉
系

･
骨
格
系
｣
の
都
市
づ
く
り
か
ら

｢頭
脳
系

･

神
経
系
｣
の
都
市
づ
く
り
へ
の
構
造
改
革
と
い
う
新
た
な

段
階
へ
入
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
の
I
T
の
よ

り
有
効
な
利
用
方
法
と
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
し
た
よ

り
よ
い
都
市
づ
く
り
･
地
域
整
備
の
あ
り
方
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

｢-弓
6
コ
ベ
も
せ
>
弓
可
〇
男
g

日
目
切
q
｣
は
、
都
市

づ
く
り
の
明
日
が
見
え
る
展
示
会
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
都

市
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
様
々
な
I
T
の
普
及

と
情
報
交
流
の
た
め
に
、
岐
阜
県
の
進
め
る
地
域
I
T
戦
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略
の
一
環
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
れ

か
ら
の
市
民
生
活
を
支
え
る
共
通
基
盤
と
し
て
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
技
術
ー
安
全
ネ
ッ
ト

(災
害
、
治
安
)
･
安
心

ネ
ッ
ト

(健
康
･
医
療
･
福
祉
)
･
便
利
ネ
ッ
ト

(電
子

政
府
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
)
･
快
適
ネ
ッ
ト

(自
然
環
境
･

生
活
環
境
･
文
化
環
境
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
)
･
活
力

ネ
ッ
ト

(教
育
･
産
業
･
経
済
)
ー
の
構
築
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る
も
の
で
す
。

昨
年
三
月
、
｢I
T
を
活
用
し
た
こ
れ
か
ら
の
都
市
づ

く
り
｣
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

◇

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

(G
I
S
)

◇

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

(I
T
S
)

◇

建
設
･
土
木
関
連
シ
ス
テ
ム

(C
A
D
、
建
設
C

A
L
S
/
E
C
)

◇

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
シ
ス
テ
ム

◇

防
災
関
連
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
内
容
と
す
る
全
国
初
の
展
示
会

｢H一
目
弓
て

せ
炉
少
弓
可
0
刃
呂

日
目
燭
三

を
開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

都
市
づ
く
り
に
関
わ
る
行
政
担
当
者
、
研
究
者
、
実
務
者
、

供
給
者
、
利
用
者
の
方
々
の
幅
広
い
ご
賛
同
を
得
て
、
全

国
か
ら
七
九
社
の
ご
出
展
と
一
万
一
千
人
を
超
え
る
方
々

の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
上
記
の
内
容
に
加
え
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
づ

く
り
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
視
点
と
し
て
、
新
た
に

｢健
康
･
福
祉
･
医
療
シ
ス
テ
ム
｣
を
加
え
る
と
と
も
に
、

｢体
験
型
展
示
会
｣
と
し
て
同
時
に
開
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー

と
連
動
さ
せ
た
各
種
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、

来
場
さ
れ
る
方
々
の
ご
理
解
を
よ
り
一
層
深
い
も
の
と
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

四

開
催
概
要

『日目
6
コ
ベ
妃
で
>
弓
舸
O
幻
三

日

目
切
C

ー
第
二
回

都
市
づ
く
り
情
報
技
術
展
-
』
の
開
催
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◇

主

催

岐
阜
県

◇

会

期

二
〇
〇
一
年
三
月
一
日

(木
) セミナー会場

~
三
月
二
日

(金
)

◇

展
示
会

(予
定
)

○
場

所

岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー

岐
阜
県
岐
阜
市
福
光
大
野
二
六
七
五
-
二
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I
T

C
I
T
Y

P
L
A
T
F
O
R
M

ス
ペ

シ
ャ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン

他

【注
】
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◇

交
通
機
関

J
R
岐
阜
駅
又
は
名
鉄
新
岐
阜
駅
か
ら
岐
阜
バ

ス
、
岐
阜
市
営
バ
ス
で
約
二
〇
分

【注
】
J
R
岐
阜
駅
か
ら
会
場
ま
で
無
料
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

◇

お
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
県
基
盤
整
備
部
都
市
整
備
政
策
課

5
0
0
8
I
8
5
7
0
岐
阜
市
薮
田
南
二
l
十

一

T
E
L

0
五
人
-
二
七
二
-
-
一
三

(代
表
)

五

お
わ
り
に

｢I
T
革
命
｣
の
時
代
と
い
わ
れ
る
今
日
は
、
そ
の
時

計

金雄邁↓

　

　

　
　

○
開
場
時
間

三
月
一
日

(木
)
-
○
"
○
○
~
一
八
…
0
0

三
月
二
日

(金
)
-
○
"
○
○
~
一
七
…
○
○

○
展
示
内
容

･
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

(G
I
S
)

･
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

(I
T
S
)

･
建
設
･
土
木
関
連
シ
ス
テ
ム

(C
A
D
、
建
設

C
A
L
S
/
E
C
)

･
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
シ
ス
テ
ム

･
防
災
関
連
シ
ス
テ
ム

･
健
康
･
福
祉
･
医
療
シ
ス
テ
ム

･
そ
の
他

･
建
設
C
A
L
S
/
E
C
体
験
コ
ー
ナ
ー

･
G
I
S
体
験
コ
ー
ナ
ー

･
I
雪
S
コ
ー
ナ
ー

な
ど

○
出
展
数

約
一
五
〇
ブ
ー
ス

○
入
場
料

無
料

◇

同
時
開
催
セ
ミ
ナ
ー

(予
定
)

○
場
所

未
来
会
館
ほ
か

岐
阜
県
岐
阜
市
学
園
町
三
ー
四
二

〇
開
催
内
容

･
建
設
C
A
L
S
/
E
C
セ
ミ
ナ
ー

･
V
E
R
T
I
S

I
T
S
の
①日
目
穹

･
G
I
S
普
及
セ
ミ
ナ
ー
m

G
I
F
U

･
情
報
基
盤
フ
ォ
ー
ラ
ム
岐
阜

･
C
I
ー
N
E
T
フ
オ
ー
ラ
ム

代
認
識
と
し
て
、
直
立
歩
行
を
始
め
て
以
来
の
人
類
第
二

の
頭
脳
革
命

(コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
い
う
第
二
の
頭
脳

『電

脳
』
の
獲
得
)
、
農
業

(農
場
)
･
工
業

(工
場
)
に
続

く
情
報
社
会

(『情
場
』)
と
い
う
第
三
の
生
産
革
命
、
さ

ら
に
船
、
鉄
道
、
自
動
車
に
次
ぐ
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
登

場
に
よ
る
第
四
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
革
命
が
重
層
的
に
進
行

し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の

｢デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
｣
の
構
築
に
よ

っ
て
、
｢地
球
は
ひ
と
つ
｣、
｢総
参
加
の
時
代
｣
を
迎
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。
｢n

o
n
て
勺
せ
>
自
国
〇
男
g

B
の
]弓
巴

に
是
非
と
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
い
わ
ば

｢
グ
ロ
ー
バ

ル

･
デ
ジ
タ
ル

･
フ
ァ
ミ
リ
ー
｣
の

一
員
と
し
て
、
｢安

全
｣
'
｢安
心
｣
･
｢便
利
｣
･
｢快
適
｣

･
｢活
力
｣

社
会
の
構
築
に
向
け
て
私
ど
も
と
と
も
に
協
働
し
て
努
力

、し
辛
いし
よ
う
0

三
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は
じ
め
に

行
政
改
革
大
綱
は
、
平
成
三

年
八
月
四
日
の
行
政
改

革
推
進
本
部
に
お
け
る
森
総
理
大
臣
の
指
示
を
受
け
、
中

央
省
庁
等
改
革
の
成
果
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
し
、
更
に

規
制
改
革
、
地
方
分
権
、
特
殊
法
人
等
の
改
革
な
ど
に
つ

い
て
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
平
成
三
一年
三
一月
一

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

本
大
綱
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
行
政
改
革
の
各
分
野

を
通
じ
て
積
極
的
な
検
討
を
行
い
、
与
党
行
財
政
改
革
推

進
協
議
会

｢共
通
認
識
｣
(平
成

一
二
年
七
月
一
二
日
)

や
与
党
の

｢年
内
実
施
の
可
能
性
を
検
討
す
べ
き
当
面
の

事
項
｣
(平
成
三
一年
七
月
二
七
日
)
の
指
摘
を
踏
ま
え
、

ま
た
、
与
党
三
党
の
合
意
文
書

(①
特
殊
法
人
等
の
改
革

を
推
進
す
る
等
の
た
め
の

｢与
党
三
党
合
意
｣
、
②

｢国

家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
制
度
の
抜
本
的
改
革
に
つ
い

て
｣
、
③

｢特
殊
法
人
等
の
改
革
の
た
め
の
基
本
方
針
に

つ
い
て
｣
、
④

｢公
益
法
人
に
対
す
る
行
政
の
関
与
の
在

り
方
の
改
革
に
つ
い
て
｣、
⑤

｢公
会
計
の
見
直
し
･
改

善
に
つ
い
て
｣)
に
つ
い
て
の
内
容
を
盛
り
込
む
な
ど
、

与
党
に
お
け
る
行
政
改
革
の
検
討
と
緊
密
に
連
携
を
図
り

つ
つ
、
行
政
改
革
推
進
本
部
副
本
部
長

(内
閣
官
房
長
官
、

総
務
庁
長
官
)
の
指
揮
の
下
、
内
閣
官
房
及
び
総
務
庁
を

中
心
に
関
係
省
庁
で
検
討
が
行
わ
れ
た
。

　

　

　

　

　

　

　
　

二
一
世
紀
の
我
が
国
経
済
社
会
を
自
律
的
な
個
人
を
基

礎
と
し
た
、
よ
り
自
由
か
つ
公
正
な
も
の
と
す
る
た
め
、

新
た
な
行
政
シ
ス
テ
ム
構
築
の
必
要
性
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
国
･
地
方
を
通
じ
た
行
政
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
①
新
時
代
の
要
請
に
対
応
で
き
る
総
合
性
、
機
動

性
を
備
え
た
行
政
、
②
国
民
の
主
体
性
と
自
己
責
任
を
尊

重
し
た
簡
素
か
つ
効
率
的
な
行
政
、
③
国
民
に
開
か
れ
た

透
明
性
の
高
い
行
政
、
④
国
民
本
位
の
質
の
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
実
現
を
目
指
し
、
平
成
一
七
年

(二
〇
〇
五
年
)

ま
で
を

一
つ
の
目
途
に
集
中
的
･
計
画
的
に
行
政
改
革
を

実
施
す
る
。

以
下
、
参
考
ま
で
に
今
回
の
行
政
改
革
大
綱
の
各
分
野

の
概
要
を
紹
介
す
る
。

一

行
政
の
組
織
･
制
度
の
抜
本
改
革

特
殊
法
人
等
の
改
革

①

事
業
及
び
組
織
形
態
の
見
直
し

･
内
外
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、
全

衡
瑛
改
革
大
綱
の
閣
議
決
建
に
つ
い

道
路
局
路
政
課
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特
殊
法
人
等
の
事
業
及
び
組
織
の
抜
本
的
見
直

し
o

･
推
進
体
制
を
整
備
し
た
上
、平
成
r
三
年
度
中
に
、

各
特
殊
法
人
等
の
事
業
及
び
組
織
形
態
に
つ
い
て

講
ず
べ
き
措
置
を
内
容
と
す
る

｢特
殊
法
人
等
整

理
合
理
化
計
画
｣
を
策
定
。
遅
く
と
も
平
成
一
七

年
度
末
ま
で
に
法
制
上
の
措
置
そ
の
他
の
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
。

･
平
成
一
二
年
中
に
累
次
の
閣
議
決
定
事
項
等
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い
、
結
果
を
公
表
。
ま
た
、

特
殊
法
人
等
の
業
務
を
一
層
コ
ス
ト
削
減
。

②

財
政
負
担
、
財
政
投
融
資
の
縮
減
･
合
理
化

･
特
殊
法
人
等
の
事
業
及
び
組
織
形
態
の
見
直
し
等

を
通
じ
、
補
助
金
等
を
整
理
合
理
化
。

･
財
政
投
融
資
の
縮
減
･
重
点
化
、
財
投
機
関
債
発

行
機
関
の
拡
充
、
政
策
コ
ス
ト
分
析
の
充
実
･
公

表
。

③

経
営
評
価
･
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
の
確
立

･
特
殊
法
人
等
情
報
公
開
法
案
の
国
会
提
出
。

･
事
業
、
業
務
運
営
等
の
評
価
を
実
施
し
、
結
果

を
公
表
。

･
財
政
制
度
審
議
会
で
企
業
会
計
原
則
に
そ
っ
た

財
務
諸
表
の
作
成
を
検
討
。

④

給
与
･
退
職
金
･
人
事
の
適
正
化

･
役
員
給
与
･
退
職
金
に
つ
い
て
、
平
成
一
三
年

度
に
民
間
･
公
務
員
と
の
均
衡
等
に
留
意
し
つ
つ

所
要
の
調
整
を
し
、
支
給
基
準
を
公
表
。
ま
た
、

役
職
員
の
定
数
･
定
員
の
縮
減
を
図
る
。

役
員
人
事
に
関
す
る
累
次
の
閣
議
決
定
を
厳
守

し
、
特
殊
法
人
等
相
互
間
の

｢わ
た
り
｣
を
蕨
に

抑
制
。

国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
制
度
の
抜
本
的
改
革

(概
要
略
)

①

公
務
員
へ
の
信
賞
必
罰
の
人
事
制
度
の
実
現

②

再
就
職
に
関
す
る
合
理
的
か
つ
厳
格
な
規
制

③

官
官
、
官
民
間
の
人
材
交
流
の
促
進

④

大
臣
の
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
と
政
策
目
標
の
明
示

⑤

中
央
人
事
行
政
機
関
等
に
よ
る
事
前
規
制
型
組

織
･
人
事
管
理
シ
ス
テ
ム
の
抜
本
的
転
換

⑥

法
令
･
予
算
の
企
画
立
案
と
執
行
の
分
離

⑦

そ
の
他

3

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

①

政
策
評
価
制
度
の
円
滑
な
実
施

･
政
策
評
価
の
実
施
指
針
と
な
る
標
準
的
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
決
定
し
、
公
表
。

･
政
策
評
価
担
当
の
人
材
養
成
、
民
間
専
門
家
の
採

用
な
ど
に
よ
る
要
員
の
確
保
、
評
価
手
法
の
調
査

研
究
の
推
進
等
を
図
る
。

②

政
策
評
価
制
度
の
法
制
化
と
法
案
の
国
会
提
出

･
｢政
策
評
価
制
度
の
法
制
化
に
関
す
る
研
究
会
｣

に
お
け
る
検
討
を
踏
ま
え
な
が
ら
成
案
を
得
て
、

所
要
の
法
律
案
を
国
会
に
提
出
。

公
会
計
の
見
直
し
･
改
善

①

｢国
の
貸
借
対
照
表
｣
(試
案
)
の
改
善
等

･
一
般
会
計
･
特
別
会
計
を
連
結
し
た

｢国
の
貸
借

対
照
表
｣
(試
案
)
の
有
意
性

･
有
効
性
を
更
に

検
討
し
、
引
き
続
き
評
価
･
改
善
。

･
特
別
会
計
に
関
し
、
特
殊
法
人
と
の
連
結
を
も
含

め
た

｢公
的
サ
ー
ビ
ス
コ
ス
ト
負
担
計
算
書
｣
等

に
つ
い
て
も
同
様
の
評
価
･
改
善
。

②

特
殊
法
人
等
の
会
計
処
理

･
独
立
行
政
法
人
に
つ
い
て

｢行
政
サ
ー
ビ
ス
実
施

コ
ス
ト
計
算
書
｣
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
こ
と
等
に
か
ん
が
み
、
特
殊
法
人
の
会
計
処

理
の
見
直
し
。

③

独
立
行
政
法
人
の
外
部
監
査

･
外
部
監
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
独
立
行
政

法
人
の
範
囲
に
つ
い
て
、
平
成
三
一年
五
月
の
通

則
政
令
の
実
施
状
況
を
見
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て

見
直
し
。

公
益
法
人
に
対
す
る
行
政
の
関
与
の
在
り
方
の
改
革

①

委
託
等
、
推
薦
等
に
係
る
事
務
･
事
業
の
見
直
し

･
国
か
ら
公
益
法
人
が
委
託
等
を
受
け
て
い
る
検

査
･
認
定
･
資
格
付
与
等
に
つ
い
て
見
直
し
た
上
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で
、
国
の
関
与
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
国
又
は

独
立
行
政
法
人
へ
の
事
務
移
管
。

こ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
の
関
与
を
廃

止
す
る
な
ど
を
措
置
。

②

財
政
負
担
の
縮
減
･
合
理
化

･
公
益
法
人
が
、
国
か
ら
の
補
助
金
等
を
更
に
分

配
･
交
付
す
る
も
の
は
、
当
該
補
助
金
等
を
整

理
･
統
合
の
上
、
国
又
は
独
立
行
政
法
人
が
分

配
･
交
付
。

･
公
益
法
人
の
総
収
入
に
対
し
、
国
か
ら
の
補
助
金

等
が
大
部
分
を
占
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
必
要

性
等
に
つ
い
て
精
査
を
行
い
、
当
該
事
務
･
事
業

を
整
理
の
上
、
国
又
は
独
立
行
政
法
人
が
事
務
･

事
業
を
行
う
。

③

措
置
期
限
･
経
過
措
置
等

(略
)

④

地
方
公
益
法
人
に
係
る
措
置

(略
)

二

地
方
分
権
の
推
進

①

市
町
村
合
併
の
推
進

･
与
党
行
財
政
改
革
推
進
協
議
会
に
お
け
る
方
針

(｢市
町
村
合
併
後
の
自
治
体
数
一
、
0
0
0
を
目

標
と
す
る
｣)
を
踏
ま
え
て
、
自
主
的
な
市
町
村

合
併
を
積
極
的
に
推
進
。

･
合
併
促
進
の
た
め
の
行
財
政
措
置
の
充
実
を
図

る
。
(
一
三
年
度
予
算
に
お
け
る
財
政
支
援
、
合

権
推
進
計
画
｣
等
を
踏
ま
え
、
統
合
補
助
金
の
一

併
支
援
体
制
の
整
備
、
住
民
発
議
制
度
の
拡
充
、

の
広

を
図
る
。

交
付
税
措
置
等
の
財
政
上
の
措
置
な
ど
)

･
市
町
村
合
併
の
推
進
に
地
域
住
民
の
意
思
を
反
映

さ
せ
る
仕
組
み
と
し
て
住
民
投
票
制
度
を
制
度

もしIuo

②

国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
在
り
方
と
地
方
税
財
源

の
充
実
確
保

･
国
と
地
方
の
役
割
分
担
に
応
じ
た
国
庫
補
助
負
担

金
の
整
理
合
理
化
、
国
の
事
務
事
業
の
移
譲
等
の

推
進
。

･
課
税
自
主
権
を
尊
重
し
つ
つ
、
地
方
税
の
充
実
確

保
を
図
る
必
要
か
ら
の
、
税
収
の
安
定
性
を
備
え

た
地
方
税
体
系
の
構
築
を
推
進
。

･
国
と
地
方
の
役
割
分
担
を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
景

気
が
本
格
的
な
回
復
軌
道
に
乗
っ
た
段
階
に
お
い

て
、
国
と
地
方
の
税
源
配
分
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
検
討
は
国
･
地
方
を
通
ず
る
財
政
構
造
改
革
の

議
論
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
。

③

国
庫
補
助
負
担
金
の
整
理
合
理
化

･
国
庫
補
助
負
担
金
に
つ
い
て

｢地
方
分
権
推
進
計

画
｣
等
を
踏
ま
え
、
制
度
改
正
を
含
め
施
策
･
事

業
そ
の
も
の
の
見
直
し
等
に
よ
り
整
理
合
理
化
を

推
進

(平
成
一
三
年
度
は
｢そ
の
他
補
助
金
等
｣

を
一
割
削
減
)。

･
｢中
央
省
庁
等
改
革
基
本
法
｣、
｢第
二
次
地
方
分

層
の
拡
充
を
図
る
。

④

第
三
セ
ク
タ
ー
、
地
方
公
社
、
地
方
公
営
企
業
等

の
改
革

･
第
三
セ
ク
タ
ー
等
に
つ
い
て
、
経
営
状
況
の
実
態

調
査
、
経
営
基
盤
強
化
の
た
め
の
計
画
策
定
等
の

要
請
な
ど
、
経
営
改
善
の
た
め
の
積
極
的
な
取
組

み
を
促
進
。

･
国
に
お
け
る
独
立
行
政
法
人
化
の
実
施
状
況
等
を

踏
ま
え
、
独
立
行
政
法
人
制
度
の
地
方
へ
の
導
入

を
検
討
。

⑤

地
方
行
革

(略
)

⑥

国
と
地
方
と
の
間
の
人
事
交
流

(略
)

三

規
制
改
革
の
推
進

①

新
た
な
三
か
年
計
画
の
策
定

･
規
制
改
革
委
員
会
の
見
解
、
｢経
済
構
造
の
変
革

と
創
造
の
た
め
の
行
動
計
画
｣、
｢I
T
国
家
戦
略
｣

等
を
踏
ま
え
て
、
平
成
一
二
年
度
末
ま
で
に
新
た

な
規
制
改
革
推
進
三
か
年
計
画
を
策
定
。

･
積
極
的
に
各
分
野
の
規
制
改
革
の
推
進
に
取
組

み
、
競
争
政
策
の
積
極
的
な
展
開
を
図
る
。
ま
た
、

国
民
の
安
全
を
確
保
す
る
見
地
か
ら
、
企
業
に
お

け
る
自
己
責
任
体
制
を
確
立
し
、
情
報
公
開
の
徹
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底
を
図
る
。

【I
T
関
連
】
規
制
改
革
委
員
会
の
見
解
、
｢I

T
国
家
戦
略
｣
等
を
踏
ま
え
て
、
各
分
野
に
お

い
て
I
T
改
革
推
進
の
た
め
の
規
制
改
革
を
積

極
的
に
推
進
。

な
ど

②

電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
競
争
政
策
の
在
り
方

(略
)

③

新
た
な
規
制
改
革
推
進
体
制

･
経
済
社
会
の
構
造
改
革
の
視
点
も
含
め
、
幅
広
く

規
制
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
新
た
な
審
議
機
関

の
内
閣
府
へ
の
設
置
を
検
討
。

四

行
政
事
務
の
電
子
化
等
電
子
政
府
の
実
現

①

国
民
、
企
業
と
行
政
と
の
間
の
情
報
化

･
平
成
一
五
年
度
ま
で
に
申
請
･
届
出
等
手
続
約
一

万
件
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン

化
。
平
成
一
三
年
度
夏
ま
で
に
新
た
な
ア
ク
シ
ョ

ン

･
プ
ラ
ン
を
策
定
。

･
行
政
手
続
等
に
関
す
る
総
合
窓
口
シ
ス
テ
ム
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
輸
出
入
及
び
港
湾
諸
手
続
な

ど
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
。

･
政
府
調
達
手
続
に
つ
い
て
、
非
公
共
事
業
は
平
成

一
五
年
度
、
公
共
事
業

(国
土
交
通
省
)
は
平
成

一
六
年
度
ま
で
に
電
子
化
を
図
る
。
(平
成
一
三

年
度
一
部
実
施
)

②

行
政
の
事
務
･
事
業
の
情
報
化

･
平
成
一
四
年
度
ま
で
に
各
省
庁
内
部
事
務
の
過
半

を
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
。

･
行
政
機
関
内
の
各
種
情
報
の
積
極
的
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
。

③

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
そ
の
他
の
環
境
整
備

･
平
成
三
一年
中
に
策
定
す
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
一
層
の
充
実
･
強
化
。

･身
近
な
場
所
に
端
末
機
器
を
配
備
し
て
行
政
手
続

の
電
子
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
り
、
誰
も
が
使

い
や
す
い
機
器
等
の
改
善
。

④

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
情
報
化
の
推
進

･
地
方
公
共
団
体
を
相
互
に
接
続
す
る
総
合
行
政
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
平
成
一
五
年
度
ま
で
に
構
築
す
る

よ
う
要
請
。
ま
た
、
速
や
か
に
霞
ヶ
関
W
A
N
と

の
接
続
を
図
る
。

五

中
央
省
庁
等
改
革
の
的
確
な
実
施

省
庁
再
編
の
メ
リ
ッ
ト
発
揮
等

①

運
営
･
施
策
の
融
合
化
方
針

･
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
居
住
環
境
整
備
ま
で
を

対
象
と
し
た
国
土
の
適
正
な
整
備
･
管
理
。
交
通

施
設
、
交
通
サ
ー
ビ
ス
が
一
体
と
な
っ
た
総
合
的

な
交
通
体
系
の
整
備
。
社
会
資
本
の
整
合
的
、
効

率
的
整
備
の
推
進
。
(国
土
交
通
省
)

な
ど

②

郵
政
事
業

(略
)

行
政
の
組
織
･
事
務
の
減
量
･
効
率
化

･
｢減
量
･
効
率
化
計
画
｣
等
に
基
づ
く
行
政
組
織

等
の
減
量
･
効
率
化
の
着
実
な
実
施
。

･
独
立
行
政
法
人
化
に
向
け
た
具
体
的
措
置
。

･
実
施
方
針
の
雛
型
の
早
期
提
示
等
P
F
I
事
業
の

具
体
化
及
び
今
後
の
積
極
的
活
用
に
向
け
た
取
組

み
を
推
進
。

六

既
往
閣
議
決
定
等
の
推
進

･
行
政
改
革
の
推
進
に
関
し
、
既
定
方
針
に
基
づ
く

諸
改
革
の
前
倒
し
を
含
む
着
実
、
迅
速
な
実
施
を

図
る
。

･
今
後
に
お
い
て
改
革
の
推
進
を
要
す
る
諸
問
題
、

行
政
監
察
及
び
行
政
評
価
等
に
よ
る
勧
告
等
、
会

計
検
査
院
の
決
算
検
査
報
告
に
お
け
る
指
摘
事
項

に
つ
い
て
所
要
の
施
策
の
検
討
、
具
体
化
に
努
め

る
。今

後
に
お
け
る
行
政
改
革
の
推
進
体
制

七
本
行
政
改
革
大
綱
の
集
中
的
実
施
の
た
め
、
内
閣

総
理
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
新
た
な
行
政
改
革
推

進
本
部
を
設
置
。
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(参考) 最近における主な行政改革関係閣議決定等

年 月 日 主な行政改革関係閣議決定等

昭和57年 9月24日 ｢今後における行政改革の具体化方策について｣ (閣議決定)

(臨時行政調査会第3次答申の改革課題の具体化方策)

昭和58年 5月24日 ｢臨時行政調査会の最終答申後における行政改革の具体化方策について｣
(閣議決定)
(臨時行政調査会答申 (第 3次 ･第 5次) の当面の改革事項及び既定方針の

具体化方策)

昭和59年 1月25日 ｢行政改革に関する当面の実施方針について｣ (閣議決定)
(｢今後における行政改革の具体化方策について｣ 及び ｢臨時行政調査会の最
終答申後における行政改革の具体化方策について｣に基づく当面の実施方針)

昭和59年12月29日 ｢行政改革の推進に関する当面の実施方針について｣ (閣議決定)
(昭和60年度において講ずべき措置を中心とする当面の実施方針)

昭和60年 9月24日 ｢当面の行政改革の具体化方策について｣ (閣議決定)

(第一次臨時行政改革推進審議会の ｢行政改革の推進方策に関する答申｣ の

具体化方策)

昭和60年l2月28日

昭和6l年12月30日

昭和62年12月28日

平成元年12月29日

平成 2年12月29日

平成 3年12月29日

平成 4年12月29日

(閣議決定)
(昭和61年度以降、 平成 5年度までの各年度において講ずべき措置を中心、
とする行政改革の実施方針う

平成 6年 2月15日 ｢今後における行政改革の推進方策について｣ (閣議決定)

(第三次臨時行政改革推進審議会最終答申後の行政改革の中期的な推進方策)

平成 6年12月25日 ｢当面の行政改革の推進方策について｣ (閣議決定)

(平成 7年度を中心とする当面の行政改革の実施方策)

平成 7年12月25日 ｢当面の行政改革の推進方策について｣ (閣議決定)
(平成 8年度を中心･とする当面の行政改革の実施方策)

平成 8年12月25日 ｢行政改革プログラム｣ (閣議決定)

(20世紀中に計画的に実施すべき行政改革の措置)

平成11年 4月27日 ｢中央省庁等改革の推進に関する方針｣ (中央省庁等改革推進本部決定)
(スリム化計画等省庁再編に関する事項や政策評価、 国家公務員制度改革等

の改革方針)
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青
森
県
◎
『週
睡
⑳
整
備
に
関
す
る
ヲ
圃
ダ
リ
▲
』

;

明
日
へ
確
か
な
来
乗
を
運
ぶ

青
い
森

の
ハ
ー
テ
ィ
圓
ー
ド
翻
$

青
森
県
土
木
部
道
路
建
設
課

一

は
じ
め
に

青
森
県
は
本
州
最
北
端
に
位
置
し
、
三
方
を
海
に
囲
ま

れ
、
県
中
央
に
は
南
北
に
八
甲
田
山
系
が
連
な
っ
て
い
る

た
め
、
長
い
海
岸
線
や
山
岳
、
湖
沼
な
ど
、
変
化
に
富
ん

だ
地
形
と
な
っ
て
お
り
、
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
、
津

軽
国
定
公
園
、
下
北
半
島
国
定
公
園
や
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
目
神
山
地
な
ど
、
す
ぐ
れ
た
自
然
が
よ
く
保
た
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
国
の
風
土
は
、
独
特
の
歴
史
、
文
化
を
育
み
、

三
内
丸
山
遺
跡

(写
真
1
)
に
代
表
さ
れ
る
縄
文
文
化
や

城
、
神
社
、
仏
閣
な
ど
の
史
跡
、
さ
ら
に
は
昔
の
生
活
様

式
を
伝
え
る
伝
統
的
町
並
み
な
ど
、
県
内
各
地
に
す
ぐ
れ

た
歴
史
的
･
文
化
的
環
境
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
土
面
積
は
約
九
、
六
〇
六
蝸
、
人
口
は
約
一
四
八
万

写真 1 青森市三内丸山遺跡

人
で
、
そ
の
内
青
森
市
、
八
戸
市
、
弘
前
市
の
三
市
だ
け

･
首
都
圏
か
ら
遠
隔
地
で
あ
る

で
、
県
人
口
の
約
五
0
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

･
県
中
央
に
位
置
す
る
八
甲

二

青
森
県
の
現
状
と
課
題

青
森
県
の
地
理
的
･
地
形
的
な
現
状
は
、

･
県
中
央
に
位
置
す
る
八
甲
田
山
系
に
よ
り
津
軽
地
域

と
南
部
地
域
が
分
断
さ
れ
て
い
る

･
津
軽
･
下
北
の
両
半
島
は
、
県
土
の
面
積
の
四
割
弱

を
占
め
て
い
る

･
全
県
が
豪
雪
地
帯
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
約
二
割

は
特
別
豪
雪
地
帯
で
あ
る

等
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

加
え
て
産
業
構
造
が
脆
弱
で
あ
る
こ
と
か
ら
所
得
水
準

が
低
く
、
こ
れ
ら
に
伴
っ
て
出
稼
ぎ
で
の
若
年
層
の
流
出

1

な
ど
に
よ
る
人
口
減
少
･
高
齢
化
の
進
行
が
著
し
く
、
さ

"

ら
に
、
歴
史
的
背
景
な
ど
か
ら
青
森
、
弘
前
、
八
戸
へ
の

セ行

三
極
集
中
が
進
み
分
立
化
し
て
い
る
等
の
こ
と
が
挙
げ
ら

遣

れ
ま
す
。

0

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
の
脱
却
が
地
域
整
備
を
図
る
う

6



え
で
非
常
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
。

三

青
森
県
の
道
路
現
況

青
森
県
の
道
路
網
は
、
東
北
縦
貫
自
動
車
道
弘
前
線

同
八
戸
線
を
骨
格
に
、
直
轄
管
理
で
あ
る
国
道
四
号
･
七

号
･
四
五
号
･
一
〇
四
号

(
一
部
)
の
各
路
線
と
、
県
管

理
で
あ
る
国
道
一
〇
一
号
･
一
〇
二
号
･
一
〇
三
号
･
一

〇
四
号

(
一
部
)

･
二
七
九
号

･
二
八
〇
号
･
二
八
二

号
･
三
三
八
号
･
三
三
九
号
･
三
四
〇
号
･
三
九
四
号
･

四
五
四
号
の
十
二
路
線
の
、
合
計
一
五
路
線
延
長
約
一
、

三
三
四
如
の
国
道
が
道
路
網
の
基
幹
を
な
し
、
こ
れ
に
加

え
て
主
要
地
方
道
四
七
路
線
、
一
般
県
道
一
八
五
路
線
の

総
延
長
約
二
、
四
〇
二
皿
が
こ
れ
ら
国
道
等
と
有
機
的
に

印

連
結
さ
れ
、
県
内
の
幹
線
道
路
網
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

月

高
規
格
幹
線
道
路
の
う
ち
、
東
北
縦
貫
自
動
車
道
弘
前

鮮

線
は
す
で
に
全
線
供
用
さ
れ
て
お
り
･

八
戸
線
に
つ
い
て

職

も
、
岩
手
県
安
代
J
C
T
~
八
戸
J
C
T
間
が
供
用
さ
れ

　ト大

て
お
り
ま
す
。
未
供
用
区
間
の
八
戸
市
~
青
森
市
間
の
う

汪

ち
八
戸
市
内
約
一
四
蝿
、
青
森
市
内
約
一
六
如
に
つ
い
て

糊

は
、
現
在
日
本
道
路
公
団
に
よ
り
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

鰯

る
も
の
の
･

残
る
約
六
九
皿
が
い
ま
だ
基
本
計
画
区
間
の

駒

ま
ま
に
な
っ
て
お
り
ま
す
o

飜

一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
八
戸
･
久
慈
目

実 延 長 改 良 率

国 道 1
,
333

.
6k m 85

,
6 %

指 定 区 間 如猟 碗100

指 定 区 間 外 懸“斡 彫視

県 道 獅劾 彫"
合 如弼幻 彫69

さ
ら
に
、
こ
れ
を
補
完
す
る
地
域
高
規
格
道
路
は
、
計

画
路
線
二
路
線
約
七
○
如
、
候
補
路
線
一
路
線
約
六
〇
如

が
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
弘
前
黒
石
I
.

C
連
絡
道
路
及
び
下
北
半
島
縦
貫
道
路
の
整
備
を
進
め
て

6

お
り
ま
す
。

セ行道

(平成12年12月20日)　

　

　県

　
　

　

坤
靴
◎
-

-

-

-

晴

地域高規格道路

下北半島縦貫道路 弘前黒石I
.
C連絡道路 西津軽能代沿岸道路

候補路線延長 60k m 1ok m 90 (60) k m

面路線延長 26k m 蹴約 ー
調査区間延長 16k m ー 一
整備区間延長 18k m 庖 一
供用延長 ー 知 一

内

高規格幹線道路 (東北縦貫自動車道)

　　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

)

“
線

物

目

の

青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

難
物
“

』

-

平

八

)

一般国道自動車専用道路 (平成12年12月20日)

津軽自動車道 八戸久慈自動車道

基本計画延長 15k m 29 (2) k m

整備計画延長 猟 皿贓18

供用延長 ー 皿
総延長 蹴35 騙⑧50

八 戸 線 弘 前 線

基本計画延長 69k m

整備計画延長 緻 蹴57

供用延長 帥14 蝿約

総延長 短113 如57

動
車
道
の
八
戸
南
環
状
道
路
、
八
戸
南
道
路
、
計
約
一
八

虹
と
津
軽
自
動
車
道
の
浪
岡
五
所
川
原
道
路
約
一
五
蹴
に

つ
い
て
は
国
直
轄
事
業
に
よ
り
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り



四

青
森
県
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
道
路
整
備
の

基
本
方
針

青
森
県
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

｢新
青
森
県
長
期
総
合
プ
ラ

ン
｣
に
お
い
て
は
、
二
一
世
紀
の
新
し
い
青
森
県
づ
く
り

に
向
け
て
、
世
界
と
我
が
国
の
社
会
･
経
済
潮
流
を
正
し

く
見
据
え
た
う
え
で
、
こ
れ
ま
で
の
本
県
の
歩
み
や
、
社

会
変
化
に
伴
っ
て
生
じ
た
新
た
な
時
代
の
要
請
の
中
で
、

本
県
の
持
つ
可
能
性
を
最
大
限
に
活
か
し
て
い
く
た
め
、

｢
ニ
ュ
ー
･
ル
ネ
サ
ン
ス
ー
人
間
性
復
活
ー
｣
を
基
本
理

念
と
し
、
｢自
然
｣
と
生
き
る
･
｢福
祉
｣
を
興
す
･

｢文
化
｣
を
耕
す
･
｢地
域
｣
輝
く
青
森
県
を
県
民
総
参

加
の
も
と
進
め
る
も
の
で
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
次

の
四
つ
の

｢め
ざ
す
べ
き
社
会
像
｣
に
集
約
し
基
本
計
画

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

①

悠
々
･
安
心
･
快
適
社
会

②

未
来
力
あ
ふ
れ
る
社
会

③

彩
り
あ
る
美
し
い
社
会

④

出
逢
い
創
造
社
会

ま
た
、
｢青
森
県
広
域
道
路
整
備
基
本
計
画
｣
に
お
い

て
は
、
県
の
現
状
を
踏
ま
え
地
域
交
流
促
進
の
た
め
の
将

来
目
標
を
、

･
県
都
青
森
市
と
地
方
生
活
圏
中
心
都
市
間

･
地
方
生
活
圏
中
心
都
市
と
圏
域
内
市
町
村

･
高
規
格
道
路
I
C
へ
の
到
達
時
間

そ
れ
ぞ
れ
概
ね
一
時
間
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

　
　
　
　
　　

桾
報
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新青森県長期総合プラン



地方生活圏中心都市間の現況連絡時間図

五

道
路
の
整
備
に
関
す
る
ブ
□
グ
ラ
ム

｢青
森
県
の
道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
は
、

平
成
一
〇
年
五
月
二
九
日
閣
議
決
定
さ
れ
た
国
の

｢新
道

二次生活圏中心都市までの現況連絡時間と将来目標

15分圏

路
整
備
五
箇
年
計
画

(平
成

一
〇
年
度
~
平
成
一
四
年

度
)｣
を
受
け
て
、
道
路
整
備
の
透
明
性
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
計
画
的
･
効
率
的
な
整
備
を
図
る
目
的
で
、
平

成
一
〇
年
度
か
ら
平
成
一
九
年
度
ま
で
に
行
う
主
要
な
道

高速 ICへの現況連絡時間と将来目標
路
整
備
箇
所
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
、
平
成
一
一
年
一
二

月
に
公
表
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
県
の
課
題
、
県
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
、県
の
広
域
道
路
整
備
基
本
計
画
の
将
来
目
標
を
基
に
、

青森県の道路整備目標

も報

ぜh

道チテセ 2001,1 63



｢県
民
の
声
｣、
｢懇
談
会
な
ど
か
ら
の
提
言
｣
を
踏
ま
え
、

･
交
通
事
故
の
な
い
安
全
な
道
路
へ
の
改
善

ふ
た
つ
の
基
本
方
針

｢生
活
道
路
か
ら
国
土
幹
線
道
路
ま

で
道
路
機
能
に
対
応
し
た
道
路
網
整
備
｣
･
｢青
森
県
の

課
題
と
個
性
に
対
応
し
た
道
路
整
備
｣
を
柱
に
道
路
整
備

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
各
施
策
の
代
表
事
例
と
す

る
三

一
箇
所
の
事
業
箇
所
を
次
の
と
お
り
記
載
し
ま
し

た
。

1

生
活
道
路
か
ら
国
土
幹
線
道
路
ま
で
道
路
機
能
に
対

応
し
た
道
路
網
整
備

○
高
齢
者
･
子
供
に
配
慮
し
、
障
害
者
の
社
会
参
加
を
支

援
す
る
道
路

･
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
道
路
整
備

･
歩
行
空
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

[街
路
事
業
･
下
白
銀
町
亀
の
甲
町
線

(弘
前
公
園
周

辺
地
区
)
他
一
工
区
]

○
災
害
に
つ
よ
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
道
路

地
震
な
ど
の
災
害
に
強
く
、
緊
急
活
動
を
支
え
る
道
路

整
備

写真2 地域高規格道路 国道102号弘前尾上道路

[橋
梁
補
修
事
業
･
国
道
一
〇
一
号

(湊
大
橋
)
他
一

〇
工
区
]

○
青
森
･
津
軽
･
南
部
･
下
北
の
連
携
を
支
援
す
る
道
路

･
地
方
生
活
圏
中
心
都
市
間
の
連
携
を
支
援
す
る
道
路
整
備

･
地
域
の
中
心
都
市
と
の
連
携
を
支
援
す
る
道
路
整
備

県
土
東
西
横
断
軸
の
道
路
網
の
強
化

[道
路
改
築
事
業
･
国
道
一
〇
二
号
弘
前
尾
上
道
路
他

一
七
工
区
]
(写
真
2
)

○
北
東
･
日
本
海
国
土
軸
及
び
環
日
本
海
国
際
交
流
圏
の

形
成
を
支
援
す
る
道
路

･
高
規
格
幹
線
道
路
網
等
の
整
備

[東
北
縦
貫
自
動
車
道
八
戸
線

(八
戸
J
C
T
~
八
戸

北
I
C
)
他
七
工
区
]
(写
真
3
)

64 道行セ 2001.

日
本
で
は
、
著
し
い
少
子
･
高
齢
化
が
進
行
し
て

お
り
、
特
に
青
森
県
は
高
齢
化
の
進
展
が
著
し
く
な

っ
て
い
る
。
ま
た
障
害
者
の
よ
り
多
い
社
会
参
加
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
潮
流
に
対

応
す
る
た
め
、
歩
行
者
が
主
役
と
な
る
、
ま
た
誰
で

も
が
使
い
や
す
い
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
や
交
通
事
故
な
ど
の
人
的
災

害
か
ら
、県
民
を
守
る
た
め
の
道
路
整
備
を
推
進
す
る
。

特
に
地
震
な
ど
に
強
く
、
緊
急
活
動
を
支
援
す
る
道

路
の
整
備
を
重
点
的
に
促
進
す
る
。

青
森
県
は
広
い
県
土
を
有
し
、
ま
た
奥
羽
山
脈
の
存

在
や
半
島
の
存
在
な
ど
に
よ
り
、
地
域
間
の
連
絡
性
は

必
ず
し
も
良
い
と
は
い
え
な
い
面
が
あ
る
。
青
森
県
の

活
性
化
の
た
め
に
は
、
地
域
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。

特
に
青
森
･
津
軽
･
南
部
･
下
北
の
連
携
を
支
援
す

る
県
土
東
西
横
断
軸

(県
土
東
西
連
絡
道
路
)
の
整
備

を
重
点
的
に
促
進
す
る
。

青
森
県
は
、
新
た
な
国
土
軸
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
北
東
国
土
軸
と
日
本
海
国
土
軸
と
の
要
衝
に
位

置
し
、
ま
た
環
日
本
海
国
際
交
流
圏
に
お
け
る
拠
点

性
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
内
外
の
交
通
拠
点

と
し
て
の
発
展
を
支
援
す
る
道
路
整
備
を
推
進
す
る
。

特
に
県
土
の
骨
格
を
形
成
す
る
東
北
縦
貫
自
動
車

道
を
補
完
し
、
一
体
と
な
っ
て
機
能
す
る
道
路
の
整

備
を
重
点
的
に
促
進
す
る
。



写真3 高規格幹線道路

い
瀞
~̂

“鍼

風

○
雪
に
強
い
道
路

東北縦貫自動車道八戸線 (八戸北IC付近)

･
冬
期
自
動
車
交
通
の
確
保

･
冬
期
歩
行
空
間
の
確
保

･
除
排
雪
の
充
実
と
工
夫

2

青
森
県
の
課
題
と
個
性
に
対
応
し
た
道
路
整
備

○
街
の
特
性
･
県
の
特
性
を
活
か
し
、
既
存
道
路
空
間
を

活
用
し
た

『育
て
る
道
』

･
地
域
と
行
政
･
行
政
相
互
の
連
携
に
よ
る
道
路
整
備

･
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
促
進
す
る
道
路
整
備

[電
線
共
同
溝
事
業
･
国
道
一
〇
三
号

(橋
本
-
勝
田

地
区
)
他
五
工
区
]

ヱ※‘こ
れ"≦*

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　

写真4 国道394号 (城ヶ倉工区)

○
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
自
然
資
源
を
有
効
活
用
し
た
道

路自
然
環
境
を
優
先
し
た
道
路
整
備

文
化
観
光
立
県
を
支
援
す
る
道
路
整
備

道キテセ 2001.1 65

写真5 国道339号小泊山拡幅

[特
殊
改
良
一
種
事
業
･
国
道
三
三
九
号
小
泊
山
拡
幅

他
一
人
工
区
]
(写
真
5
)

[防
雪
事
業
･
国
道
三
九
四
号

(城
ヶ
倉
工
区
)
他
八

工
区
]
(写
真
4
)

　　

　

　　　
　
　
　
　　
　　
　
　
　

　
　
　　
　　　

増
大

･
多
様
化
す
る
道
路
交
通
需
要
に
対
し
、
道

路
整
備
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
地
域
と
の
協
力
の
も
と
に
、
道
の
有

効
利
用
の
方
法
を
検
討
し
、
ソ
フ
ト
的
な
施
策
も
合

わ
せ
て
、
既
存
道
路
の
有
効
利
用
を
図
る
施
策
を
推

進
す
る
。

国
内
で
も
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
青
森
県
に
と

っ
て
、
冬
期
交
通
確
保
は
極
め
て
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
雪
の
降
ら
な
い
地
域
と
同
じ
よ
う
に
生
活

が
で
き
る
よ
う
、
総
合
的
な
雪
道
対
策
を
実
施
す
る
。

特
に
冬
期
閉
鎖
区
間
の
解
消
な
ど
、
冬
期
自
動
車

交
通
を
確
保
す
る
道
路
の
整
備
を
重
点
的
に
促
進
す

る
o

青
森
県
に
は
、
世
界
的
ま
た
全
国
的
に
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
貴
重
な
自
然
資
源
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
豊
か
な
自
然
を
守
り
な
が
ら
、
観
光
産
業
の
発

展
を
支
援
す
る
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

特
に
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
観
光
産
業
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
振
興
を
支
援
す
る
た
め
、
半
島
循
環

道
路
等
の
整
備
を
重
点
的
に
促
進
す
る
。



○
産
業
立
地
･
地
域
活
性
化
･
生
活
利
便
性
の
向
上
を
図

る
道
路

･
交
通
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
な
ど
、
産
業
の
発
展
を

支
援
す
る
道
路
整
備

･
半
島
部
の
道
路
網
の
強
化

を

渋
滞
ポ
イ
ン
ト
の
解
消
に
よ
り
交
通
の
円
滑
化
を
図
る

道
路
整
備

産
業
の
集
積
は
青
森
県
の
重
要
課
題
で
あ
り
、
地

理
的
な
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
を
克
服
し
、
産
業
の
活
性

化
を
支
援
す
る
道
路
整
備
を
推
進
す
る
。

特
に
物
流
拠
点
･
産
業
拠
点
と
高
規
格
幹
線
道
路

と
の
ア
ク
セ
ス
強
化
な
ど
に
対
し
重
点
的
な
整
備
を

促
進
す
る
。
ま
た
、
都
市
に
お
け
る
生
活
の
利
便
性

向
上
に
寄
与
す
る
環
状
道
路
等
の
整
備
を
重
点
的
に

促
進
す
る
。

[道
路
改
築
事
業
･
国
道
三
三
人
号
む
つ
バ
イ
パ
ス
他

三
五
工
区
]
(写
真
6
)

写真 6 国道338号むつバイパス

六

お
わ
り
に

今
年
二
月
八
日

(木
)
~
二
月
一
〇
日

(土
)
青
森
市

に
お
い
て
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
、
青
森
県
、

青
森
市
、
(社
)
雪
セ
ン
タ
ー
の
共
催
に
よ
り
、
｢ゆ
き
み

ら
い
2
0
0
1

雪
の
新
世
紀
･
青
森
｣
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
克
雪
･
利
雪
技
術
の
現
状
や
課
題
、
雪
に
つ

よ
い
地
域
づ
く
り
、
雪
国
文
化
を
活
用
し
た
観
光
や
産
業

の
振
興
な
ど
雪
国
の
現
状
や
未
来
に
つ
い
て
一
般
市
民
や

研
究
者
、
行
政
担
当
者
等
が
意
見
交
換
や
情
報
交
換
を
行

い
、
相
互
に
交
流
や
連
携
を
促
進
す
る
と
と
も
に
雪
の
な

い
地
域
に
向
け
て
情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
こ
の
機
会
に
青
森
県
に
お
立
ち

寄
り
下
さ
れ
る
こ
と
を
、心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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当
駅
は
群
馬
県
下
人
番
目
の
道
の
駅
と
し
て
平
成

九
年
五
月
開
駅
致
し
ま
し
た
。

群
馬
県
の
北
端
、
沼
田
市
か
ら
金
精
峠
を
越
え
て

日
光
へ
通
ず
る
国
道
三
一〇
号
線
沿
い
で
、
関
越
道

沼
田
I
C
か
ら
日
光
･
尾
瀬
方
面
へ
四
･
五
如
、
車

で
の
所
要
時
間
約
一
〇
分
の
所
で
す
。

観
光
の
拠
点
、
グ
ッ
ド
タ
イ
ミ
ン
グ
の
休
憩
地

国
道
一
二
〇
号
線
は
沼
田
市
か
ら
日
光
東
照
宮
ま

で
の
約
一
一
〇
顔
、
日
光
国
立
公
園
を
横
断
す
る
観

　　　　　　　
　　　

総
て、

　　
　

道の駅 ｢白沢｣ メイン施設 白沢高原温泉望郷の湯

光
道
路
で
、
当
駅
か
ら
奥
日
光
戦
場
ヶ
原
ま
で
約
一

時
間
、
日
光
東
照
宮
ま
で
は
約
一
時
間
三
〇
分
。
尾

瀬
ハ
イ
キ
ン
グ
鳩
待
峠
ま
で
約
一
時
間
と
至
近
距
離

に
あ
り
、
ま
た
、
関
越
道
練
馬
I
C
か
ら
も
約
一
時

間
三
〇
分
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
憩
に
最
も
適
し
た

道
の
駅
で
す
。
更
に
、
長
野
県
上
田
市
か
ら
栃
木
県

宇
都
宮
市
を
結
ぶ
、
信
越
と
関
東
北
部
の
観
光
ル
ー

ト

｢日
本
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
｣
の
中
心
点
に
も
位

置
し
て
い
ま
す
。

当
地
方
は
、
日
光
国
立
公
園
は
じ
め
、
三
国
峠
や

金
精
峠
、
ま
た
、
谷
川
連
峰
に
続
き
、
武
尊
山
や
日

光
白
根
山
及
び
赤
城
山
な
ど
、
二
、
○
○
o
m
級
の

山
々
に
囲
ま
れ
、
ま
た
、
学
術
的
に
も
貴
重
な
尾
瀬

や
、
湖
沼
の
部
全
国
百
選
第
一
位
の
丸
沼
、
菅
沼
な

ど
自
然
美
と
、
至
る
所
に
温
泉
が
湧
出
す
る
リ
ゾ
ー

ト
の
メ
ッ
カ
と
言
っ
た
地
域
で
す
。

こ
う
し
た
大
自
然
の
恵
み
を
受
け
て
、春
の
新
緑
、

夏
の
避
暑
、
秋
は
二
ヶ
月
程
も
楽
し
め
る
紅
葉
狩
り
、

冬
は
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
若
者
達
と
年
間
を

通
じ
て
行
楽
客
で
賑
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

五
m
強
の
敷
地
に
一
五
〇
台
を
越
す
大
駐
車
場
と

各
種
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
施
設

当
道
の
駅

｢白
沢
｣
は
、
こ
う
し
た
大
自
然
に
囲

ま
れ
、
特
に
片
品
川
河
岸
段
丘

(高
低
差
約
二
0
O

m
、
幅
約
一
･
五
如
、
長
さ
約
一
○
蝋
の
中
央
部
分
)

シ リースぐ

『遭の駅』

日光国立公園への玄関口
関越高速自動車道沼田 I C から約4.5k m lo分

遣の駅 ｢白沢｣ (群馬県)

駅長 高橋三千明



の
断
崖
上
に
あ
っ
て
三
六
〇
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
は
旅

人
の
心
を
和
ま
せ
る
に
十
分
で
す
。

ま
た
、
周
辺
路
上
に
適
当
な
車
留
り
が
な
く
、
特

に
当
地
域
は
景
観
良
好
な
為
、
小
休
憩
な
ど
路
肩
駐

車
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
当
駅
オ
ー
プ
ン
に
よ
り

(当
駅
は
国
道
か
ら
一
〇
0
m
程
入
っ
て
、
清
閑
な｢白沢｣ メイン施設から見た駐車場の一部

地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
)
家
族
連
れ
の
ド
ラ
イ
バ
ー

な
ど
も
安
心
し
て
休
め
る
事
か
ら
、
路
肩
駐
車
の
減

少
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
に
大
型
車
五
台
、
マ
イ
カ
ー
一
五
〇
台
を

越
す
大
駐
車
場
を
備
え
、
日
帰
り
の

｢白
沢
高
原
温

泉
望
郷
の
湯
｣
、
農
家
自
主
出
荷
の

｢地
域
特
産
物

即
売
所
、
座
･
白
沢
｣
｢レ
ス
ト
ラ
ン
望
郷
｣
｢展
望

台
｣、
｢屋
外
ス
テ
ー
ジ
｣
遊
具
を
備
え
た

｢小
公
園
｣

及
び

｢自
由
休
憩
所
｣
な
ど
を
配
し
て
お
り
ま
す
。

日
帰
り
温
泉
望
郷
の
湯
は
、
湧
出
温
度
邸
度
C
、

ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
で
無
色
透
明
、
肌
が
な
め
ら

か
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
美
人
の
湯
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
館
内
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
も
う
け
、

村
民
の
文
化
活
動
を
紹
介
す
る
な
ど
ご
好
評
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
首
都
圏
を
中
心
に
遠
く
関
西
方
面
か

ら
も
入
湯
客
が
多
く
、
特
に
首
都
圏
か
ら
は
格
好
な

ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
と
あ
っ
て
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
に
、
年
間
三
〇
万
人
も
の
入
湯
客
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。

農
産
物
直
売
所
は
真
っ
赤
に
完
熟
し
て
か
ら
収
穫

し
た
イ
チ
ゴ
や
ト
マ
ト
を
は
じ
め
、
探
り
た
て
の
高

原
野
菜
類
、
ま
た
、
リ
ン
ゴ
や
ぶ
ど
う
狩
り
な
ど
の

果
実
類
等
、
新
鮮
な
農
産
物
に
加
え
、
全
国
的
な
産

地
と
し
て
知
ら
れ
る
コ
ン
ニ
ャ
ク
製
品
を
は
じ
め
、

当
地
域
な
ら
で
は
の
加
工
品
も
多
く
出
品
さ
れ
好
評

を
博
し
て
い
ま
す
。
温
泉
と
併
せ
て
常
連
客
が
多
く

新
鮮
さ
と
安
さ
を
売
り
物
に
、
地
域
住
民
と
の
幅
広

い
交
流
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
当
駅
を
核
と
し
て
村

内
各
所
の
農
園
で
農
産
物
狩
り
を
楽
し
む
お
客
様
の

明
る
い
笑
顔
を
拝
見
で
き
る
村
お
こ
し
の
場
と
も
な

っ
て
い
ま
す
。

の
ん
び
り
、
ゆ
っ
た
り
、
ハ
ー
ト
に
奉
仕

レ
ス
ト
ラ
ン
望
郷
は
、
三
方
が
ガ
ラ
ス
張
り
、
大

自
然
の
中
で
の
お
食
事
が
楽
し
め
ま
す
。
和
風
レ
ス

ト
ラ
ン
で
岩
魚
を
は
じ
め
、
地
元
の
山
菜
、
鮮
魚
な

ど
を
主
に
メ
ニ
ュ
ー
も
多
く
心
を
込
め
た
料
理
は
、

こ
れ
を
目
的
に
お
い
で
下
さ
る
お
客
様
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

小
公
園
は

｢せ
せ
ら
ぎ
｣
に
お
子
様
む
け
の
遊
具

を
備
え
、
可
愛
い
歓
声
と
小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
協
奏

曲
を
奏
で
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
自
由
休
憩
所
に
は
周
辺
市
町
村
の
観
光
案

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
展
示
し
地
域
情
報
発
信
の
場

と
し
て
の
利
用
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
先
進
道
の
駅
を
は
じ
め
幅
広
く
研
鑽
し

て
、
よ
り
多
く
の
お
客
様
が
一
日
を
ゆ
っ
た
り
、
一

家
団
樂
、
そ
し
て
心
身
を
癒
せ
る
ゾ
ー
ン
と
し
て
こ

の
道
の
駅
を
更
に
充
実
す
べ
く
努
力
し
て
参
り
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。



圓
川自然に恵まれた道の駅

シ リースぐ

『週⑭駅』

曲
[

道の駅 ｢かわうその里ずさき｣ (高知県)

海

当
駅
は
、
高
知
県
中
西
部
に
位
置
し
、
一
市
四
町

四
村

(須
崎
市
、
窪
川
町
、
中
土
佐
町
、
梼
原
町
、

葉
山
村
、
十
和
村
、
大
正
町
、
東
津
野
村
、
大
野
見

村
)
の
情
報
発
進
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
地
域
活
性

化
施
設
と
し
て
平
成
三

年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
致
し

ま
し
た
。
国
道
五
六
号
と
一
九
七
号
の
分
岐
点
に
あ

り
、
ま
た
高
知
自
動
車
道
路
高
知
イ
ン
タ
ー
か
ら
約

一
時
間
ほ
ど
の
場
所
に
あ
り
ま
す
の
で
、
全
国
的
に

知
ら
れ
て
い
ま
す
四
万
十
川

(中
村
市
)
ま
で
の
中

間
地
点
と
し
て
、
多
く
の
お
客
様
の
休
憩
場
所
、
お

食
事
場
所
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

近
隣
の
地
域
は
、
海
、
山
、
川
と
い
っ
た
自
然
に

畿
ぺふき
罫
雙

道の駅 ｢かわうその里すさき｣

恵
ま
れ
て
お
り
、
須
崎
市
、
中
土
佐
町
、
窪
川
町
は

太
平
洋
に
面
し
、
カ
ツ
オ
の
一
本
釣
り
な
ど
が
盛
ん

で
、
シ
ー
ズ
ン
に
は
釣
り
客
、
サ
ー
フ
ァ
ー
や
キ
ャ

ン
プ
客
も
多
く
訪
れ
ま
す
。
東
津
野
村
、
梼
原
町
に

は
四
国
カ
ル
ス
ト
、
天
狗
高
原
な
ど
が
あ
り
、
四
万

十
川
の
源
流
点
と
し
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

観
光
客
の
数
も
年
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

高
知
県
の
川
と
い
う
と
四
万
十
川
が
有
名
で
す

が
、
当
施
設
の
隣
り
に
も
新
荘
川

(し
ん
じ
ょ
う
が

わ
)
と
い
う
美
し
い
川
が
流
れ
て
お
り
、
夏
に
は
子

供
た
ち
の
遊
び
場
と
な
り
、
ま
た
ア
ユ
釣
り
の
有
名

な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
の
天
然

記
念
物
で
あ
る
、
日
本
カ
ワ
ウ
ソ
が
最
後
に
発
見
さ

れ
た
場
所
で
も
あ
り
、
当
施
設
の
名
称
や
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
ツ
オ
の
ワ
ラ
焼
き
に
驚
き
と
喚
声

当
駅
は
、
高
知
県
で
も
有
数
の
広
さ
を
誇
る
道
の

駅
で
、
駅
内
一
階
に
は
、
テ
ナ
ン
ト
方
式
で
様
々
な

お
店
が
入
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
一
番
の
お
す
す

め
は
、
土
佐
な
ら
で
は
の
カ
ツ
オ
の
ワ
ラ
焼
き
タ
タ

キ
の
実
演
が
見
学

(試
食
)
で
き
る
お
店
で
、
新
鮮

な
カ
ツ
オ
を
身
の
丈
ほ
ど
の
火
柱
で
豪
快
に
焼
く
姿

に
は
観
光
客
も
驚
き
、
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
他
に
も
、
脂
の
の
っ
た
ト
ロ
カ
ツ
オ
を
じ
っ
く

り
と
焼
い
た
、
焼
き
ガ
ツ
オ
専
門
に
製
造
販
売
さ
れ

70 道行セ 2001,

駅長 宮川 卓也



て
い
る
お
店
、
地
元
の
ブ
ン
タ
ン
、
イ
チ
ゴ
、
リ
ン

ゴ
、
メ
ロ
ン
な
ど
を
使
っ
た
果
肉
入
り
の
ア
イ
ス
ク

リ
ン

(シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
)
を
販
売
し
て
い
る
お
店
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
屋
外
に
は
、
産
地
直
売
形
式
に
よ

る
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
一
〇
〇
円
~
二
〇
〇
円
と

近海の魚が遊泳する大型水槽

　

　　
　

嚢
が

　　　　　　　　　　　　　　　　　
燒カツオや揚げたての

天プラ、黒潮の珍味が賞
味できる

い
う
安
い
価
格
で
新
鮮
な
野
菜
類
を
提
供
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
冬
の
時
期
は
ポ
ン
カ
ン
、
ブ

ン
タ
ン
、
夏
の
時
期
は
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト

(甘
い
プ

チ
ト
マ
ト
)
が
大
変
人
気
で
、
県
外
発
送
も
頻
繁
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。

二
階
に
は
、
当
駅
自
慢
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
、

地
域
特
産
品
、
新
鮮
魚
貝
類
を
使
っ
た
本
格
的
な
土

佐
な
ら
で
は
の
お
食
事
を
お
召
し
上
が
り
頂
け
ま

す
。
大
小
宴
会
、
二
〇
〇
名
様
ま
で
の
団
体
お
食
事

も
ご
用
意
可
能
で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
例
…
土
佐
丼

(カ

ツ
オ
丼
)
八
〇
〇
円
、
カ
ツ
オ
タ
タ
キ
膳

(煮
物
、

小
鉢
、
寄
せ
鍋
付
き
),
一
、
四
〇
〇
円
、
海
賊
焼
き

(活
き
た
魚
介
類
の
ア
ミ
焼
き
)
二
、
五
〇
〇
円
、

他
に
も
、
ウ
ツ
ボ
の
タ
タ
キ
や
唐
揚
げ
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
メ
ニ
ュ
ー
が
ご
ざ
い
ま
す
。

自
然
に
恵
ま
れ
た
、
す
ば
ら
し
い
所
で
す
の
で
、

高
知
県
に
お
越
し
の
際
に
は
、
是
非
お
立
ち
寄
り
頂

き
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

道チテセ 2001.
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n
･
21第

12
･
1213

月
･日

世
界

の
動
き

○
ペ
ル
ー
国
会
が
フ
ジ
モ
リ
大
統
領
を

｢倫
理
面
で
不
適
格
｣
と

し
て
弾
劾
し
、
罷
免
し
た
。
フ
ジ
モ
リ
氏
は
国
会
に
辞
表
を
提
出

し
て
い
た
が
、
受
理
さ
れ
な
か
っ
た
。

○
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
六
回
締
約
国
会
議

(C
O
P
6
)
は
、

｢京
都
議
定
書
｣
の
細
か
な
ル
ー
ル
を
決
め
る
た
め
非
公
式
の
閣

僚
折
衝
を
続
け
た
が
、
対
立
点
が
残
り
、
合
意
で
き
な
い
ま
ま
に

終
っ
た
。
最
大
の
対
立
点
は
森
林
の
二
酸
化
炭
素

(C
0
2
)
の

吸
収
量
を
ど
こ
ま
で
認
め
る
か
で
、
日
本
、
米
国
と
欧
州
連
合

(E
U
)
が
対
立
。
こ
れ
で
京
都
議
定
書
の
二
〇
〇
三
年
発
効
は

絶
望
的
と
な
っ
た
。

○
米
自
動
車
最
大
手
の
ゼ
ネ
ラ
ル
･
モ
ー
タ
ー
ズ

(G
M
)
が
、

従
業
員
の
約
四
%
に
当
た
る
一
万
五
、
○
○
0
人
前
後
を
北
米
と

欧
州
で
削
減
す
る
方
針
を
発
表
。
米
国
の
景
気
減
速
と
乗
用
車
の

売
れ
行
き
不
振
に
よ
る
も
の
で
、
本
格
的
な
リ
ス
ト
ラ
は
ほ
ぼ
一

〇
年
ぶ
り
。

○
米
大
統
領
選
挙
の
民
主
党
候
補
、
ゴ
ア
副
大
統
領
は
、
テ
レ
ビ

演
説
で
敗
北
を
認
め
た
。
こ
れ
で
共
和
党
候
補
の
ブ
ッ
シ
ュ
･
テ

キ
サ
ス
州
知
事
の
当
選
が
確
定
し
、
二
〇
〇
一
年
一
月
二
〇
日
の

就
任
式
で
第
四
三
代
大
統
領
に
就
任
す
る
。

事

項
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“

纖
目
"･日

国
内

の
動

き

○
改
正
少
年
法
が
衆
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し
た
。
刑
事
罰
対

象
年
齢
を
現
行
の

｢十
六
歳
以
上
｣
を

｢十
五
歳
以
上
｣
に
引
き

下
げ
る
な
ど
で
、
二
〇
〇
一
年
四
月
か
ら
施
行
の
予
定
。

○
健
康
保
険
法
や
医
療
法
な
ど
医
療
保
険
制
度
改
正
関
連
法
が
参

院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
。
七
〇
歳
以
上
の
診
療
窓
口
負
担
を
定

額
制
か
ら
定
率
性
に
改
め
る
な
ど
で
、
二
〇
〇
一
年
一
月
か
ら
実

施
さ
れ
る
。

○
経
済
企
画
庁
発
表
の
国
民
所
得
統
計
速
報
に
よ
る
と
、
二
〇
〇

〇
年
七
月
↓
九
月
期
の
国
内
総
生
産

(G
D
P
、
季
節
調
整
値
)

は
、
実
質
で
前
期
四
…
六
月
期
に
比
べ
○
･
二
%
増
で
、
年
率
換

算
で
は
一
･
0
%
増
と
な
っ
た
。

○
第
二
次
森
改
造
内
閣
が
発
足
、
宮
沢
喜
一
蔵
相
や
河
野
洋
平
外

相
、
扇
千
景
建
設
相
ら
六
閣
僚
が
留
任
し
た
。

○
尼
崎
大
気
汚
染
公
害
訴
訟
は
大
阪
高
裁
で
公
害
認
定
患
者
･
遺

族
と
国
･
阪
神
高
速
道
路
公
団
と
の
間
で
和
解
が
成
立
し
、
三
一

年
ぶ
り
に
全
面
解
決
。

○
政
府
が
財
政
首
脳
会
議
、
経
済
対
策
閣
僚
会
議
と
臨
時
閣
議
を

開
き
、
二
〇
〇
一
年
度
の
経
済
成
長
率
を
一
･
七
%
と
す
る
こ
と

を
決
め
た
。

○
政
府
が
臨
時
閣
議
で
二
〇
〇
一
年
度
予
算
の
大
蔵
原
案
を
了
承

し
た
。
一
般
会
計
は
前
年
度
当
初
予
算
比
二
･
七
%
減
の
八
二
兆

六
、
五
三
四
億
円
で
、
六
年
ぶ
り
の
減
額
。
ま
た
、
財
政
投
融
資

計
画
は
総
額
三
二
兆
五
、
四
二
〇
億
円
で
、
前
年
度
比
一
五
･

0
%
減
。

事

項

11
･
第

“ 月
.日

道
路
行
政

の
動
き

○
建
設
省
と
運
輸
省
は
、
二

月
二
八
日
か
ら
三
一月
一
日
の
四

日
間
、
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の
公
開
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

｢ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
21
D
e
m
o
2
0
0
0
｣
を
開
催
。

○
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
美
濃
~
白
鳥
間
約
四
四
如
に
あ
る

｢大

谷
北
ト
ン
ネ
ル
上
り
線
｣
が
四
車
線
化
で
貫
通
。

○
東
京
港
臨
海
道
路
西
航
路
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
(東
京
都
大
田
区
城

南
~
中
央
防
波
堤
外
側
埋
立
地
)
｢

三
二
九
m
が
貫
通
。

○
北
関
東
自
動
車
道
友
部
I
C
(茨
城
県
西
茨
城
郡
友
部
町
大
字

平
町
)
~
友
部
J
C
T

(茨
城
県
西
茨
城
郡
友
部
町
大
学
随
分
附

ま
で
の
区
間

(延
長
七
･
四
皿
)
が
開
通
。

○
国
道
二
二
九
号
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
の
新
ル
ー
ト
が
片
側
交
互
通
行

で
供
用
開
始
。

○
兵
庫
県
の
姫
路
バ
イ
パ
ス

(全
長
=

･
二
皿
)
及
び
太
子
竜

野
バ
イ
パ
ス

(延
長
三
･
九
畑
)
が
無
料
開
放
さ
れ
た
。

○
名
古
屋
高
速
道
路
の
高
速
二
号
東
山
線
の
吹
上

(名
古
屋
市
千

種
区
吹
上
一
丁
目
)
-
四
谷

(同
鏡
池
通
四
丁
目
)
問
三
･
五
如

が
開
通
。

事
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拶
渉
珍
妙

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鉄
道
車
両
に
タ
イ
ヤ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
の

は
、
役
所
に
入
り
、
軌
道
法
を
勉
強
さ
せ
ら
れ
た
頃
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
は
、
車
輪
に
タ
イ
ヤ
は
自
動
車
だ
け
だ
と
思
っ

て
い
た
が
鉄
道
の
方
に
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
い
さ
さ
か
知

識
の
不
足
を
嘆
い
た
。

鉄
の
車
輪
に
軟
ら
か
い
金
属
の
タ
イ
ヤ
を
か
ぶ
せ
、
直
接

車
輪
の
摩
耗
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
レ
ー
ル
の
耐
用
を
も
永
く

す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
二
つ
の
効
果

が
ソ
フ
ト
に
働
く
こ
と
を
学
ん
だ
。

道
路
を
走
る
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
は
、
走
行
性
、
快
適
性
及

び
安
全
性
か
ら
考
え
て
も
、
ま
た
道
路
そ
の
も
の
の
守
り
の

た
め
に
何
よ
り
も
大
切
な
も
の
で
あ
る
。

昨
今
、
日
本
企
業
名
の
ア
メ
リ
カ
タ
イ
ヤ
会
社
が
タ
イ
ヤ

に
よ
る
事
故
で
裁
判
沙
汰
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
当
然

と
い
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
な
く
社
会

問
題
と
し
て
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
然
る
べ
き
で

あ
る
。
言
い
返
す
と
現
在
の
経
済
社
会
は
、
タ
イ
ヤ
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

今
の
陸
上
交
通
体
系
は
、
道
路
を
利
用
す
る
自
動
車
と
鉄

道
の
車
両
に
よ
っ
て
動
い
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
お
い
て
流
通
経
済
に
役
立
っ
て
い
る
。
少
し
大
袈
裟
に

い
え
ば
タ
イ
ヤ
な
く
し
て
経
済
社
会
は
成
り
立
た
な
い
の
で

あ
る
。

こ
の
タ
イ
ヤ
の
関
係
で
鉄
道
と
道
路
が
そ
の
主
導
権
を
争

っ
て
い
る
。
大
正
、
昭
和
前
半
ま
で
は
、
鉄
道
王
国
と
し
て

日
本
を
左
右
し
、
昭
和
の
後
半
か
ら
は
予
想
も
つ
か
ぬ
爆
発

的
に
増
加
す
る
自
動
車
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
道
路
計
画
が

実
行
さ
れ
て
道
路
が
流
通
の
主
役
と
な
っ
て
そ
の
座
を
奪
い

返
し
た
。
そ
し
て
今
ま
た
整
備
新
幹
線
を
含
め
鉄
道
全
体
で

巻
き
返
し
を
図
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
て

進
む
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
環
境
対

策
と
し
て
は
何
と
い
っ
て
も
鉄
道
で
あ
る
が
、
戸
口
か
ら
戸

口
へ
の
小
回
り
は
道
路
の
独
壇
場
で
あ
る
。
高
齢
社
会
対
策

を
強
力
に
推
進
し
て
老
人
障
害
者
達
を
喜
ば
せ
て
く
れ
る
と

思

っ
て
い
る
。

そ
し
て
お
互
い
車
輪
･
タ
イ
ヤ
が
爽
快
に
回
転
し
、
利
用

者
と
ド
ラ
イ
バ
ー
を
喜
ば
せ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
建
設
財
源
な
ど
で
タ
イ
ヤ
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
焼

き
付
く
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
せ
っ
か
く
の
堂
々
と
し

た
競
争
も
台
無
し
に
な
る
。

国
土
交
通
省
の
誕
生
に
寄
せ
て
一
言
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

(S
)




